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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　セカイのカケラ




　はい、みなさん、こんにちわ！　特派員のチェリーですっ☆

　いま、あたしはなんと熾ヴイ界ジヨンに巻き込まれています♥

　右も、左も、正面も。いっぱいの女の子があたしを囲んでます。

　やーん、女の子っていいよね。柔やわらかくて、いい匂においがして、温かくて。シャンプーの匂いなんてぷーんとしちゃってさ。小鳥みたいな声でさざめいて。ちゃんとハンカチもっててさ、ポケットの入り口あたりで手を拭ふいたりしないし、髪かみなんかさらさらで、唇くちびるなんてつやつやで、スカートなんてかわいくていいなあ……て、いや、いまのあたしもスカート穿はいた（しかも短すぎ！）女の子なわけですけど、とりあえず、無数の女の子に囲まれてます☆　こーゆーのはせめて身体からだが男の子の時に遭あいたかったシチュなわけですよ。このぐるぐる状態。

　さらに付け加えると、こんな薄うす暗ぐらくて気味悪い熾ヴイ界ジヨンじゃなくて、彼女たちも、白目むいてなくて、よだれとか流してなくて、皆みな違ちがう顔してるといいのに。

　ちょっとインタビューしてみたいと思います！

　なんであなたたち、みんな同じ顔してるの？　あ、ひょっとしてホラーですか？　悪夢ですか？　何かの恨うらみ晴らしますってやつですか？

　……わ、てか、ダメです！　まるでお話になりません！　あっもーすっかり囲まれてしまいました。やーん！

　……て、ふざけてる場合なのか、あたし。

　ふう、自じ業ごう自得なのかな。やっぱ逃にげちゃダメなんだ、何ごとも。逃げてもその場凌しのぎにしかならなくって、きっと必ず追いつかれて、それはあたしの前に立ちふさがるんだ。いつか立ち向かわなくちゃならないなら、いま、逃げずに立ち向かおうぜ！　お～っ☆

　って……だからあたし、それどこじゃなくって！

　これやばくない？　ちょっとかなり凄すごく、やばい。

　だって、バイちゃんもいないし、マリーもいないし、あずささんもいない。

　おまけにひなちゃんまでこの熾ヴイ界ジヨンに巻き込まれてる。

　いやいや、弱気になってる場合じゃないから。正義の味方が諦あきらめたらそこで終わり。

　紅くれないの髪をひるがえし──あたしはひとつ深呼吸。

　とりあえずあたしは、恋天使ラブエル。今日も今日とて愛の化け身しん。華はなやかな衣い装しようをまとい、魔ま道どう数すう式しきを駆く使しして、セカイを護まもるために戦うのだ！

　心に翼つばさ、瞳ひとみに勇気。

　愛はすべての悪を断つ☆




　　　　一




「……なんでこんなことになったんだろう？」

　それは古代ギリシャの時代から、眉み間けんに皺しわをよせた悲劇の主人公が空を眺ながめつつ言うセリフ。まさかこのぼくが、こんな負け犬めいたセリフを言うはめになるなんて──これじゃあ映画のジョン・マクレーンといい勝負だった。巻き込まれ型主人公が活かつ躍やくするハリウッド映画はぼくだって大好きだけど、いざ自分の身に降りかかるとさすがに笑えない。

　たとえば、この世が界層といういくつもの次元に分かれた世界のひとつだということ。

　たとえば、その界層を舞ぶ台たいに暗躍する犯罪集団とそれを取り締しまる巨きよ大だい組織の対立があるということ。

　ああそうですか、病院ならばご案内しますけど、なんて言いたくなる電波な設定。太陽系から星がひとつ所属を外されただけですごく寂さびしい思いをしているぼくなのだ。こんな床ゆかがいきなり落ちるコントみたいな爆ばく弾だん設定をかまされて、動どう揺ようするなという方が無理がある。

「……それこそ、蟲レウに憑つかれる事態だろ」

　両りよう膝ひざを抱かかえて、顎あごを載のせるとぼくはそうため息をついた。

　あの、暴風みたいな事件に巻き込まれて一週間。

　ぼく──佐さ倉くら恭きよう一いちは、お約束といえばお約束の本校舎屋上、給水塔とう横でひとり膝を抱えていた。

　晴天の高空──

　とんびが気持ち良さそうに舞まう。

　地平線には、もくもくとした入道雲が浮うかび始めている。

　桜さくらヶが丘おかの木々が若葉を茂しげらせ、瑞みず々みずしい生命力を町全体に漲みなぎらせている。

　そこでは、ぼくの悩なやみなんてまるで関係なく春の気持ちの良い風が吹ふき抜ぬけていた。

「……気持ちいいなあ」

　ひとつ、深呼吸。

　そう、高台に位置するこの大お度ど城き学がく園えんでさらに一番高いここは、ぼくのお気に入りの場所なのだ。街を一望に出来るし、そしてここが重要なのだけど、まず教師に見つからない実に強固なプライベート性が確保されている。それは、つまり、ひとり考えるのに適している。

　いや、より正確に言うならば……ほんの五分前までは実に適していた。

「──で、いつから、どうして、中学生男子が魔ま法ほう少女さんをやることになったのですか？」

　長ちよう髪はつ黒髪、小こ柄がらな身体。

「だいたい、男の子が魔法少女さんなんて、ちょっとかなりキュートでエキセントリックな事態じゃないですか？」

　そろえた前まえ髪がみから覗のぞく、キラキラの大きな瞳。

「ずばり、いま、いったいこの学園に何が起きているのでしょう☆」

　嵐あらしに翻ほん弄ろうされたようなここ数日の出来事をひとり静かに反はん芻すうしようとここに来たのに、この天然彗すい星せい娘むすめに、まんまと嗅かぎつけられてしまうぼく。

　そう。

　全校生徒が熾ヴイ界ジヨンにより猫ねこにされた前回の事件。やっぱり猫にされたこの子の前で、よりによってぼくはチェリーに変身してしまったわけで──

「さて。聞かせていただきましょうか♪」

「あの、桃ももちゃん。四限の授業中にも拘かかわらず、仮け病びようを使ってまでひとりここに来たぼくの気持ちも 慮おもんぱかってほしいのだけど」

「桃ちゃんは保健委員さんですよ？」

　春はる野の桃もも香かこと桃ちゃんは瞳をくりくりとさせると、かわいらしく笑ってみせた。

「具合のよくないクラスメートの面めん倒どうを看みる義務があって、くわえて言うなら、恭ちゃんは桃ちゃんの大事な小学校からの友達なのです！　さあなんでも心安らかに打ち明けてほしいのです☆　桃ちゃん、力になるのです！」

　不覚にも、その笑え顔がおにちょっぴり癒いやされたぼくがいる。

　たしかに、ぼくの心の驚おどろき回路はすでにオーバーワーク気味だった。

　セラピーとか受けるべき事態なのだろうけど、ぼくの置かれた状じよう況きようのすべてを知る唯ゆい一いつの存在──刻こく時じ機き構こうから派は遣けんされているはずの、あの超ちよう現実的養護教きよう諭ゆはセラピストにまったく向いていない。

『〝蟲レウ〟は心の隙すきを突つき、心の隙に憑く』

　それはフェロモン過多の養護教諭──御み門かどあずささんのセリフ。

　まとめると、この世には心のフィルターの隙に憑く〝蟲レウ〟というものが存在するらしい。なんでも圧あつ澱でん素そ子しとかいう素子の結けつ晶しよう体で、当たり前にそのへんにふらふらしている正体のよくわからない素子。

　こいつは、強い心理的ショックを受け、傷ついた人間の心に憑く。そして憑かれた人間は、その内部の負の思念を暴走させ、この世にもうひとつの世界──〝熾ヴイ界ジヨン〟を作り上げてしまう。そこでは、蟲レウに憑かれた者の価値基準が世界のルールとなり、巻き込まれた人間の恋こいの結晶〝恋スヴ粉ニール〟を切り離はなし、恋が奪うばわれてしまう──ていうか、そんな子供向けアニメ設定を押し付けられた中学生男子の苦く悩のうを、いったい誰だれが理解してくれるというのだろう。

　桃ちゃんはメモを片手に、ずずいと近寄ってきた。目が輝かがやいている。

「ん～つまり、わかりやすく言うと、悪いやつらからみんなの恋を守る美少女天使チェリーちゃんは、恭ちゃんの変身した姿なのですね？」

　──認めたくないけど。とても認めるべき事態じゃないのだけど。

　ぼくは力なく頷うなずいた。

「うきゃー、うらやましいのですっ♥　あ～ん、桃ちゃんずっと魔法少女さんに憧あこがれていたのにっっ！　桃ちゃんはどーやったらなれるのですか？」

　……なりたいのか、そんなものに？

「恭ちゃんはどうして選ばれたのですか？」

「どうしてって……」

　迫せまり来る天然彗星娘から、距きよ離りを取りつつ──思い返す。

「たしか……界層の捩ねじれが原因でオペラがぼくらについたと言ってたよな」

　制服の首もとから、界層間縦断数式受信端たん末まつ〝オペラ〟を引っ張り出した。これは、普ふ段だんはチョーカーにしか見えない。

　桃ちゃんはぼくの首もとに顔を近づけた。オペラを指先でつんつんと触さわってみたりしている。

「つまり、このマジカルチョーカー〝オペラ〟さんは、恭ちゃんに間ま違ちがってついてしまった、と。使命を果たすまでは外れない、と……」

　目を輝かせる桃ちゃんを見つめつつ──ぼくは心でもうひとつ付け足した。

　……おまけにバグまでついている、と。

　そう──それは、この界層の恋天使ラブエルだけに科されたバグ。

〝オペラを装着された人間の恋が顕あらわれると、恋天使から戻もどれなくなる〟という訳のわからないプログラムミス。

　この世が界層世界だろうが、その界層が歪ゆがんでいようが、ぼくが恋天使にされようが、一番驚いているのは、このぼくから恋粉が出ている、というその事実だった。この突とつ発ぱつ的ネガティブ症しよう候こう群ぐんのぼくに、恋なんてそんな浮うわついた気持ちがあるとは思っていなかった。

「え？　じゃあ恭ちゃんはひなちゃんに告白も出来ないのですか？」

　桃ちゃんがメモを取りながら訊きいてくる。

「あの、桃ちゃん」

「はい？」

「さっきから気になっていたんだけど。なんなんだろう、その紙とペンは」

　彗星娘は、きょとん、とぼくを見た。

「取材なのですよ？」

「しゅざい？」

「新聞部が、魔ま法ほう少女さんの情報に図書券くれるのです」

　……こいつ、ぼくを売る気か。

「おっと大事な質問を忘れてたのです」

　ぼくの渾こん身しんの殺気なんて、わずかにも気にせず桃ちゃんはマイクのようにボールペンをぼくに差し出してきた。

「魔法少女さんになった率そつ直ちよくな感想をよろしくなのです☆」

「……………………」

「だいじょうぶなのです♥　恭ちゃんが魔法少女さんだとは口が裂さけても他言しないのです！　魔法少女さんに変身する時ってどんな気持ちなのですか？」

「気持ちって……」

「やっぱり爽そう快かいなのですよね！　めくるめく無敵感！　ぴかー、と光って、くるくるとまばゆい光に、うはー……」

　……はい妄もう想そう入りました。

　ぬふーんと幸せそうに目を瞑つぶる天然暴走娘むすめに、ぼくはため息をつく。

「あのさ、夢を壊こわして悪いけど。爽快感なんてまったく、全然ない。身体からだが痛くて、吐はき気けがして、頭痛がすごいんだ」

「へぇ……意外なのです。いいことばかりじゃないのですね……」

　すかさずメモを取る桃ちゃんを見て、うまいこと乗せられたことに気がついたけどもう遅おそい。

「で、で、敵は何者なのですか？　やっぱり世界征せい服ふくを狙ねらう悪の秘密結社なのですか？」

　──敵。

　ぼくはてっとり早く、あの目のやり場に困るグラマラスなエージェントとかいう人を思い浮かべてみた。たしか永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやの……ミルファさん。妙みように馴なれ馴れしい凶きよう悪あくな目つきをした美女。たしかあの人は恋粉を採取しに来たと言っていた。恋粉が高額で違い法ほう売買される、とも言っていた。

「うーん、つまり……連中は高価な恋粉を取りに来ていて、それをぼくらが守らなきゃいけないんだ」

「うきゃー☆　やっぱり魔法少女っぽいのですっ！」

　……否定出来ない。もう中学生男子のアイデンティティはぼろぼろだった。理り屈くつを聞くとそれなりに筋は通っているとはいえ、やっぱりファンシーでマジカルでトゥインクルすぎる。

「……そんなことよりさ」

　この話題から逃のがれようとぼくは尋たずねた。

「新聞部がどうしてそんなこと調べてるんだろう？」

　すると桃ちゃんは、なんでもないことのように、とんでもないことをあっさり言う。

「どうしてって、いま一番旬しゆんな話題じゃないですか」

　──は？

「学園は魔法少女さんの噂うわさでもちきりなのですよ？」

「ちょっと待って……なに？　じゃあ、みんなこの間の事件の記き憶おくがあるの？」

「みんながみんな、というわけではないのですけど。ところどころ憶おぼえている子はいるのです」

　桃ちゃんは、そう小首をかしげてみせるけど……いや、それはまずいだろ。

　ノウテンキなパイナップル頭の界かい層そう監かん査さ官かんの顔が思い浮かぶ。

『あはは、大だい丈じよう夫ぶ！　熾ヴイ界ジヨンの中での記憶は熾ヴイ界ジヨンさえ消えれば、すべて夢として認にん識しきされるから。もう誰だれも憶えちゃいないって☆』

　たしか彼女はそう言っていたけど──

　……信じたぼくが馬鹿だった。

　普ふ通つうに考えて、全校生徒が同じ時刻に同じような夢を見るなんて話題にならないわけがない。だいたい、みんな目が覚めたら校庭で打ちのめされていたのだ。新聞沙さ汰たにならない方がおかしい事件じゃないか。

「みんなあの日のことは、記憶が途と切ぎれ途切れなのですけど……夢の中で魔法少女さんと戦ってるとか……猫ねこにされた、とか……だけど、やっぱり三人の魔法少女さんがかわいらしかったのが一番印象深い……あっ！」

　瞬しゆん間かん、桃ちゃんは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「そういえば、魔法少女さんって三人いましたよね？　あとふたりは誰なのですか？」

「……え」

　一瞬、吉よし住ずみのすかし顔と森もり井いのいけすかない顔が思い浮うかんだ。けど、さすがにここでその名を挙げるのは可哀かわい想そうだし、男気に欠ける。だいたい話しすぎだ、ぼく。

「お願いだから、もう放ほうっておいてよ」

　そのまま、何を言われても顔をそむけ続けるぼくを見て、桃ちゃんは、やがて、ちぇーとメモをポケットにしまった。そして、ぼく同様に膝ひざを抱かかえると、横にちょこんと座り直す。短めのスカートからパンツがちらりと覗のぞけた。

　……いまどき小学生だってもうちょっと恥はじらいがあるだろ。

　注意しようかと思ったけど、桃ちゃんはただ無む邪じや気きに、とんびがくるくると旋せん回かいする様を、うへえと大口開けて見つめていた。ついついぼくも空を見上げてしまう。

「すごいのですねぇ……」

　しばらくふたりしてとんびの様子を眺ながめた。たしかにくるくると下降し、風を捕つかまえるや一気に大空に駆かけ上がるその姿は見ていて飽あきないし、単純にかっこいい。

「とんびはきっと楽しんでいるのですよね」

　──え？

　ぼくが桃ちゃんの方を見ると、にこ、とただ桃ちゃんは笑う。

「そりゃあ、男の子なのに魔法少女さんやらされるのはショックでしょうけど。桃ちゃんなら、きっと楽しむと思うのです」

　それは意外な提案だった。

　桃ちゃんは立ち上がると腰こしに手を当て、宣言するように拳こぶしを上げてみせる。

「そうなのです！　だって通常じゃありえない世界の体験なのですよ？　やりたくたって出来ないのです。それに、楽しんだ方が心に余よ裕ゆうができて、きっといろいろとうまくいくのです」

　ぼくの目をのぞき込むその視線は優やさしくて、ポジティブで──いつもの暴走形態以外の温かみがあった。

「……楽しむ、か」

　たしかに、悩なやんでいたってオペラが外れるわけでも、永中科儀社が攻せめてこないわけでもなかった。ぼくの悪いところだ。いつまでもぐじぐじと考え込んでしまうこの性格。楽しむまではさすがに無理だけど──。

　うん、心に余裕。瞳に元気。気合いはすべてのダウナーに勝つ。

　そっと唱えてみると、不思議と心が軽くなるような気がした。

　照れ臭くさいけど、ありがとう、と言いかけたその時。桃ちゃんは、にへらっと笑った。

「恭ちゃん……ひょっとして、すでにチェリーちゃんのおっぱい触さわったりしてますね？」

「……は？」

「考えたら、もし、桃ちゃんが男の子でそんな楽しい事件に巻き込まれたならば、女子更こう衣い室とか、女子トイレとか、果ては銭湯なんて、本能の命じるままに禁断の花はな園ぞのを暴走してるはずなのでしたっ！」

「す……するかっそんなこと！」

「いーや、恭ちゃんは、チェリーちゃんのもっとすごいところも触ったりしてるはずですっ！　うきゃー男の子はエッチなのです☆」

「あの……ちょっと」

「チェリーちゃん明るくてかわいいですからね、仕方ないです！　だけどいやーん、そんなとこダメなのですっ☆」

　……ダメだ。完全に彗すい星せい状態に突とつ入にゆうしてる。

　はあ、とため息をつきながら桃ちゃんが暴走状態から元に戻もどるのを待ちつつも、ぼくは桃ちゃんの言った言葉が気になっていた。

　……チェリーは明るくてかわいい、か。

　変身した自分の顔なんて見ている余裕はなかったけど、変身後の自分の口から突とつ拍ぴよう子しもなく飛び出る、あのポジティブなセリフ。

　あいつは問題だった。

　界層異常を感知すると、ぼくが強制的に変身させられる、紅あかく長い髪かみの守護天使。むやみやたらと愛を口走る世紀のお調子者。

『毒々しいまでにネクラなあんたと馬鹿ポジティブなチェリーでようやく一人前だと思うのね』

　あずささんの笑いをこらえた言葉が蘇よみがえる。

　いくら界層の捩ねじれが原因とはいえ、男子が魔法少女やらされる、というのは決定的に間ま違ちがっている。だけど、そんなことをさておいても、ぼくを個人的に悩ませるのは、恋天使になったぼくの性格が激変してしまう、というその事実だった。

　──あれはぼくじゃないだろ、絶対。

　くしゃくしゃと髪をかき回し頭を抱かかえてると、学内に設置されたスピーカーから、割れた鐘かねの音が響ひびくのが聞こえてきた。四限終しゆう了りよう。もう時刻はお昼休みだった。

　校舎のあちこちで解放感に満ちた喧けん騒そうが大きくなるのがわかる。だけど、ぼくはといえば、朝もろくすっぽ食べていないのに食欲なんてここしばらくまるでない。

　その様子を見たのか、横から、くすり、と笑われた。

「……あとですね、恭ちゃん」

「……まだなにかあるの」

　ぼくが自分の上うわ履ばきのゴムがはがれかけたところを見つめながら、適当に返事をすると、突然桃ちゃんはぼくの顔をぐい、と自分の方に向ける。目が合う。大きな瞳ひとみがきらきらと輝かがやいていた。

「追い討うちをかけるようで実に心苦しいのですが。恭ちゃん、さてはここからが茨いばらの道だとわかっていませんね？」

　は？　とぼくの口から息がもれ、彗星娘むすめは、ちっちっちと指を振ふる。

「ひなちゃんのことなのです。水みず野のひなたファンの先せん輩ぱいとして忠告させていただくと、ひなちゃんあれでもてるのですよ？」

　ぼくが、ぽかん、と桃ちゃんの顔を見ると、

「桃ちゃんが知っているかぎり、一日に三人に告白されたこともあるのです。ひなちゃんそういうこと他言しないから、恭ちゃんは知らないでしょうけど」

　なぜか、えっへんと胸を張る天然彗星娘。

「さらに、ここが問題なのですけど、すべてのひなちゃんファンはとんでもない敵と戦わないとならないのです」

　それってつまり──

「ひなちゃんには誰だれか好きなやつがいるっていうこと？」

　ぼくが言うと、桃ちゃんは頷うなずいた。

「ちょーかっこいい人なのです☆　ああそれなのにそれなのに！　恭ちゃんはひなちゃんに好きと気がつかれただけでチェリーちゃんから戻れなくなってしまうのですね♥」

　……こいつ、楽しんでないか？

　が、そこまで言われると相手が気になるってものだった。いや、実はずっと気になっているのだけど。

「桃ちゃんは……その、ひなちゃんが好きなやつ知ってるの？」

「恭ちゃん、見ててわかんないのですか？」

「わかんないよ。誰？　ぼくが知ってるやつ？」

「もちろん。誰だって知って……あれれ？」

　いいとこで、桃ちゃんはふと真下をのぞき込んだ。

「噂うわさをすれば……あれ、ひなちゃんじゃないですか？」

「え？」

　校舎の裏手、第一裏門の池の前に──たしかに。水野ひなたの姿があった。さらさらのショートボブに短めのスカート。すらりとした足を交差させ、後ろ手でぽつん、とひとり佇たたずんでいた。

「なにしてるんだろ？」

　ぼくが呟つぶやくと、その幼なじみに誰かが近寄るのが見て取れた。

「あれ……？」

「志し賀が先生なのです」

　そうだ──数学教師、志し賀が雅まさ彦ひこ。

　二十八歳独身で、一昔前のアイドルのような整った顔立ち。

　スポーツマンで、明るく、ウィットに富む授業で特に女子生徒たちから絶大な支持を得ている。なんでひなちゃんとあんなとこにいるんだろう？

「あらら……なんか待ち合わせっぽいのです☆」

　え……待ち合わせって……まさか？

　ひなちゃんは、志賀に何か言われ楽しげに言い返していた。

　ぼくはといえば、その光景をぼう然と見下ろしている。

　たしかに、偶ぐう然ぜん会ったようには見えない。

「おお☆　これは禁断の展開なのですっ！」

　なんて桃ちゃんは拳こぶしを握にぎりしめて言うけれど。

　……たしかに禁断だ。だいたい男性教師と女子生徒ってそれ反則だろ。ひなちゃんが誰を好きになろうとひなちゃんの勝手だけど、教師が生徒に手を出すなんて、男子生徒的立場から言わせてもらうとものすごく悔くやしい。なんか射程距きよ離り外から狙そ撃げきされた、みたいな。地球一周して大陸間弾だん道どうミサイル命中、みたいな。おまけに志賀といえば、よくない噂が多くって……。

「あ、恭ちゃんっ！」

　ぼくは給水塔とうから屋上床ゆかへと飛び降りると、駆かけ出していた。




　一階職員室の裏手に位置する、本校舎裏庭。

　そこには、すでにひなちゃんと志賀の姿はなかった。

　ぼくの目の前には、ただ〝雌めす狼おおかみの池〟なんて奇き妙みような名前がつけられた小さな池が、濁にごった水を湛たたえているだけだった。この池の存在だって卒業するまで知らないやつがいるくらい、ここは普ふ段だん生徒たちが来ることのない場所なのに。わざわざそんなところで、教師とふたりで会うってなんなんだろう？

　辺りを見み渡わたすけど、ふたりがどちらに向かったかもわからない。

　ふと、奇妙な匂においが鼻につく。

　奇妙なっていうか……大人を思わせる香こう水すいの匂い。気き障ざな志賀の香水に違ちがいなかった。

　……そりゃあ女の子は男子よりも精神的成熟度が早く年上くらいがちょうどいいなんて聞いたことがあるけれど、それにしたって志賀は年上すぎだろ……とそこまで考えて、ふと重大なことに気がついた。

　そういえば──ひなちゃんってファザコンの気があった。これはやばい。

　たしか〝学園一の事情通〟土つち屋や耕こう介すけから、志賀はものすごい女好き、というウワサを聞いたことがある。

　湧わき上がる暴想に、ぼくの心が真っ暗に塗ぬりつぶされていったその時──

「つーかまえた♪」

　突とつ然ぜん、視界も真っ暗になった。

「さーてわたしは誰でしょう？　じゃーんヒントその一☆　それは、溢あふれる知性と純じゆん粋すいさを合わせ持つ澄すんだ瞳ひとみの女性です」

「…………」

「よしヒントその二！　悩なやめる青少年を温かく包み込む魅み惑わくのスレンダーボディの持ち主です。さあ☆わかるでしょ？　え、ダメ？　仕方ないなー、じゃラストヒント！　きっと世の男性陣じんが高たか嶺ねの花と諦あきらめてしまっているせいで、誰も食事なんか誘さそってくれない己おのれの美び貌ぼうがいま一番の悩みである、その美人とは──」

「アンジェリーナ・ジョリー。いやひょっとしてシャーリーズ・セロン」

「あ～っ惜おしいっ！」

　目め隠かくしの手を離はなされて振ふり返ると──やっぱり。

　天高く結ゆわえられたパイナップル頭。

　あいかわらず原色鮮あざやかなキャミソール。

　だらしなくひっかけた白衣がなかったら、絶対養護教きよう諭ゆとは思えない。

　つまり、赤の眼鏡めがねの奥の瞳をいたずらっぽく輝かがやかせたその人は──

「やほー♥　恭一くん。青春してるかなっ」

　刻時機構第１１７界層監査官ユーノ＝プルコこと、大度城学園養護教諭、御門あずささんだった。

「あれ？　元気ない？　ひょっとして」

「あずささんはいつも元気そうでなによりですね」

　小首をかしげてみせるあずささんに、ぼくは嫌いやみをちょっとまぶしたコメントを返してみせたけど……この人に通じるわけがない。

「ありがとお！　わたしは元気元気☆　まあいろいろあったけど無事恋天使も任命されたし。おかげさまで、界層監査官たるわたしの肩かたの荷はすっかり下りたよ」

　──いや、まだ下ろすなよ。

　と言いたいけど、この超ちよう現実的養護教諭は上じよう機き嫌げんで、安全装置のいかれたマシンガンのように一方的に口を開く。

「ふふふ。わかってるよっ！　キミが恋天使の重い使命感に押しつぶされそうになってることくらい、お見通しなんだから☆」

　……は？

「大だい丈じよう夫ぶっ！　ぜったいキミは恋天使の素質あるよ！　ふつーいきなり蟲レウとの戦せん闘とうに巻き込まれたら、あれだけ出来ないから。おまけにちゃんとした指導する間もなく、よりによってミルファたち数式イクス保持者ペラーまで追おっ払ぱらったんだ。自信持ちなさいって！」

　ばんばんと背中を勢い良く叩たたかれる。

　この人、どうにもぼくの苦く悩のうをダイレクトに理解してくれない。

「そもそも恋天使とはっ！」

　あずささんは、白衣のひっかかった腕うでを振り回して言ったものだった。

「この世の恋こいを守るため、崇すう高こうなる精神に宿る最強無敵の愛の化け身しんであるわけよっ！　凡ぼん人じんが選ばれるたぐいのもんじゃない！　むしろ胸張りなよっ！」

　どこまで脳みそがバラ色なんだろう。

　ぼくの冷たい視線なんて気にもかけず、さらにこの人はとんでもないことを言ってのけた。

「よーし！　この際、思い切って本格的な恋天使へと成長しちゃおーか♥　ねっ！　明日の放課後、吉住くんも森井くんも一いつ緒しよに数式訓練をしよう！　ね、そうしよう！」

　ていうか。

　……どんどん深みにハマっていっているような気がする。




　　　　二




　青春、とは青い春、と書く。

　そんなの小学生だって知っている。だけど青春の定義とは、目標をもって生きている瞬しゆん間かんを言う──それは、サムエル・ウルマンという人の言葉だとこの間の授業で習った。ということは、さしたる目標のないぼくは、齢よわい十四にしてすでに余生ということなのだろうか。どうにも納なつ得とく出来るのが悔くやしいというか、虚むなしいというか。

　そこ抜ぬけに晴れた空。

　元気の良い鳥たちのさえずり。

　今日も今日とて世界は平へい穏おんで、父さんや母さんや妹の小こ梅うめに、賑にぎ々にぎしく送り出されたぼくは、ひとり大お度ど城き学がく園えんへと続く通学路に踏ふみ出していた。

　朝ご飯もほとんど記き憶おくなく胃い袋ぶくろに押し込んだけど、いつにも増して足取りは重い。昨日、あずささんに宣告された放課後の数式訓練が憂ゆう鬱うつなのか、それともひなちゃんと志し賀がの待ち合わせを目もく撃げきしたことが気になっているのか。何にしても花屋を営む佐さ倉くら家の都合上いつも家に両親がいるため、どんなに憂鬱だろうと森もり井いのように引きこもれたりしない。

　商店街を抜け、高台の住宅街を越こえて、大度城学園へと向かう道。この辺りから通学途と中ちゆうの制服姿の生徒たちが目に見えて増え始める。

　そしてまもなく見える、大きめのスポーツ用品店の角の道。その先には水みず野のひなたの住む家があった。

　親同士の仲が良く、幼よう稚ち園えんの頃ころから双ふた子ごのように育ったぼくとひなちゃんは、当たり前にずっと一緒に過ごしていたのだけど、それが生しよう涯がい続くわけなんてない。そんなのぼくだってわかる。中学に進んで、ひなちゃんが自じ慢まんの長い黒くろ髪かみをばっさり切って剣けん道どう部に入部した辺りから、ぼくらの共有時間は目に見えて減った。

　お昼休みだって、向こうは女の子同士で食べる。ぼくはひとりで食べる。

　放課後は、向こうは剣道部。ぼくは帰宅部。当たり前に一緒に帰り、日が暮れるまで遊びまわった小学校時代とは何もかも違ちがう。クラスこそ一緒だけど、運が良ければ通学時一緒に登校出来る──それくらいの付き合いに変容してしまった。

　だけど……いつからだろう？

　あのスポーツ用品店の角を行き過ぎる時、あそこからひなちゃんがタイミング良く出てくるのを期待するようになったのは。ひまわりのような笑え顔がおで、おはよう、と言ってくれるのを期待するようになったのは。考えたけど、思い出せなかった。

　あと数十歩で、その角だった。

　何人かの生徒たちが、その道から本道へと合流してきた。その生徒たちの中にぼくの幼なじみの姿はなかった。

　あと、十歩──よし、決めた。

　もし、今日ひなちゃんに出会えたらさりげなく訊きこう。あれれ、昨日志賀といたよね？　なんてさらりと訊けば向こうもあっさり答えてくれるかもしれない。そしたらひなちゃんが、あはは実は数学でどうしてもわかんないとこあってさ、なんて答えて、なんだ、安心したよ、あ、そこぼくもよくわかんなかったんだ、とか言うと、じゃあ一緒に勉強しよっか、なんてなって久しぶりにひなちゃんの家に行ったりして、ひなちゃんの家はお母さんとふたり暮らしだけどお母さん遅おそいからふたりきりになって、ひなちゃんはＴシャツに着き替がえたりしてふたりでひとつの教科書を……

　──あ。

　気がついたら、スポーツ用品店を通り過ぎてしまっていた。最近、妄もう想そうが激しいな、ぼく、と振ふり返ると、そこには──

　すらり、とした容姿。凜りんとした眼光。

　無愛想な顔つきでぼくを見つめる、吉よし住ずみ怜れいがいた。




「……吉住」

「佐倉」

「…………」

「…………」

　よお、でも、おはよう、でもなく。

　ぼくらは、ただ黙だまってどこか気まずく互たがいの足をそのまま大度城学園へと向けた。吉住は鞄かばんを肩かたに背負うように引っかけ、黙って先の道を睨にらみつけるように歩いていた。

　ぼくも横を歩きつつ、ただ前方のつづら坂の入り口を見つめている。

「…………」

「…………」

　ていうか、いっそ先行くと駆かけ出したいくらいの微び妙みような沈ちん黙もく。

　耐たえかねたぼくから話しかけてみた。

「……今日、数式訓練って話聞いた？」

「聞いた」

　吉住は短く応こたえる。

「行く？」

「行くわけないだろ」

「……だよね」

　会話終しゆう了りよう。

　話が弾はずまないったらありゃしない。

　ぼくらが前を行く女子生徒の一群を抜き去った際、女子たちの好意の視線が吉住に向けられているのが感じられた。背後でさわさわと何か話している。吉住はまるで気にしていないようだった。

　無愛想の権ごん化げ──吉住怜。

　だいたいあんな事件さえなければ、ぼくの性格上、大度城学園の誰だれもが知るこのスペシャルな生徒と話すことはなかったんじゃないか。

　長めの前髪は自然なウェーブを描えがき、鋭するどく澄すんだ瞳ひとみにかかる。精せい悍かんさと幼さの絶ぜつ妙みようなブレンドを醸かもし出す頰ほおの輪りん郭かくは鋭えい角かくで、唇くちびるはいつも引き結ばれている。おまけに長身で肩かた幅はばも広い。スポーツ全ぜん般ぱんを普ふ通つう以上にこなす。

　容姿端たん麗れい、文武両道にして──傲ごう岸がん不ふ遜そん。それが吉住怜というこのクラスメートの学園全体に共通する評価だった。何に興味があるのか、何に感情を動かされるのかさっぱりわからないけど、この江え戸ど時代から続く武道の名家の嫡ちやく男なんは、いくらクラスメートとはいえ、ぼくごときがこうやって一いつ緒しよに歩いていること自体が間違いだった。

　そもそもぼくは孤こ立りつしていたし、吉住は孤高だった。

　ぼくには友人がいないし、吉住は友人を作らなかった。

　似ているけど、決定的に違う。

　だけど──そんなぼくらが運命的に共有する、とある哀かなしき特とく徴ちよう。

　ひとたび界層に異常が起きれば、ぼくはどうしたってチェリーで、吉住はどうしようもなくバイオレットなのだった。

「佐倉」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、隣となりを見た。

　ぼくより頭いっこ上にある吉住の鋭い視線がこちらを見ている。

「なに？」

「…………」

　佐倉、なんて呼んだくせに、吉住はその後話を進めるでもなく、また視線を前方に向けてしまった。

　……なんなんだ。

　すると、わざとらしくひとつ咳せき払ばらいして吉住は言った。

「……おまえ──チェリー、だよな」

「…………」

　──いや、ちょっと。脇わきの下にやな汗あせかいた。

　朝から、そんなこと確かく認にんしてどうしようというのか。ていうか改めて言われて気がついたけど、ひょっとして〝チェリー〟という単語ってめちゃくちゃ恥はずかしくないか？　とりあえずこのシチュエーションがめちゃくちゃ気持ち悪い。嫌いやすぎる。

「な、なんだよ、いきなり」

「……いや」

「言いたいことあるなら、言ってよ」

「──確認しただけだろ」

「確認する意味を教えてよ」

「…………」

　再び、吉住がなぜか口元を押さえて黙だまりこくったその時、後ろからどん、とどつかれ、ぼくはたたらを踏ふむ。

「よお」

　振ふり向くと、ふわふわの髪かみにいけすかない目つきの小こ柄がらな身体からだ。

　万年引きこもり状態にあるはずの、マリーこと森井透とおるだった。

　朝から──少年魔ま法ほう少女そろい踏み。

　吉住はちら、と森井を見ただけだった。仕方なくぼくが応える。

「今日は登校？」

「そりゃあ来ないわけにいかないだろ」

　森井は珍めずらしく上じよう機き嫌げんで、スカスカの鞄を肩にかけながら言う。

「昨日あずさから電話かかってきてよ。オペラを外す方法がわかったから明日は必ず登校しろって。うはは、何が起きたのか知らないけど、やっとこの悪夢が終わるんだな！」

　その森井の嬉うれしそうなセリフに、吉住はため息をつくと言った。

「おまえ馬鹿じゃないのか」

「は？」

「騙だまされたんだよ」

　ぼくも言う。

「……騙され……？」

　固まる森井に吉住が冷たく言い放った。

「そんなに簡単に刻こく時じ機き構こうがおれたちを解放するわけがないだろ」

「訓練だってさ」

　ぼくがため息混じりに言うと、森井の色白の顔がみるみる赤く染まる。

「訓練……？　あ、あ、あ、あのアマっっ！」

　その後、ひとしきり森井は聞くに堪たえないあずささんに対する罵ば詈り雑言を喚わめきまくると、じゃあな、と踵きびすを返したけど──ぼいん、と何かにぶつかり跳はね返ってきた。その場に尻しり餅もちをつく。

「いってぇ……？」

　何してんだ、と振り返ると、そこには──なんていうか。

　豊ほう艶えん優美、八はち面めん玲れい瓏ろう。つまりモデル並のスタイルをした綺き麗れいな女性が立っていた。

　ダークグレーのスーツに、白いシャツ。

　髪を背後で結び、理知的な眼鏡めがねをかけ、唯ゆい一いつ赤いつややかな唇がくすり、と笑った。

「ごめんごめん、大だい丈じよう夫ぶかな？　大度城学園の生徒さん、だよね？」

「そ、そうだけど」

　森井の掠かすれがちな返答に、彼女の眼鏡の奥の大きな瞳ひとみが面おも白しろそうに光った。

「あ～いいなっ若いなっ！　ぴちぴちだねっ！」

「…………」

「…………」

　……なんなんだ、この人？

　啞あ然ぜんとするぼくらを前に、その見事な曲線美を描えがく綺麗な女性はけらけらと笑ってみせた。眼鏡をかけた大人の女性で、言うこともあずささんに似ているけど──その雰ふん囲い気きは対極的に違ちがう。あずささんがおどけてても、どこかクールな印象があるのに対し、この人は周りを巻き込む熱さがある。

「十三……十四くらい？　げーすごいよなあ。チェリーボーイなんておねーさん、ドキドキしちゃう♥」

「……は？」

「あっはっは、みんなチェリーボーイだよね？　え、まさか違うとか。いやまさかね！　そこまで進んでいたらちょっと興ざめだけど、いや最近のコたちは進んでるっていうから油断出来ないか？」

「あの……なんなんですか？　あなたは」

　ぼくが訊きくと、謎なぞの女性は、ふふふん、と形良く突つき出た胸をさらにそらした。

「まあまあ、少年たち。無知を恐おそれるな」

　女性はぼくらをぐるっと見回した後、眼鏡をくいっと上げてみせ、にかり、と笑う。

「迷わず行けよ。行けばわかるさ☆」

　そして二本指をすちゃっとかざすと、彼女は颯さつ爽そうと学校方向へと去っていった。
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　ぼう然と、その背中を見送った後。

　森井がぽつり、と言った。

「いまのセリフ……猪いの木きだよな？」

「一いつ休きゆうさんじゃないの？」とぼく。

「清きよ沢さわ哲てつ夫おだ」と吉住が呆あきれたように言う。

「なんにしても」

　妙みように重々しく森井が言ったセリフ。

「……八十八のＥカップということは間違いないな」




「馬鹿の決定的な馬鹿たる要素はね、ずばり自分が馬鹿だと思っていないことに尽つきる」

　教きよう卓たくの向こうで、その教育実習生は誇ほこらしげに大きな胸を張った。

　何が言いたいのかさっぱりなのに、この聴きかせる能力──教室は静まり返った。

「本当の馬鹿は、実は自分こそが馬鹿だと気がつかないで、世の中を馬鹿にする。他人を馬鹿にする。すべてを馬鹿にする」

　自然なウェーブのかかった栗くり色いろの髪かみを背後でまとめ、いたずらっぽい瞳を輝かがやかせた彼女は、あっけにとられるぼくらを見み渡わたし、うふふ、と微笑ほほえんだ。

「だけどね。自分を青いなー。青いっ！　て省かえりみることが出来る人──それは馬鹿とは呼ばない。それは人間よ」

　誰だれもがぼう然としていた。

　しわぶきひとつない、三十数名の中学二年生。

　担任の大おお橋はし《ゴーレム》大だい吾ごがぎろり、と睨にらんだところでここまで静まり返ることはない。と、そこで「あのう」と小さな声がした。

　教室の後ろ──吉住と同じく学級委員である飯いい山やま徳のり子こさん。クラスの女子たちの圧あつ倒とう的な推すい薦せんで無理やり学級委員をさせられている吉住が当然のように仕事をしないので、クラスのもめ事を一身に背負わされた不幸な女の子。その彼女がおずおずと手を挙げていた。

「……あのう、夕ゆう凪なぎ先生」

「はいっ」

　夕凪さんは、凜り々りしく返事をしたものだった。

「そのお話……英文法の授業に関係があるのでしょうか」

　そう。いまは英文法の時間なのだった。

　何かとんでもないことが起きていると思っているうちに、英語の時間だということをすっかり忘れてしまっていた。

「あっはっは！　するどいっ！　キミするどいなー。ないね。これっぽっちも関係なんてなかったね！　いやまあたしかに英文法グラマーじゃないけどさ」

　きらり、と光る目。新人教育実習生、夕凪やよいは言ってのけた。

「あたしがグラマーだから」

「…………」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後──クラス一の女の子好き、土つち屋や耕こう介すけが高々と口笛を鳴らし、釣つられてクラス中が爆ばく笑しようの渦うずに包まれた。

「……あっはっは！　なんてね。なんちゃってー」

　どうやら、しゃれのつもりらしかった。

　今朝、ぼくと吉住と森井が登校途と中ちゆうで出会った謎の熱血女性──夕凪やよいさんは本日から勤務の教育実習生だった。英文法の授業を担当し、担当教官である〝鉄の処女〟と呼ばれる小お浜はま鈴すず世よ（四十歳）が所用で教室から出ていくなり、授業は見事なカーヴを描えがいて脱だつ線せんしまくった。

「それでは──改めて」

　コホン、と夕凪さんはひとつ咳せき払ばらいして、

「いまから教える英文をまるごと暗記！　なぜならこいつは大学受験まで使える、品詞構文の優すぐれものっ」

　クラスがざわめき、真面まじ目めな生徒たちはバタバタとノートを広げ、ペンを手に取った。みな耳を澄すます。

「All tourists cherish an illusion of which no amount of experience can ever completely cure them.」

　夕凪さんは、流りゆう麗れいな発音でそうすらすらと読み上げると、にこりと笑った。

「意味は……〝すべての旅人はいかなる経験をもってしても完全にぬぐい去れない夢を胸に抱いだき続ける〟です。が、そんな直訳的な意味はどうでもよろしい」

　そこまで一気に喋しやべり、夕凪さんはぼくらをにまり、と見み据すえる。

「つまりね──」

　また、何かが始まる予感がした。

「皆みなどでかい夢を持ちなさいってことよっ！　中学生ったって辛つらいことがいっぱいあるんだろうけど、人生はなんだかんだ言っても弱肉強食だけど、強くなったら強くなった分だけ好きに生きられるのよっ！　どうせぬぐい去れない夢なら死に物もの狂ぐるいで叶かなえちゃいなっっ！」

　うきゃーっ♪　と桃ももちゃんが飛び跳はね、それを合図にクラス中がとんでもない盛り上がりを見せていた。ひなちゃんもげらげら笑っていたし、椅い子すから転げ落ちているやつまでいた。そこかしこで口笛が鳴り響ひびいている。

　ぼくはといえば頰ほお杖づえをついたまま、感心するのみだった。とりあえずこの人面おも白しろすぎる。

　が、次の瞬間、どーもどーもなんて手を振ふっていた夕凪さんに向けて、教室入り口から声がかかった。

「あの……もうすこし静かに授業をしてもらえますかね？」

　入り口にいつの間にか、数学教師、志し賀が雅まさ彦ひこが立っていた。昨日、なぜか校舎裏でひなちゃんと待ち合わせしていたあいつ。長めの髪をさわやかに流し、あいかわらずのスマートな出いで立たち。マイルドに夕凪さんに笑いかけていた。

「隣となりで授業していて、ちと困りますね」

　夕凪さんはたちまち大おお慌あわてで謝った。

「ごめんなさいっ！　ついつい張り切りすぎちゃったみたいで……あっ新人の夕凪やよいです！」

「聞いてますよ、だから優やさしく注意に来てる」

　志賀は気き障ざな物もの腰ごしで新人実習生の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

　……往々にして、気障男というのは、馴なれ馴れしい。

　ひなちゃんのこともあって、ぼくは苦々しく頰杖ついていたけど、夕凪やよいさんはさらにうわてだった。好意に跨またがって行き先まで指示する性格らしい。つつい、と志賀に近寄る。

「わあ♥　志賀先生って優しいうえに、ん～とってもいい匂においがしますね☆」

　くんくんと鼻を動かし、軽くのけぞる志賀の首もとまで顔を近づけた。

「これ、フルール・ド・フルールですね」

「いえ、ダンヒルですが」

「あ……そーですよねっ！　あはは。男の人がニナリッチ使うわきゃないか？　こりゃまた失礼っ」

「あはは、面白い人だな」

　なんて志賀が愛あい想そよく応こたえていると、

「いいかげんにしてください！」

　どかん、ともうひとり女の子が入ってきた。

　教室中がその子を見る。

「ら、蘭らん丸まるくん」

　志賀がうろたえたように、そう呼んだその生徒は──

　強い眼まな差ざし、挑ちよう戦せん的な唇くちびるが醸かもし出す氷の美び貌ぼう。肩にかかる黒くろ髪かみは軽く内側にくるりんと巻いてる。たしか──二年二組学級委員、蘭丸あかね。

「先生、注意しに行って丸め込まれてどーすんですかっ！　あたしたちは二年からしっかり授業受けていないと高校受験に間に合わないんですっ」

　蘭丸はそう唾つばを飛ばして志賀に食ってかかった。それから、すらりとした肢し体たいをのびやかに反らせ、軽く腕うで組ぐみして、こちらを睨にらみつける。ぼくらの教室全体を。その瞬間、ぼくは彼女と目が合ってしまった。

「浮うわついた三組が落ちこぼれるのは勝手だけど……二組まで巻き添ぞえにしないでほしいんですよね」

　[image: 迸]ほとばしる威い圧あつ感。

　燃えたぎる使命感。

　たまにこういう子がいる。生まれついて指導的立場に立つ資質をもつ生徒。蘭丸あかねは、次期生徒会長に立候補するという噂うわさだし、弓きゆう道どう部に所属する成績優ゆう秀しゆうな女生徒だった。真面目でその整った容姿──デレは見たことないけどツンとした姿勢──にファンも多いんだぜ、と耕介が話していたのを思い出した。

　だけど、[image: 迸]る正義感の塊かたまりといえばぼくのクラスにもひとりいる。

「三組は落ちこぼれって言いたいの？」

　どん、と机が勢い良く叩かれ対たい抗こうしたのは、ぼくの真後ろの席──水野ひなた。

「三組は三組でちゃんとやってるよ、なんなのあなた？」

　ふ、と蘭丸あかねはひなちゃんと目を合わせた。

「あたしは、浮ついた、って言ったでしょ？　参戦してくるなら言葉をよく聞きなさいよ」

「その見下ろしセリフめちゃむかつくんだけど」

「あなた、水野ひなたさんだよね？」

　蘭丸あかねは、鋭するどくひなちゃんを見返して言った。

「あなたちょっと鼻につくよね、最近」
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　そのセリフにひなちゃんは顔を赤くした。

「鼻につくって……ひどいっそんなの人前で言うことないじゃんっ！　あたしちゃんとお風ふ呂ろ入ってるし！」

　──いや、ひなちゃん鼻につくってそういう意味じゃないと思うのだけど。

　ぼくは言おうかどうか迷ったけど、やめておいた。たぶん蹴け散ちらされるだけだから。

　あはは、とあかねは笑った。

「ほら、馬鹿まるだし。最近、男子にちやほやされてるからって調子に乗らない方がいいよ。あなたの薄うすっぺらさなんて、あたしはすぐに明らかに出来るから」

「あ、あ、あったま来たっ！」

　なんて、そんなふたりのやりとりを見ながらもぼくは思う。

　確かに蘭丸あかねの評判は、誰だれもが非の打ち所のないものだった。

　親はＰＴＡの役員をしていて、教師たちも彼女が正論をかざすかぎり何も言えない。だけど、そんな彼女が今日は、何か妙みようにひなちゃんに絡からんでいるような気がした。

「ほら、蘭丸くん、あとは先生が言うから教室に戻もどって──」

「あたし怒おこっているんです」

　蘭丸は志賀のとりなしも、一いつ蹴しゆうする。

「だいたいいつも三組はうるさいんです。自習なんかになると、特にひどいし。これから受験控ひかえての大切な時期なのに、先生たち結局何もしてくれないじゃないですかっ！」

　その蘭丸の言葉に「そうだそうだ」と新たな生徒たちまで乱入してきた。

　君たちは──と志賀が言いかけると、そいつらはすかさず自己紹しよう介かい。

「鈴すず木きです」

「佐さ藤とうです」

「高たか橋はしですっ」

　二組の秀しゆう才さい連中だった。みなどこか白い顔に神経質そうな眉まゆをしている。いやぼくの偏へん見けんだろうけど。

「蘭丸さんの言う通りです。僕らも三組にはいつも迷めい惑わくしています」

「三組の体育の後の体育館はボールとかそのままだし」

「三組が掃そう除じ担当の三階の踊おどり場いつも汚きたないし」

「この際、二度とこういうことがないようきつく注意してほしいんです」

　背が高い男子と、やせてる男子と、小こ柄がらな女子──誰が誰だったかもう忘れたけど、日本三大名字の秀才たちは、ぐるっと蘭丸あかねを取り巻いた。

　その様子は──なんていうかアイドル歌手と親衛隊……いや水み戸と光みつ圀くにに付ふ随ずいする佐さ々さ木き某ぼうと渥あつ美み某か。なんか小柄な女の子はうっかり付き合わされているようなところも、うっかり八某を彷ほう彿ふつさせる。

　蘭丸あかねは、すっかり吞のまれた感のある二年三組をぐるっと睥へい睨げいすると、ふと教室の一角に目を留めた。その視線の先には我らが学級委員がいる。すなわち、吉住怜。

「吉住くん。あなたがいながら何なのかしら、このクラス」

「…………」

　吉住は面めん倒どうくさそうに顔をあげた。

「学級委員なら、実習生の暴走くらい止めなさいよ」

「もう飯山が止めたよ」

「飯山さんが？」

　きっと蘭丸が、もうひとりの学級委員、飯山徳子さんを見る。飯山さんはおどおどと、はい一応、なんて応こたえていた。

「それでもうるさいんだ？　は、実習生のくせに」

　そう嫌いやみ口調で、どぎまぎする夕凪さんに蘭丸あかねが詰つめ寄ったその時──

「おまえが一番うるさいと思うけど」

　吉住がぼそっとそう言った。

　一いつ瞬しゆん、教室内の空気が凍こおる。

「まあまあまあ、蘭丸くんも、吉住くんも」

　志賀が明るく割って入った。

「ほら、夕凪先生もまだ授業に慣れていないところだから。気をつけるって言ってくれているんだから、ね」

「ホント、ごめんなさ～い……」

　夕凪さんが先ほどまでの勢いもどこへやら。肩かたを落として小さくなっていると、

「いったい何の騒さわぎですの？」

　パンパンパン、と手の叩たたかれる音が聞こえる。鉄の処女、小浜鈴世先生のご帰き還かんだった。

　その冷ややかな声に、夕凪さんが直立不動となり、志賀も心持ち背筋を伸のばした。夕凪さんの指導教官に任命されたのはナイス人選なのかもしれない。

　まあその騒ぎはそれで済んだのだけど……使命感溢あふれる隣となりのクラスの女王様と、ぼくの後ろの席でべえ、と舌を出している正義感の塊かたまり、ひなちゃんとの間に凄せい絶ぜつなガン飛ばしがあったことにまでは気がつかなかった。




　　　　三




「おい、どーする？」

　授業終しゆう了りようの鐘かねが鳴り響ひびく中、森もり井い透とおるがちらちらと教室の外を見ながら、ぼくの席まで来た。ぼくも森井のその視線の先を見ると──

　ありえない。教室の外、廊ろう下かにあずささんが立っている。おつかれー気をつけて帰んのよー、なんて生徒たちとにこにこ会話を交かわしながら腕うで組ぐみしていた。

「あいつ、ボクらを逃にがさないつもりじゃねーか？」

　そりゃそうだろう。森井家に電話までして呼び寄せたのだ。気合いが違ちがう。

　ふと、あずささんと目が合った。

　にんまり、と笑われる。

　背筋がぞっとした。魔ま女じよだ。魔女がいる。

「とにかく……このまま数式訓練なんて受けさせられたら、なし崩くずし的にずっと恋天使ラブエルをやらされるような気がする」

　ぼくのコメントに「逃げるしかねえよな」と森井も応じた。

　そう。問題はどうやって逃げるか、だった。

　教室の出口はふたつ。だけど階段に近い方の出口前に、あの養護教きよう諭ゆが待ちかまえている。もうひとつの出口から出ても廊下で捕つかまるだけだった。

「吉よし住ずみはどうするんだろう？」

　見ると、吉よし住ずみ怜れいはいつもと同じように淡たん々たんと鞄かばんに教科書類を詰めると黙だまって立ち上がった。そのまま出口に向かう。

「あいつ、正面突とつ破ぱかよ」

　森井の心配通り、教室の出口のところで、吉住はあずささんに行く手を遮さえぎられた。

「わかってるよね？　怜ちゃん」

　なんて、うふふ、と笑うあずささん。さて、吉住はどう答えるつもりなのか。

「どいてください」

「どくけど、ついてきてね」

「断ります」

「そういうわけにはいかないんだなあ」

　そんなやりとりが繰くり広げられている間に、ぼくは忙せわしく考えた。

　四階建ての本校舎の三階がぼくら二年生の階だった。つまり、窓から脱だつ出しゆつというのは、非現実的すぎる。ということは、何とかして廊下を経由しないとならない。

「おい」

　森井がぼくの耳元で囁ささやいた。

「確か、あずさがいるのと逆の方角、廊下の奥に非常階段なかったか？」

「あった」

「あそこまで走るしかねーだろ」

　ぼくと森井は、鞄を手に取ると何気なく吉住とあずささんのいる方とは逆の出口に向かった。他ほかの生徒たちに交じり、そっと教室を出る。

「あ、こらっ！」

　背中にあずささんの声がかかるのと同時に──ぼくと森井は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　二組の生徒たちが群がる廊下を縫ぬうように走り抜ぬける。きゃっと女子たちが慌あわてて避よける中、全力疾しつ走そう。そのまま二組教室前を通過。

　本格的な魔ま法ほう少女への成長とやらは断固お断りだった。一組の教室前をさらに通過して──あった。非常階段入り口。その下の鉄の扉とびらの把手とつてに手をかけた。鍵かぎを回して開け放つ。

「森井、開いた──！」

　振ふり向くと、森井がいない。

　──あれ？

　廊下の途と中ちゆうで、あずささんに組み伏ふせられている森井がいた。

「こらこらこら～悪さしてぇ☆　くすぐりの刑けいだ、うりゃ！」

「うひーゃひゃひゃひゃっ……ひ……やめ……やめろっ！」

　あずささんは片手で、上着がめくれるほど吉住の袖そでをつかみつつ、森井の上にどかりと乗っかっていた。子供を攫さらう鬼き子し母ぼ神じんのようだった。

「この……くそ女っ……てめぇっ……憶おぼえてろっ……」

　声こそ嫌いやがってるけど、あずささんの股またの間に挟はさまれた森井はどこか幸せそうにも見えるのは気のせいだろうか。

　放ほうって逃げるべきか。森井の「助けろ裏切り者～っ！」という声に迷っていたその時。

「こっち」

　不意にぼくの手が誰だれかに引かれた。




　校舎の非常階段を降りると、そこは部室棟とう前に出る。

　辺りは、これから部活に向かう生徒たちの活気で満ちていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言ってぼくの手を放すと、にっこり笑ったのは意外や意外──

　二年二組学級委員、蘭らん丸まるあかねだった。

「どうして？」

　ぼくが訊きくと、蘭丸は、さあ？　と首をかしげてみせた。

「真しん剣けんに逃にげているように見えたから」

「…………」

　ホント意外だ。彼女はどちらかというと教師寄りの生徒だと思っていた。

「何で逃げてたの、とか訊かないから安心して」

　彼女は髪かみを耳の後ろに指でかけるとそうすまして言った。

　ありがとう、と応こたえ、あと何を話したらよいのかわからずただ横を歩いていると、

「……ちょっとびっくりした」

　蘭丸あかねは上うわ目め遣づかいでぼくを見た。

「佐さ倉くらくんって醒さめてるっていうか、誰からも距きよ離り取っててああいうドタバタとか無む縁えんだと思ってたから」

　……たしかに。あの妙みような養護教諭のせいで、ぼくの生活は乱されまくってる。

「でも、どうしてぼくのことを知ってるの？」

「君だってあたしのこと知ってるでしょ？」

「そりゃあ……蘭丸さんは有名人だから」

「あはは。何にでも口を突つっ込むかわいげのない女の子として、でしょ？」

　まあさっきまでたしかにそんな印象だったけど。

　いまの彼女にさっき教室でまくし立てていた激しさはない。ていうか、黙っていれば普ふ通つうにかわいい子な気がする。

「あたしはね、君のことはよく知ってるよ。水みず野のひなたの幼なじみさんでしょ？」

「そうだね」

　と応えつつも……なるほど。ひなちゃんの付属物としての認にん識しきなのか。

　ひとり納なつ得とくしていると、蘭丸はぽつり、と言った。

「みんな、水野ひなたのどこがいいんだろ？」

「は？」

「あたしは苦手だな──ポジティブって疲つかれない？」

　……なんか意見が合うな、この子。

　そう、疲れる。愛などというものを連呼されると特に。まあ、それはひなちゃんというよりチェリーのことなのだけど。

「いいところに連れていってあげるよ」

　そう言うと、蘭丸は先に立って歩き出した。

「どこに行くの？」

　ぼくが尋たずねると、彼女は髪を翻ひるがえし振り返る。そして、無む邪じや気きに、ありふれたことであるかのように、とんでもないことを言ってのけた。

「ひとりの教師を弾だん劾がいするの。女子生徒に手を出した罪で」




　先を歩く彼女の背中を見ながら──ぼくは彼女の言葉を何回も頭の中で繰くり返していた。

　女子生徒に手を出した教師を弾劾する？

　それって──

　蘭丸あかねは手を後ろに組みながら、鼻歌まじりに歩き続ける。帰らなきゃ、と思いつつも、なぜかぼくは彼女について歩き続けていた。

　その道は、本校舎裏へと続いている。

　そして、そこは、昨日ひなちゃんと数学教師志し賀がが待ち合わせていた場所だった。

「こっち」

　そう言って蘭丸はぼくの手を引くと〝雌めす狼おおかみの池〟の裏手にあたる茂しげみの中に身を潜ひそめてみせ、ぼくもそこにしゃがまされた。

「すこしここで待つから」

　そこはそんなに広い場所じゃない。蘭丸の息いき遣づかいがすぐそこで聞こえる。

「あの……」

「……しっ」

　鋭するどく制される。

　蘭丸の視線の先を見ると、志賀雅まさ彦ひこが昨日と同じように現れた。

　女子生徒に手を出した教師って……まさか。

　ぼくが蘭丸を見ると、彼女は唇くちびるに指をあてたまま、潜め声で言った。

「五年前にもあったんだよね。志賀と生徒の恋れん愛あいの噂うわさ。あいつはすぐ女子生徒に手を出すって噂で有名なの」

　小さく話すその蘭丸の言葉は、だけど実際以上の大きさでぼくの耳に突き刺ささる。

「……ウワサは聞いてたけど、本当なの？」

　ぼくのかすれた声に、くすり、と蘭丸は笑った。

「意外と純じゆん粋すいなんだね、佐倉くん。現げん役えき教師の不ふ祥しよう事じがどれだけあると思ってるの？　教師だって人間で普通の男でしかなくて、欲望も持っているし悪い誘ゆう惑わくにも負けるんだよ」

　いや……それはそうだけど。

「女の子はなんとなくわかるんだよね。あ、この人──」

　蘭丸はぼくの心の奥まで見み透すかすように、言った。

「水野ひなたを狙ねらっているな、とか」

　まさか。

「間ま違ちがいないよ」

「でも……志賀はともかく、ひなちゃんが志賀を好きとは限らないだろ」

　そうぼくが反論すると、

「……いえ、我々の調査ではここ一週間ほどの間、ふたりの距きよ離りは急速に接近しています」

　突とつ然ぜん割って入ったその声に、ぎょっとして振ふり返ると──いつの間にかぼくの背後にぴったりと、あの蘭丸の取り巻き連中がいた。

「君ら、いつ……」

「鈴すず木きです」

「佐さ藤とうです」

「高たか橋はしですっ」

　背が高い奴やつと、瘦やせている奴と、小こ柄がらな女の子が一いつ斉せいに言った。

　……ていうか、狭せますぎだろ。

　ぎゅうぎゅうの茂みの中で佐藤という瘦やせた生徒が、フフフと眼鏡めがねを上げた。

「我々の調査によると、水野ひなたから積極的に志賀雅彦に接近しています」

　蘭丸は、ほうらね、と笑う。

「まあ志賀の方から思わせぶりなこと言われたのかもしれないけど。男子に告白とかよくされる子って調子に乗るからさ。よりいい男を求めて動いたりするんだよね──」

「あのさ」

　ぼくは蘭丸の言葉を遮さえぎった。

「蘭丸さんはどうしてそこまでひなちゃんを目の敵かたきにするんだろう？」

　天真爛らん漫まん、明朗快活。

　正義を愛し、不条理を憎にくむ水野ひなたはたしかに、ポジティブそのものだ。

　だけど──

　四歳より前の記き憶おくが無く、心に白い闇やみを抱かかえるこのぼくが、ひなちゃんだけに心を開けるその理由は──それは、一見、ポジティブに見える彼女の瞳ひとみの奥に、時折ぞっとするほど暗いものを感じることがあるからだった。

　ふとした時にひなちゃんが見せる瞳の奥の揺ゆらぎ──それは彼女自身の強い意思によって瞬しゆん時じに封ふうじ込められるけど、底知れぬ暗い色を帯びていて、怖こわくなるほど深遠だった。痛みを知る者こそが、人に優やさしくなれる。そういうことじゃないのか。そういう彼女だからこそ、ぼくの闇にも目が行くのかもしれないし、傷ついた人を瞬時に見み抜ぬいてしまう特性があるのじゃないか。

「目の敵……か」

　蘭丸あかねは、ちょっと肩かたをすくめてみせた。

　蘭丸の視線の先で、志賀がベンチに深く腰こしかけ脚あしを組んでいた。軽く口笛なんか吹ふいている。

　そりゃあ、ひなちゃんが誰を好きになろうと勝手だけど──志賀がひなちゃんにふさわしいとはどうしても思えない。

　あ、こら、と蘭丸の声を背に、ぼくは茂みから飛び出していた。




「あれ……君は」

　突然、茂しげみから出てきたぼくに驚おどろいた様子で、志賀はぼくを見た。

　ぼくも志賀を見つめ返す。その視線には多少の敵意が込こめられてしまったかもしれない。

　しゃれたスーツに、自然なウェーブを描えがく長めの髪かみ。

　左手をポケットに入れ、落ち着いた物腰で、志賀雅彦はただぼくを見つめていた。たしかに大人の魅み力りよくってやつだ。ぼくなんかじゃ太刀たち打ち出来ないくらいのフェロモンを醸かもし出している。

「佐倉……恭きよう一いちくん、だったよね」

　志賀はそう気安く話しかけてきた。この人は女子だろうが男子だろうが、とりあえずフレンドリー。

「座らないかい？」

　志賀は上着を整え、ベンチの端はしに寄ってくれた。

「…………」

　いや座っている場合じゃないのだけど。あいかわらず自分の言いたいことをまとめるのに時間がかかるぼくとしてはありがたく座らせてもらう。

「君、時々俺の授業いないだろ？」

　──う。

　出だしからジャブを食くらってしまった。

「まあ、わかるけどね。俺もよく授業をさぼったりしてたから」

　そう言って面おも白しろそうにぼくを見るその志賀の目つきは、初対面の頃ころからどこか苦手だった。わかるわかる、何もかもわかるよ、と考えなしに言われているようで、どこかむずがゆい。

「学校は楽しいかい？」

「楽しいです」

「苦手な友達とかいない？」

「みな仲いいです」

「好きな子とかいないのかな」

「…………」

　……この人はいったい何が言いたいのだろう？　矢や継つぎ早の質問攻こう撃げきにぼくは自分の言いたいことをまとめるヒマもない。

「いるのかな」

　そう言い継ぐと、志賀はにこり、と笑った。

「いません」

　ぼくが努めて淡たん々たんとそう答えると、

「……ふうん」

　彼はベンチの背もたれに、のけ反るように両りよう腕うでをのせた。

　そして、確定的に言う。

「──噓うそつくのに慣れないほうがいいな」

　ぼくは思わず、志賀の方を見た。

　あいかわらず、彼はにこにこと笑っていた。

「君はなんか似てるんだよね、昔の俺に。何もかもに違い和わ感を感じて生きているだろう？」

　その指し摘てきに、視点が歪ゆがむ。どこか遠近感が狂くるう思いがした。

「君は学校が好きだなんて思ったことはない。なんで教室にこんな服着て座っているのかがわからない。わからないから、君は時々早退する──違ちがうかい？」

「……違います」

　まずい。この人は、ずかずかとぼくの中に踏ふみ込んでくる。

「どうしてこんなつまらない授業をノートに写せるのか。その話のどこに面白みがあるのか。皆みなはどうして笑っているのか。あとどれくらい我が慢まんすればこの苦痛は終わるのか──キミはいつだってそう考えているはずさ」

「……どうしてそんなこと決めつけるんですか？」

　ぼくは志賀から、なるべく離はなれるように身体からだの位置をずらすとそう訊きいた。志賀のつけている香こう水すいの匂においが迫せまってくるようだった。

「ただ、わかるんだよ」

「そんなの決めつけ──」

「危険だよ」

　志賀は、目を細めた。

「いつか内部崩ほう壊かいを起こすぜ？　俺のようになる前に居場所を見つけなきゃな、佐倉」

「それで、志賀先生はひなちゃ……いや、水野さんを居場所に選んだわけですか」

「…………」

　今度は志賀が黙だまる番だった。

　が、志賀はしばらくぼけっとぼくの顔を見た後、ぷっと噴ふき出した。

「あはは……なるほどね。水野か」

「昨日、待ち合わせしていませんでしたか？　ここで。この時間」

「見てたんだ？」

「偶ぐう然ぜんですけど」

「はあ……」

　志賀は大げさにため息をついてみせた。

　それから奇き妙みようなことを言った。

「どうしてあの子に話しちゃったんだろうなあ……」

　……話した？

　ぼくがその言葉の意味を図はかりかねて志賀を見つめていると、

「恭一？」

　聞き覚えのある声がした。

　振ふり向くと、見慣れた笑え顔がおがそこにあった。

　いつものさらさらショートボブ。短めのスカートからすらりとした脚あしを覗のぞかせ、おす、と水野ひなたは、ぼくに微笑ほほえんでいた。

「何してんの、こんなとこで？」

「……そっちこそ」

　ぼくが言い返すと、

「え？　……いや……ん～説明が難しい」

　ひなちゃんは珍めずらしく目を泳がせる。ちらちらと志賀の方を見た。

　……なんだよ、それ。

　ぼくの不ふ審しん顔をスルーして、ひなちゃんは志賀に向かう。そして両手拝みで、遅おくれちゃってすみません、と謝った。

「別にいいさ」

　志賀は軽く笑って応こたえた。

　ぼくが機き嫌げん悪くふたりを見ていると、志賀はなぜかにやにやとする。ぼくの肩かたに馴なれ馴れしく手をかけてから、ひなちゃんに言った。

「水野。佐倉も一いつ緒しよにあの樹きに連れていこうか」

「え……だって……」

　ひなちゃんは志賀とぼくを交こう互ごに見やる。

「いいんですか？」

　ひなちゃんが訊き返すと、志賀は気き障ざに片目を瞑つぶってみせ、ぼくに言った。

「君も気が気でないだろ？」

　……なんか。とことん子供扱あつかいだ、ぼく。




　その大木は裏門から出てすぐのところにあった。

　バオバブの樹──

　最近では観葉植物としても有名だけど、『星の王子さま』でぼくは知った。

　天地創造の際、神様が逆さまに埋うめたという妙な謂いわれのある、放ほうっておくととんでもない大木になる植物。ケヤキやら銀杏いちようやらに混じってわからなかったけど、確かにこれはバオバブの樹だ。

「……で、これがどうしたの？」

　ぼくがひなちゃんに尋たずねると、ひなちゃんは志賀の方を窺うかがった。

「ホントにいいんですか？」

「どうせ水野に言っちゃったしな。いいよ」

　志賀はそう言うと、ぼくらに背を向け樹の幹までひとり近寄って行った。

　その様子を見守ったあと、ぼくがひなちゃんに引っ張られて、すこし志賀から離はなれたところで聞いた話。

　それは、ちょっと意外な話だった。




　大お度ど城き学がく園えん数学教師──志賀雅彦は、昔、恋こいをした。

　それはいまから五年前。志賀がこの学校に赴ふ任にんしてきた頃ころの話だった。

　相手は三年生の女子生徒だった。つまり、いわゆる禁じられた恋。

　当然、あっという間に学内で噂うわさになり、周囲の風当たりは強くなった。だけど、ふたりの互たがいに惹ひかれる力は強く、やがて将来を誓ちかい合うようになったのだという。卒業を待ち、彼女の十六歳の誕生日にふたりは結けつ婚こんをする予定だった。おおっぴらには出来ないが、楽しい日々が続いた。

　だけど、卒業間近のある日──彼女は突とつ然ぜん彼の人生から消えた。

　それは指輪とともに、正式なプロポーズをするはずの日だった。

　彼は大事な話がある、急いでいつものところに来てほしい、と彼女に電話で告げた。彼の感情を抑おさえた言葉に、高鳴る心を抑えられなかったのか、彼女は約束の場所に駆かけた。

　信号無視だった。ブレーキが間に合わなかったトラックに彼女は轢ひかれた。

　彼女の両親は彼を責め、学校が彼を責め、なにより彼自身が彼を責めた。

　どうして、その日に、その時間に、そんな電話をしてしまったのか。指輪など、手紙など──そう、彼は当日、彼女に対する想おもいの丈たけをうまく言葉に出来るか不安で手紙に綴つづっていたのだ。

　渡わたせなかったその手紙は……いつまでも彼の手元に残った。




「しばらく学校にも出て来れなかったんだって。退職願も書いたって。だけど、校長先生に説得されてぶざまにもここにいるって志賀先生言ってた」

「…………」

　ひなちゃんの話が終わっても、ぼくはしばらく言葉が返せなかった。

「……そんなの間ま違ちがってると思って。たまたま好きになった同士が先生と生徒だっただけじゃん」

　すこし離れたところにいる志賀の背中を見つめて、ひなちゃんは寂さびしそうに付け足した。

「それから着き飾かざるようになったらしいよ。前はやぼったくてその死んだ彼女さんに注意されたんだって笑ってた。いまごろ遅おそいよなって」

　ぼくは志賀を見た。

　隙すきがないほど身だしなみを整えた姿を見た。

「あれは、鎧よろいなんだよ」

「でもさ」

　ぼくは尋ねる。

「ひなちゃんはどうして志賀の昔の話なんか知ったの？」

　ひなちゃんは、ああ、と額の後おくれ毛を耳にかけた。

「亮りよう子こがね、志賀先生のファンで。ちょっと前にラブレター書いたらしいんだけど、読みもしないで捨てられたって泣いてたから……あたしが怒ど鳴なり込んだんだ。そしたら、志賀先生が教えてくれた。俺は教師だし、もう誰だれも好きになれないからって」

　それは──ひなちゃんの特性だった。

『どうしてあの子に話しちゃったんだろうなあ……』

　さっきの志賀のセリフ。

　ひなちゃんは、不思議と弱った人の匂においを嗅かぎつける。いや、弱った人間がひなちゃんを頼たよりにしてしまうと言ったらよいのか。そしてひなちゃんは、頼られればついつい猛もう烈れつに手助けをしてしまう特とく殊しゆ傾けい向こうの持ち主であるわけで──ぼくが突とつ発ぱつ的ネガティブ症しよう候こう群ぐんに襲おそわれた時、いつも戻もどってこい、と叱しかりつけてくれるのもこの子で、闇やみの淵ふちに目が向いた時、そらしてくれるのもこの子だった。志賀もきっとひなちゃんのその不思議な性質に無意識に惹かれたのだろうと思う。彼女の前に立つと、なんていうか自分の心の中のものを洗いざらい喋しやべりたくなってしまうのだ。

　──なるほど、そういうことか。

　だとすると、一週間ほど前からひなちゃんから志賀に近づいた、というあの蘭丸たちの情報と一いつ致ちする。ようやく納なつ得とく出来た。

　ひなちゃんはどこか悔くやしそうにそこにあった石を蹴けると、それからバオバブの樹を見上げる。

　それは見事な幹と枝ぶりだった。日の光を遮さえぎるほど、濃こい葉を空いっぱいに広げていた。

「この大きな樹にはね、あの世に繫つながっているっていう言い伝えがあるの」

「え？」

「誰が言い出したのか、いつからあるお話なのかわからない。だけど、手紙を書いて、この樹の根元に埋うめると、それが死んだ相手に届くんだって。そして一晩たって掘ほり起こせば、そこには相手からの返事があるって」

「それ、本当？」

　ぼくが訊きき返すと、ひなちゃんは小さく、うそ、と囁ささやいた。

「だってそうでもしないと、志賀先生ふっ切れないじゃん」

　なんでも、ひなちゃんは昨日志賀に無理やりもう一度死んだ彼女へのラブレターを書かせ、一いつ緒しよにこの樹の根元に埋めに行ったらしかった。どうやら昨日ぼくが見たふたりの姿はそれだった。

「だけどさ」

　ぼくは訊きいた。

「手紙埋めてまた掘り返したところで、同じ手紙が出てくるだけだよね？」

「そこは抜ぬかりないよ」

　ひなちゃんは片目を瞑つぶってみせた。

「昨日、その後あたしが掘り起こして、返事書いといたから」

「……は？」

「手紙嬉うれしかったです。だけど、あたしはもうこっちの世界で幸せになっていますから、あなたもそちらの世界で幸せをさがしてください☆」

「え……いや、それ、やりすぎじゃないの？」

「いいのっ！　そうでもしないといつまでも死んだ彼女さんが浮うかばれないよ。少なくともあたしが彼女ならそう思う」

　出た。ひなちゃんオリジナルの正義感がいかんなく発揮されていた。

「水野くん、ここだっけ？」

　ひそひそと話していた、ぼくとひなちゃんの方を振ふり返った志賀が、にやりと笑った。その笑え顔がおはいつものおどけた気き障ざな志賀雅彦だった。

「そうです」

　ひなちゃんは言うが早いか、志賀の元に駆かけ、持ってきていた小型のスコップを樹の根元に突つき刺さした。

「返事来ているといいですねー」

　そう、わざとらしいセリフを言いつつ、土を掘り返す。

　大の大人がこんなこと見抜けないものなのだろうか、なんてぼくは思うけど、これもひなちゃんらしいといえばひなちゃんらしい。温かく見守ることにした。

「あ……あった！」

　そう言うと、両手で土を払はらいのけ、ひなちゃんは手紙を取り出した。そして「あれぇ？」と声を上げる。

「封ふう筒とうが違ちがう……？」

　ひなちゃんちょっとわざとらしすぎないか、と冷や冷やしたけど、ここまで来たら仕方がない。合わせてあげることにした。

「ま……まさか」

　……いや演技力ないな、ぼく。

　だけど、そう言いつつ覗のぞいたひなちゃんの顔は、どこか青ざめているように見えた。

「ホントだ。俺が埋めた手紙と違うな」

　そう言うと、志賀はひなちゃんの手から封筒を受け取り、付いていた土を手で払いのける。そこには、確かに〝志賀雅彦さま〟と記されていた。

　そのまま無言で志賀は封を切った。中から綺き麗れいに折り畳たたまれた便せんを取り出す。手紙に目を落とした志賀は一いつ瞬しゆん、目を見開いた気がしたけど──やがて哀かなしげな目つきで笑い出した。

「これは……傑けつ作さくだ」

　ぼくとひなちゃんは顔を見合わせる。くつくつといつまでも志賀は笑っていた。

「ちょっと……見せてもらえますか」

　ひなちゃんが、その手紙を奪うばうように取ると、ぼくも一緒に手紙を覗き見た。そこには──ただ一行。

〝あなたを恨うらみます〟

　そう書かれていた。




　　　　四




　どこかで虫の鳴く声がしていた。いや、山鳥か？　わからないけど、この林の中が妙みようにうそ寒く感じられた。

　ぼくは蒼そう白はくな顔をしたまま手紙を握にぎりしめるひなちゃんに囁いた。

「……こんなこと書いた？」

　ひなちゃんは、ただふるふると首を振った。

　ていうことは、まさか。

「まさか……ホントに届くのかな、この樹き」

　そう言って、ひなちゃんはバオバブの樹を見上げた。

　いや……そんなことがあるはずがない。

　あの世に手紙が届くなんてありえない。

　樹を見つめるひなちゃんの瞳ひとみは自信なげに揺ゆらいでいた。ぼくも見る。木立の中に埋まい没ぼつするように、その巨きよ大だいな樹木は黒い影かげを落としている。

「まあさ、そういうことなんだよ」

　志し賀がが掠かすれた声で笑った。

「彼女は俺を恨んでいるってわけだ」

「そんなこと──」

　ひなちゃんが懸けん命めいに否定しようとしたその時。

「教師と生徒の禁じられた恋こい──五年前の噂うわさは本当だったんですね」

　背後から声がした。

　振り向いたぼくらの目に飛び込んできたその異様な姿。いや──異様な仮面。

　銀ののっぺりとした仮面をつけた大お度ど城き学がく園えんの制服を着た生徒が四人、そこに立ち尽つくしていた。制服から見るに、男二名、女二名──

　どこか重力の間違ったような立ち方で、ゆらりと進み出てくる。

「君らは──？」

「我らは裏生徒会・正義執しつ行こう機関〝白しろ銀がね〟。数学教師、志賀雅まさ彦ひこを弾だん劾がいしに来た」

　志賀の問いに、中央で腕うでを組む女子生徒がくぐもった声で言う。

　──弾劾？　あれ……？　それって……

「大度城学園中学三年生、仁に科しな絵え里り。そしてその恋の相手は大度城学園に赴ふ任にんしたばかりの新米数学教師、志賀雅彦。先生ですよね？」

　女生徒はそう、仮面の向こうから志賀に向けて言った。

　志賀はただ黙だまって見つめ返している。

「ちょ……あなたたち何者？　裏生徒会って……」

　ひなちゃんが口を挟はさんだけど、仮面の集団は無視して言葉を続けた。

「仁科絵里の卒業後──十六歳の誕生日にふたりは結けつ婚こんをする予定だった。けれど仁科さんは卒業することなく、交通事故で亡なくなった。ここまでは合っていますか、志賀先生？」

　そうか……

　ぼくは気がついた。これは蘭らん丸まるたちだ。たしか女子生徒に手を出した教師を弾劾する、と言っていた。だとすると──

　蘭丸たちがあの手紙を入れ替かえたのではないのか。

　あの世に届く手紙なんてない。昨日、志賀とひなちゃんを追ってこの樹の伝説を知った蘭丸たちは、手紙の返事を書いたひなちゃんがそれを仕込んだ後、再びここを訪おとずれて代わりにあの手紙を埋うめた。あの──〝恨うらみます〟とだけ書かれた手紙を。
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「──何の話かな？」

　志賀はポケットに手を突つっ込み、にやりと笑った。

「とぼけるんですか？　志賀先生」

　仮面の少女の声のトーンが落ちた。同時に少女の背後のやっぱり仮面をつけた男子生徒が前に出る。

「我々〝白銀〟の調査能力を甘く見てもらっては困りますね。あの日、あなたは婚約指輪とともにプロポーズをしようと彼女を呼び寄せた。気が急せいていたあなたは急いで来てほしいと彼女に伝えた。そして、あなたの言葉につい信号無視をしてしまった彼女は事故に遭あった──」

「…………」

　志賀は黙り込む。

「本当に指輪を渡わたすために彼女を急がせたんですか？」

　その言葉は、反はん響きようするはずがないのに、土の上でこだまする。

　ぼくが、ひなちゃんが、そして志賀が──いつの間にか白銀と名乗る集団の言葉にからめ捕とられていた。

　この裏生徒会に所属するという正義の集団……ホント容よう赦しやない。こんなのがうちの学園にいたということが驚おどろきだった。度を過ぎた正義感は実に迷めい惑わくだということは肌はだでわかってる。だけど──

　……どうしてこいつらは五年も前のことをここまで知っているのだろう？

　ぼくはそのことに疑問をもった。

　志賀自身がひなちゃんに話してしまったことをびっくりしていたあの様子からして、おいそれと他人に話している内容とは思えない。なのに、この連中はどこからこの話を知ったのだろう？

「あははは……」

　その笑いはぼくの背後からする。

　振ふり返ると、志賀が肩かたをすくめていた。

「オーケー。何が望みだ？　なんか取り引きしたいのか？　相談に乗ってやってもいいぜ？　つまんない噂広められるよりはましだからな」

　その言葉に、ひなちゃんが声を上げた。

「先生、取り引きなんてやめてください。間違ってるよ」

　くすくす、と抑おさえた笑いが聞こえた。

　仮面の集団からだった。

「ほらね。こういう教師はなんでも取り引きで片が付くと思っている。残念ですが──我々の要求はただひとつ。すぐさま学校を辞やめてください。あなたに教育という言葉はふさわしくない」

　だけど志賀は首を振る。

「残念だが、俺は俺が辞めたいと思うその日までここにいさせてもらう。かわいい子も多いしな。また恋こいのチャンスがあるかもしれない」

　その言葉に。

「ホント、下げ衆すだねあなた」

　中央の少女が進み出た。

「教師を志す人間的資質のカケラもない人だ。いいですか。あなたみたいな人がいるからこの国の教育水準が落ちる。公務員で、待たい遇ぐうがよく、休みもたっぷりあり、先生、先生とちやほやされ、いつの間にか自分がとんでもなく高こう尚しような人間になったかのような錯さつ覚かくを抱いだく。おまけに若い異性の花はな園ぞのだ。あなたにとっては寄生するにこのうえない空間ってわけだ」

「……なんだと」

　志賀が鼻白む様子に、くすくすと笑いながら少女は続ける。

「正直に言ったらどうですか？　本当は仁科絵里の存在が重荷になっていた、と」

　ひなちゃんが息を吞のみ、ぼくは耳を触さわった。ちょっと信じられない言動を目まの当たりにした時のぼくの癖くせ。

「あなたは、仁科絵里のもつ純じゆん粋すいさに惹ひかれ、埋まい没ぼつし、そして恐きよう怖ふした。死んでほっとしたはずさ。これで、俺は俺でいられる、と」

　少女の声は薄うす暗ぐらい林に響ひびき、そして志賀の心に響いた。ぼくもひなちゃんも動けずにいた。どうしてそこまで白銀と名乗るこいつらは断定出来るのか。その根こん拠きよはどこにあるのか。だが、志賀の沈ちん黙もくが何よりも雄ゆう弁べんにすべてを肯こう定ていしているようで──ぼくもひなちゃんも、ただ沈黙が支配するその時間が早く通り過ぎるのを待つだけだった。

　どこかで鳴く虫の声が止やんだその時──

「かわいかったさ」

　静せい寂じやくが破れる。

　志賀雅彦が虚うつろな表情で口を開いていた。

「俺をまっすぐに見つめてくることにびっくりした。ああ、この子はまだ汚きたないものを知らないんだな、と思った。生きていくためには汚よごれないといけないことがあるってことを、誰がこの子に教えるんだ、と心配になるほどまっすぐな瞳ひとみだった」

　志賀のその目はぼくらを見ているようで、誰も見ていないようで──

「だが、まさかな、俺がその子に影えい響きようされちまった。いつの間にか彼女ばかりを見るようになった。ああ、惚ほれたんだろうよ。俺は教師で彼女は生徒だというのに」

　志賀は誰に向けて話しているのか。

　それは言えなかった言葉。死んだ彼女に聞いてほしかったことではないのか。

　真実の扉とびらが開かれ、ぼくには志賀の心の重荷が下ろされていくように感じられた。

「一いつ緒しよにいると楽しかったよ。心が洗われていくようだった。だが、すぐに彼女といると、俺の生き方を変えないといけないことに気がついた。学校だってな、組織なんだ。いろいろある。笑いたくない時に笑わなきゃならんし、怒おこるべき時に怒れないことがある。そういうことが自然に出来た俺が変わっていった」

　志賀の整った顔立ちが歪ゆがんでいく。

「そんな聖者のような生き方で社会は成り立っていない。俺は彼女の悩なやみが理解出来るが、彼女が俺の苦く悩のうを理解するには幼すぎたんだ。俺はだんだんと彼女にいらだち始めた。高圧的な話し方になっていく自分が嫌いやだったよ。彼女はそんな俺をただ哀かなしげに見つめるだけだった。俺だって心では彼女の方が正しいと思っている。だけど、世の中は澱よどんでいる。彼女の話すこと、考えること、それはすべて理想論だ。あの日──指輪を買ったのは本当さ。だが手紙は……俺はずっと彼女に言えなかったことをすべて手紙に書いたんだ」

　……じゃあ、渡わたせなかった手紙というのは。

「恋こい文ぶみや愛の言葉が綴つづられていたんじゃない。彼女を非難する言葉でいっぱいだったんだ。彼女が彼女で在り続けるかぎり、俺が俺でいられない、と。おまえは教師としての俺しか見てないんじゃないか、と書いたんだ」

　志賀はそこまで一気に喋しやべると、その場に立ち尽つくした。

　ひなちゃんはただ口元を押さえていて、ぼくも動けなかった。

　ここがどこだか、どれだけ時間が流れたのかわからなくなるほどの沈黙の後。

「それが醜みにくい真実なわけですよ」

　中央の少女はそう冷たく言い放った。

「だからこそ、我々白銀は──あなたのような存在を断固拒きよ否ひする。弾だん劾がいする」

　……あ。

　──心のフィルター。

　不意にそのことに気がついた。

　この界層には〝蟲レウ〟というものがいる。圧あつ澱でん素そ子しの結けつ晶しよう体で、心のフィルターの隙すきを突つき、心の隙に憑つく。不意に心配になった。蟲レウはそこかしこに存在する。さっき志賀はぼくに言っていた。

『俺のようになる前に居場所をみつけなきゃな、佐さ倉くら』

　この人が実はいまだに居場所を見つけていないとしたら。

　ぼくと同じような自分嫌ぎらいな気質を持っているとしたら。

　これ以上やると、心のフィルターが破けてしまうのではないか。心に蟲レウが憑いてしまうのではないか。

「あのさ──」

　ぼくが、仮面の少女の言葉を遮さえぎろうとした瞬しゆん間かん、後ろから押さえられた。

　小さく耳元で囁ささやくのは、やせた仮面の男子生徒。

「ここからですよ、動かないで」

　ここからって……すごい力だった。ぴくりとも腕うでが動かせない。こんなやせた腕のどこに異常ともいえる力を秘ひめていたのか？

　少女は続ける。

　その言葉はいつの間にか薄暗くなっていた林の中に朗々と響いた。

「ようするに、あなたは未熟なんですよ。精神的に未発達な中学生女子の理想論に振ふり回される大人に、教師の資格などない。婚こん約やく指輪と非難の手紙。彼女との愛か、自分の存在理由か。その二面性が象しよう徴ちようするところがあなたのすべてさ。そして、彼女は答えを出す前にいなくなった。あなたは──そう、ほっとしたはずさ」

　志賀が跪ひざまずいたまま、虚ろな目で少女を見る。

「答えを保留された、と思ったはず」

　ぼくは動けなかった。

「愛を取るべきか、日常を取るべきか。おまえは悩んだと言った。だが、おまえは、仁科絵里がそのことに悩んでいなかったと思っているのか？」

「………………」

　志賀が、少女の冷たく鈍にぶく光る銀の仮面を見つめる。

「おまえが悩むのと同じように、仁科絵里もおまえを受け止められるかどうか悩んでいるとは考えなかったのか」

　これ以上はまずい、と思いつつも、なぜかその言葉に共感していた。

「だから、彼女は走ったのさ。彼女はおまえの惰だ弱じやくな精神を理解して、壊こわさないように懸けん命めいに走らされた──いいかい？　志賀雅彦」

　少女の声が、ふと慈いつくしみを帯びたものに変わった。

「真実は逃にげても追ってくるんだよ」

「……もう、やめてくれ」

　志賀は初めて教師ではなくなっていた。ぼくらを上から見下ろす立場の人間じゃなくなっていた。打ちのめされた、誰だれもが持つ弱さをさらけ出した一個の人間と化していた。

　そんな志賀を中央の少女は、ただ冷たく見下ろし言葉を紡つむぐ。

　決定的な言葉を。

　心を抉えぐる言葉を。

「つまり──」

　辺りは残ざん酷こくなほど静せい寂じやくで、慈しみの後のその言葉は致ち命めい的てきなほど鋭するどかった。

「つまり、あなたが仁科絵里のすべてを殺してしまったんだねぇ」




　その瞬間、世界から音が消えた。

　静寂なるその世界で──

　くしゃり、と卵が割れるような音が響ひびき。

「かは」

　志賀の口から、黒い霧きり状じようの物質が[image: 迸]ほとばしった。

「……しまった」

　志賀の心に蟲レウが憑いた？　口から、鼻から、黒い瘴しよう気きが溢あふれてくる。

　ぼくの首もとが発光する。熾ヴイ界ジヨンが発生してしまう。

　志賀から湧わき上がる黒い噴ふん煙えんに、取り巻きたちの手が離はなれたその瞬間、

「ひなちゃんっ！」

　ぼくは、背後からつかんでいたやつを突き飛ばし、ひなちゃんに向かった。

　まずい、まずい、まずい──

　なぜぼくはこのままいけば熾ヴイ界ジヨンが構成されてしまうことを知りつつ止められなかったのか。この距きよ離りで熾ヴイ界ジヨンが出来れば、ひなちゃんが巻き込まれてしまうことすら予測出来なかったのか。いや、下手をすると、ひなちゃん自身が憑つかれる可能性すらあった。

　それは……ぼくのどこかに志賀を弾だん劾がいする気持ちがあったからじゃないのか。大人の勝手な理り屈くつに対する反感があったからじゃないのか。

　ひなちゃんの腕をつかみ、そのままバオバブの樹きの横にある茂しげみの向こうへと押し倒たおす。共に伏ふせながら、ぼくは振り返った。

　黒い霧状の物質はすでに辺りを覆おおい、白銀と名乗るやつらをも包み込んでいた。奔ほん流りゆうのように広がった黒い霧がたちまち木立の向こう、大度城学園本校舎までを包んだ。

　ぼくの真下には、涙なみだの滲にじんだ瞳ひとみでぼくを見上げる幼なじみの顔があった。その瞳をそっと手で塞ふさぐ。

「……ごめん、ひなちゃん。ぼくは──」

　ひなちゃんは、志賀を教師である前に男性と認にん識しきしていて。

　ぼくは、男性である前に教師であるべきだ、と強要していた。こんな勝手なやつ、弾劾されるべき存在だ、と思っていた。蟲レウに憑かれるなんて、ざまあみろ、とも思ってしまった。

「間ま違ちがいない──ぼくは、正義の味方にほど遠い」

　その呟つぶやきは、首もとから[image: 迸]る七色の光に押し流された。

《オペラ作動──界層異常確認》

　首もとから溢れ出す光──ぼくは思う。

《〝熾ヴイ界ジヨン〟と認識》

　……あいつなら、どうしただろう？

　あいつなら、チェリーなら、やっぱり馬鹿ポジティブに愛だなんだと叫さけんだのか。

《恋天使ラブエルプログラム、発動》

　界層間縦断数式受信端たん末まつ〝オペラ〟が発光。遥はるか初源界層から届く光。

　目の中に碧みどりの光こう彩さいを散らばせ──

　髪かみが──伸のびる。

　赤く、紅あかく、つややかに。

　制服が一ひと度たび、光へと解体される。

　手足が伸び、身体からだは丸みを帯び、胸にやわらかなふくらみが組成──

　そして、言こと霊だまが舞まい降りた。

《心に翼ミクステ──ルスフア瞳に勇気ーマリア。愛は・ダロスすべてのテロスフ悪を断つアーダリア》

　闇やみを裂さく光が爆はぜ──まとわれるは、翼つばさを象かたどった桃もも色いろの衣い装しよう。

　孵ふ化かするように伸びた、長くつややかな深しん紅くの髪。

　体内から溢れ出る炎ほのおのバイオフォトン。

　あたしは──

　あたしは、紅くれないの恋天使として舞い降りる。

　で、えーと。なんだっけ。あたしだったらどーするかって？

「コホン……てゆーか恭きよう一いち、悩なやみすぎっ！　あたしは声を大にして言いたい！　結けつ婚こんなんて女の子だって重大事だよ！　志賀が心配してることなんてとっくに彼女さんだって考えてるに決まってんじゃんっ！　男の人のくせに情けない！　俺を教師としてしか見てないんじゃないかって、そーゆーあなたは生徒としてしか見てないじゃんっ！」

　ぷう。

　黒い霧がゆっくりと晴れていく中、あたしは腰こしに手を当てた。

「だけどね、人の恋れん愛あいなんて他人がとやかく言うことじゃないし、てか弾劾とかもっての外だから。いーんだよ、好きって気持ちが大事なの！　互たがいに大事に想おもうことが素す敵てきなのっ☆　とゆーわけで、恋天使チェリー、蟲レウ退治に参上☆」

　ぶい。

　てか、あたしいったい誰に喋しやべってるんだろ？

　顕あらわになる、その冥くらいセカイには……あれれ？　女の子がいっぱいいた。

　いや、全然色っぽい話とかじゃなくて。みな白目むいてて、嗤わらってて──おんなじ顔してる。次から次に集まってくる。てかやばいってこれ。ちょー不気味なんですけど。同顔女子の群れは、じりじりと輪を縮めてくる……ってそういうこと？　今回の蟲人ヒートって……この子たち!?　てかなんでみんな同じ顔？

　たじっと一歩あとずさりしたあたしの腕うでが突とつ然ぜん、背後からつかまれた。

　振ふり向くと、やっぱりおんなじ顔。てか茂みから出てきたってことは──やばい。まさか、ひなちゃん？

「──があうッ」

　いきなり凄すさまじい斬ざん撃げきが頭めがけて飛んできた。

　目の中で数式が回り、避よけた。と同時に片手で側転。

「ごめん、ひなちゃん」

　ひなちゃんらしき同顔蟲人ヒートの手をつかむと、そのまま蟲人ヒートの群れ目がけて投げ飛ばした。ちょい大だい丈じよう夫ぶかな、と不安になったけど……蟲人ヒートたちが、投げつけられたひなちゃんの身体の下に、倒れまくってたからたぶんクッションになってる。……てか、ひなちゃんまで吞のまれてるってことのほうがやばい。これは、急がないと──

　その時。網もう膜まくに照射される碧の文字の一部が忙せわしく発光した。

　アラート!?

　見ると、同じ顔した女子蟲人ヒートの集団が、のろのろと両手を交差させていた。奇き妙みように歪ゆがみ、膨ふくらみ、光ったその両腕にはいつの間にか銃じゆうが構えられている。リボルバー式の奇妙な形。

「え──ちょっと待ったっ！」

　あたし目がけて一いつ斉せい射しや撃げき。

　うわうわうわっ！　避け──いや、間に合わない！

　あたしは腕を交差させて、対魔ま道どう防ぼう御ぎよ質量を上じよう昇しようさせる。弾たまが迫せまり、腕にめり込み、あるいは弾はじかれる。光を帯びた軌き跡せきがあたしを覆った。

　てかてか、痛いっ！　痛いってばもうっ！　避けようにも、ほぼ九十度の角度から二十体以上もの蟲人ヒートに狙ねらわれてて、てんで避けられない。やば──弾がめり込むごとに、目の中に表示されるあたしの魔法質量マギグラムがみるみる減っていく。

「チェリー!!」

　濛もう々もうたる白はく煙えんの中──急に身体がふわりと持ち上げられた。抱かかえられ、その場から大ジャンプ。

　視界には、群ぐん青じようの衣装と金糸雀かなりあの衣装が映る。

「……バイちゃん？　マリー!?」

「あなたあいかわらず、手間がかかるのですわね」といけすかない目つきのマリー。

「チェリー、誰だれが蟲レウに憑つかれたの？」

　空中であたしを支えながら、バイオレットが切れ長の瞳ひとみを向けてきた。

「数学の、志賀雅彦」

「ち」

　バイちゃんはただ舌打ちしてみせた。

　ふたりに支えられ、宙を舞い、木々が眼下をよぎる。

　鬱うつ蒼そうとした林を遥かに跳ちよう躍やくして、ふわり、とあたしたちは着地した。そこは、爆ばく炎えんの中、あたしを見失ってきょろきょろしてる蟲人ヒートたちの真後ろ。てか肝かん心じんの熾ヴイ界ジヨンの皇おう、志賀はどこなんだ。

「志賀なら、あそこ」

　背後からしたその声は──

　そこには、腕組みした超ちよう現実的養護教きよう諭ゆがいた。

「あずささんっ！」

「やほー、チェリー」

　あたしが駆かけ寄ると、養護教諭はにこ、と笑った。

「……あの、あたしさ。熾ヴイ界ジヨンの発生を止められなかった……ごめん」

　あたしがしゅんと謝ると、あずささんはただ、頷うなずいただけだった。

「それは後で。この熾ヴイ界ジヨンはちと変わってるから油断しないように」

「え？」

　あたしがあずささんの視線の先を振り返ると……

　──うわわ!?

　バオバブの樹きが──さらに巨きよ大だい化。てか変形してて、奇妙によじれた枝が玉座のように志賀を包んでいた。そして、その樹を、いや中央の志賀を護まもるように、同じ顔して白目をむく気味悪い少女たちが囲んでいた。

「ふうん、数式強化か。そりゃあ水みず野のも吞まれるわ」

「数式強化って？」

「前回のミルファが使った手と似てるね。ここは単なる熾ヴイ界ジヨンじゃない。微び弱じやくな数式関かん与よが感じられる」

　あずささんは銀色のケータイ端たん末まつとにらめっこしながらわけのわからないことを言う。

　あたしが怪け訝げんな顔をすると、だけど、あずささんはにっこりと笑った。

「ところで、痛かったでしょ？　腕」

　へ？　と見ると、あたしの腕はさっきの弾だん丸がん攻こう撃げきでぼろぼろだった。てか血がすごいし。

「うわわっ……痛っ！　ひぃ～んっ」

　傷を認にん識しきすると痛みも認識ってこれホントだった。

「まー訓練から逃にげた罰ばちね」

　とぼけた顔して鬼おにのようなことを。涙なみだ目めで睨にらむと、あずささんはお約束のタバコをとり出して火をつけた。

「大丈夫。恋天使は体組織構造自体が強化されているから、あなたたちよりランクが上の数式攻撃食くらわないかぎりそうそう死なないよ」

　そう言って紫し煙えんをくゆらせた。

「ランク……？」

「まあそれはいい。バイオレット、マリー、さっき教えたこと、わかってるね？」

　あずささんがそう言うと、バイオレットは群青のアオザイを翻ひるがえし、マリーは金糸雀のバレースカートを揺ゆらしながら、黙だまって蟲人ヒートたちの前に進み出た。

　あ……近づいちゃ……

「バイちゃん、マリーっ！　あぶないよっ！　そいつら一斉射撃してくる！　避よけられないし、当たると魔法質量マギグラムがぐんぐん減るし！」

　けど、振ふり返ったマリーに、

「あなたはそこで見ているといいのですわ」

　と余よ裕ゆうのウインクをされた。

　バイオレットは一百グラン零八槍ホルトを肩かたにかけ、マリーの一歩後ろに立つ。マリーはくるくると日ひ傘がさを回しながら蟲人ヒートたちの前に進み出た。

「さあ、かかってくるがよいですわ」

　てかなんなんだこの余裕？　いつものいけすかない目つきに、さらに意地悪な光を湛たたえて金糸雀の少女は、蟲人ヒートたちに手招きしてみせた。

　バオバブの樹の上で、志賀がゆっくりと手を掲かかげる──

　同時に。樹を囲む少女たちは再び手を交差させた。手の先がリボルバーへと変異する。

「あ……あぶないっ！」

　凄すさまじい迫はく撃げき弾だんがマリー目がけて一いつ斉せいに放たれた。マリーはくるり、とレースの日傘を回し、印を結ぶ。

「丹たん田でんは気を抱いだき、双そう拳けんは左右の冲ちゆう拳けんを真とす──昇リバ華ース！」

　白煙が辺りに充じゆう満まんし、無数の光がマリーのバレースカートを消し飛ばした……ように見えた。けど。

　光の銃じゆう弾だんはすべてマリーの手のひらに受け止められていた。さらに、マリーは韻いんを紡つむぐ。

「発はつ中ちゆうは強きようなる。液えき船せんは素そなり。暦れき章しようは純じゆんなり──昇リバ華ース！」

　マリーの肩口から光が立ち上り──マリーが一回り大きく見えた。いや、カナリアイエローの輪りん郭かくがひと回りマリーの身体からだを大きく見せている。

　同顔蟲人ヒートたちは一様に動きが止まっていた。みな白目だからいまいち自信ないけど、ひょっとしたら驚おどろいてるのかも。

　あたしも──ぼう然。だって、消えたんだもん、蟲人ヒートの銃弾魔法質量マギグラムが。

「んふ……」

　気味の悪い声がして。

　マリーの肩が小刻みに震ふるえる。不意にマリーは胸むな元もとから純白の羽う扇せんをとり出した。

　笑ってるらしい。てか、羽扇なんて、マリーってば小道具充じゆう実じつしててすごい。

「おーほっほっほ！　驚きなさい。ひれ伏ふしなさい。そして、あがめなさい！　ようやく、あたくしの真の力が目覚めたというわけですわ。いままで散々あなた方の引き立て役みたいな役どころで、あたくしなりにストレスは溜たまっているのですわっ」
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　…………。

　ちらり、と横を見ると、あずささんはタバコ片手に頭を抱かかえていた。

「さあさあ驚くのはこれからなのですわっ☆」

　て………？　手を天空に広げたマリーの身体の輪郭に──うっすらと光の輪ができてる？

　マリーは得意げに、口元を羽扇で隠かくしたまま言こと霊だまに命を吹ふき込む。

「荷に歌かは賛さんなり。利り猟りようは強きようなり。我、顕けん能のうの六をここに解く」

　彼女のバレースカートが、地より湧わき立つ何かによって緩ゆるやかに揺らめいた。

「《百噓》ハンドレッド・リーズンズ」

　言霊は紡がれた。

　て。

　うわわわわわっ！

　無数の花弁がマリーから放出され、辺りを席せつ捲けんして、蟲人ヒートに迫せまる。その、膨ぼう大だいな魔法質量マギグラム──言うなれば、赫かく熱ねつ。

　一いつ瞬しゆん、世界が黄色に染まり、あたしやバイオレットやあずささんをも包み込む。

「う──きゃあああぁぁああ！」

　あたしは腕うでを交差して、咄とつ嗟さに放出した魔ま法ほう障しよう壁へきによって護まもられたけど──そのまま、学園の塀へいに打ちつけられる。辺りに、暴風が渦うず巻まいていた。

「お～ほっほ！　快感！　愉ゆ悦えつ！　気持ちいーのですわっ♪」

　吹き荒あれる空気の渦の中、マリーの哄こう笑しようが響ひびく。

「マリーっ！　こっちまで死ぬからさ、これっ！」

　あたしが涙なみだ目めで叫さけぶと、

「まあ……ちとやりすぎだけど、あれが昇リバ華ース」

　あずささんが暴風で火の消えたタバコをぽいと捨てた。

　て……あれ？　あずささんなんか涼すずしい顔してませんか。てか、死にそうな目に遭あったのあたしだけ？　バイちゃんも普ふ通つうに立っているし……。

「わかるかい、チェリー。君らはいままで体内に自然発生した魔法質量マギグラムをただ考えなしに放出していただけ」

　ただ、放出──？

「だけどそれじゃ質量に限りがあるし、やがて限界がくる」

　あずささんはあたしの目を見つめ、にやり、と笑う。

「恋天使の戦いは昇リバ華ースにあり──つまり、相手の魔法質量マギグラムを自分の項こう目もくに変へん換かんさせること」

　昇華リバース……いやわけわかんないんですけど？

　あ。あたしの目の中で数式が廻まわる。この白い靄もやの向こう、まだ全然蟲人ヒートは消えてない。

「言ったろ？　この熾ヴイ界ジヨンは数式イクス保持者ペラーによって強化されている。そう簡単に打ち破れないさ」

　あずささんの説明通り──マリーの攻こう撃げきによって生じた黄こう煙えんを風が消し去るにつれ、蟲人ヒートたちはぞろぞろと体勢を立て直し始めている。

「だけどね、こっちも敵の都合に合わせている時間はないんだ。数式訓練を続行する」

　ちょっと待って？　これ、敵ってことは永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやなの？　どこにいた？　てか訓練続行って何？

　溢あふれ返るあたしの疑問なんて軽くスルーして、あずささんは説明を続ける。

「その力は光。その属性は変異──まあ、あれこそが総そう雅が五ご十じゆつ祥しように位置する〝金糸雀かなりあ〟の力なわけだけど、これは挨あい拶さつ程度」

　あずささんは前方に向けて、顎あごをしゃくった。そこには群ぐん青じようのクールビューティ・バイオレットがいる。身体からだにぴったりなアオザイ風コスチュームに、槍やりを携たずさえ進み出た。

　……なんだ？　バイちゃんの手が光ってる。

「あれはさっきマリーが放った全方位攻撃『百噓』さ。つまり、マリーの身体から溢れ出た花弁の魔法質量マギグラムは、これよりバイオレットの質量へと吸収倍化される」

　白磁の肌はだにかかる長くつややかな黒くろ髪かみを揺ゆらめかせ、群青の少女は言霊を紡つむいだ。

「丹たん田でんは気を抱いだき、流りゆう呪じゆは左右の機き離りを心しんとす──昇華リバース」

　花弁のすべてがバイオレットの裏返した手のひらに吸収される。幾いく筋すじもの尾おを引き、衝しよう気きとなり、そのしなやかな身体に同化する。

「項目変換、終しゆう了りよう」

　そして──見た。

　あたしの目の中の碧みどりの文字。はっきりと映っている。マリーの放った攻撃質量は、そのまま、増ぞう幅ふくされ、項目を変えて、バイオレットの質量へと変化している。

　バイオレットは笑う。

「──我、絶ぜつ招しようの五をここに解く」

　刹せつ那な──

　大地を割るかのような震しん脚きやく。

　無数の電磁波が竜りゆうのように地から湧わき出で、立ち昇のぼり、すべてが一百グラン零八槍ホルトへと収しゆう斂れんされた。槍が──旋せん回かい。風を薙なぎ、風を斬きり、風を従えた。

　見える──目の中で、バイちゃんの体内質量がとんでもない数値まで膨ふくらんでいた。

「《魔旋》バッド・ブレイン」

　バイオレットを中心としたその悪あく魔まの円は、蟲人ヒートの群れ目がけて薙ぎ払はらわれた。巻き起こる竜たつ巻まき。練られる風圧。蟲人ヒートは捩よじれ、熾ヴイジ界ヨン全体が歪ゆがんだ。

「すご……」

　あたしがあっけにとられてると、

「その力は水。その属性は流円──あれが序じよ十じゆう七なな烈れつ〝群青〟のバイオレット本来の資質」

　あずささんの声がした。いつの間にかまた新しいタバコをくゆらせてる。てか身体に悪いのに。

「だけど、あれだけの威い力りよくを出すにはその下地がいる。つまり、マリーの数式を体内変換……つまり、昇華リバースさせたわけさ」

　──昇華リバース……。

　あずささんの説明に、あたしが思わず仰あおぎ見ると、そこには普ふ段だんのノウテンキな養護教きよう諭ゆはいなかった。永中科儀社のエージェントを三下扱あつかいする、刻こく時じ機き構こう第１１７界かい層そう監かん査さ官かんとしての冷れい徹てつな白い顔がある。

「魔ま道どう数すう式しきとは、この世の髄ずいに関かかわる極限定理と知りなさい。トゥルーカラーと呼ばれる、赤、青、黄の三元素から派生する、百八の数式項目──その中で互たがいに異なる数式の変換により質量を増幅させることを、本来、昇華リバースという。バイオレットは、〝金糸雀かなりあ〟の生成した質量を体内で〝群ぐん青じよう〟に増幅させたわけ」

　……ははあ、なるへそ。

　要するに、マリーが蟲人ヒートの弾だん丸がんを分解して魔法質量マギグラムとして体内に吸収、後に増幅してバイオレットに攻パ撃ス。それを受けたキヤツチしバイオレットがさらに魔法質量マギグラムを重ねて増幅させたから──あんな強力になってるのか。

　あずささんは続ける。

「いままでキミらは、体力任せ、勢い任せに刻時機構数式データベースから戦せん闘とう数式をＤダウンロードし、ただ使った。それでは質量を練る暇ひまもなく、また使った分だけ体力も巫ふ力りよくも失うせちゃうわけよ」

「だから、いままで戦ったあと、あんなにヘロヘロになったんだ？」

　あたしは思わずあんぐり。

　あずささんは、うふふん、と頷うなずく。

「互いに昇華リバースを繰くり返し、巫力を練り、常に体内の魔法質量マギグラムの残量を半分は残すようにして戦いを進めるのが恋天使の戦いさ」

　この人、腕うで組ぐみなんかして得意満面ってやつだけど。てか、そういうの、初めに教えるべきじゃないんでしょうか。

「で、その序なんとかってなんですの？」

　もう役目は終えたとばかりに、ちょこちょことマリーも近寄ってきた。

「その説明まで聞いてませんでしたわ。あたくしが総雅五十祥？　でしたっけ、てことはバイオレットの十七よりすごいわけですわよね？」

　すぐに人より上に立ちたがるマリー《お嬢じよう様さま》ゴールド。けど、あっさりあずささんは首を振ふった。

「いや……序十七烈〝群青〟は、総雅五十祥のふたつ上にランクする戦闘に特化した恋天使だよ」

「──は？　ふたつ……上？」

　マリーの声が裏返る。

「群青は、全百八項こう目もく存在する魔道数式でもトップ二十に列せられるね」

「ちょ……ちょっと待つですわっ！　つまり、なに？　あたくしより上ってことですの？」

「まあ……そんな上とか下とかいう決まりはないから」

　あずささんがフォローするけど、マリーの肩かたはがっくり落ちていた。

「はあああ……完全やる気なくなりましたわ」

　なんて言いながら、マリーは日ひ傘がさを畳たたむ勢いで落ちている。その背後で、荒あれ狂くるう数式の奔ほん流りゆうを見事に制せい御ぎよ。いっそ美にまで転化させている群青の少女にあたしは見とれていた。

　トップ二十、か……

　やっぱすごいんだね、バイちゃん。恋天使になってもあたしなんかと全然違ちがう。

「チェリー、準備はいいかい？」

　ふと、あずささんの声がした。

　……は？　と振り向くとあずささんは、くい、と顎あごで指し示す。

　見ると、バイオレットの槍やりが空中を旋せん回かいするごとに、辺りを暴風が切り刻み、蟲人ヒートを蹴け散ちらしていた。そして──その最大の遠心力はあたしを向く。

「言ったろ？　昇華リバースさ」

　がーん。

「受けとめて」

　空中でバイオレットが笑った。

　──え？　え？　え？　あれを？　あのなんか知らないけどセカイを切り裂さくような勢いで旋回しているバイちゃんの槍を!?

　いや、無理ですから！　なんにも聞いてないし！　てかてか……や、やめてぇ～ってあたしの声は思わず歪んでた。

　迫せまる、天を裂くような光。海を割るような圧力。その力のすべてが一百グラン零八槍ホルトに込められ、あたしに打ち下ろされた。

　必死に手で避よけるように、受け止める──眼前に光が迫って、目の中の数式が。

　碧みどりの色が増す。アラートじゃない。それはあるべき融ゆう合ごうを示していた。言こと霊だまもわかる。なだれ込んでくる。あたしは──

　あたしの唇くちびるから、自然とその言霊が紡つむぎ出されていた。

「丹たん田でんは気を抱いだき、鳳ほう影えいは左右の翼よく奏そうを円とす──」

　バイオレットの攻こう撃げき質量が手の中で変化？　あたしの中に吸収されていく!?

　瞬しゆん間かん──

　身体中の全細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうした。視界の色が変わる──網もう膜まくの血管に血液が溢あふれた。金糸雀かなりあが。群ぐん青じようが。ふたつの数式を経てあたしの中で〝紅くれない〟項目へと結合された。

　て……うわ。

　目の中であたしの中の総魔法質量マギグラムがとんでもない数値を弾はじき出していた。

「わかった？　それが数式昇華リバース」

　あずささんはにっこりとそう締しめくくった。

　あたしの紅あかく長い髪かみがゆるやかに波打ち、体中が温かな光で覆おおわれていた。

　……すごい。てかこれ知ってればミルファだってやっつけられたのに。

　あずささんが、ふふ、と目を細めたその時。中空から染しみ出すような声がした。

《やれやれ……ついに恋天使となってしまったわけだ》

　その声に、バイちゃんに蹴散らされ地に倒たおれ伏ふしていた蟲人ヒートたちが一いつ斉せいに上体を起こし、口元からは、おおん、という音おん声じようを発し始めた。

「な……なに？」

　あたしが空を見上げると、

《チェリー、君はやっぱり危険だ》

　声がセカイに響ひびき渡わたった。

　あずささんが煙けむりを吐はき出すと言う。

「首しゆ魁かい、だね」

《我はシロガネ──人の心を操あやつる雲上の傀儡子くぐつし》

　その声に呼応するように、おおおおん、という蟲人ヒートたちの声がいっそう増した。

「どこにいるのっ？　てかあなたがこんなひどいことしたわけ？」

　あたしの問い掛かけに、雲が動き渦うず巻まいた。軋きしむような笑い声が、どこかからセカイ全体に響き渡った。

《くくくく……ひどいこと……ねぇ？》

　四方から聞こえる。

《その言葉はそっくりお返しさせてもらう》

　天上から、地下から──すべてが揺ゆらぐ。

「お返し？　なんで？」

　あたしはもうどこだかわかんないけど、辺りめがけて叫さけんでみた。

《なぜって？》

　でも聞こえたみたい。声が応じてくれる。

「──まずい」

　あずささんの声がした。

《君には煮え湯を飲まされたことがあるからね》

「煮え湯？」

「チェリー、聞くな」

　あずささんの声。

《出いでよ──闇やみの淵ふちを知る者》

　それは〝呪しゆ〟を含ふくんだ言霊だった。

　セカイが消える。

　あたしの心の奥の奥から何かが出てくる。

　黒く、冥くらく、塗ぬりたくられたような闇。

　その奥にいる、あの影かげは。

　あの見覚えのある黒い影は。

「──消えろ馬鹿ポジティブめ」

　……恭一!?

　あたしは耳を塞ふさぐ──その闇から染み出してくるようなネガティブの原液のような言葉。

「正義なんかじゃ誰だれも救えない」

　影はどす黒い闇を吐き出した。

「……やめて恭一」

「愛なんか物事にフタをする言葉だ」

「違ちがうって……」

「消えろ、偽ぎ善ぜん者」

　あたしは、懸けん命めいに叫ぶ。

「恭一、あなたがあたしを認めてくれないとあたしは力を奮えない」

「消えろ、ぼくの中におまえみたいな前向きな気持ちなんてない」

「あたしはあなたなんだよ。あたしはあなたの一部なの」

　影はあたしの声を黙もく殺さつして、むき出しの敵意を全力でぶつけてきた。

「ダマレ、魔ま女じよメ」

　魔女……魔女……魔女。

　ダメ……すべてが冥く塗りつぶされて……

　どこかで誰かの声がする。懸命にあたしに呼びかけている。

　チェリーと呼んでいる。しっかりしろ、と言っている。ていうかチェリーって誰？　あたしは誰だっけ？　あれ……あはは……おかしいな……セカイから色が消えるよ？　すべてのドットが粗あらくなる。闇が侵しん食しよくしてくるよ……

　チェリー？

　恭一？

　ぼくは。あたしは。ぼくは？　あたしは──誰？

　呼ぶ声が遠ざかる。ノイズに変わっていく。パレットの上で混ぜた絵の具みたいに闇がとぐろを巻いていて、すべての音はざりざりとした雑音にしか聞こえなくて──やがて静かになった。数式が消える。無。無。無。無。無──溶とけ込むような闇の中、心臓の音だけが、とくん、と響いた。

　……あれ？

　何か聞こえる。まだ聞こえる。まだ、あたしがいる。誰かがあたしを呼んでいる。

　その声は憶おぼえがある。

　その声だけは憶えがある。

　やがてぎりぎりの意識の底で形作られた、その声は──

〝戻もどっておいで〟




　──ひなた。

　瞬しゆん間かん、景色が戻った。

「……チェリーっ！」

　あたしの目の前には、白い大たい剣けんがまさに振ふり下ろされるところだった。目の中の数式がくるりと反転──対攻こう撃げき展開予測。いつもの三十倍くらいのスピードで表示。てかなんだっけこのものすごい魔法質量マギグラム？　すごい数値出てるんですけど……あ。

　あたしはその大剣の切っ先をもう胸に数センチというところでつまんだ。

　びたり、と止まる。

　それは、ゴツゴツとした身体からだを、ぬめぬめと光らせた志賀蟲人ヒートの剣だった。

　渾こん身しんの力で、倒たおれていたあたしに大剣を突つき刺さす寸前ってやつだった。

　あれ？　あたし──どうしてたんだっけ？

　剣の切っ先を人さし指と親指でつまんだまま、考えた。たしか──

「チェリーっ！」

　その声に、寝ね転ころがったまま辺りを見み渡わたすと、そこは高い。下では同顔蟲人ヒートたちにあずささんたちが囲まれて戦って──あれ？　ここ、バオバブの樹きの上？

「く──」

　目の前では志賀蟲人ヒートが両りよう腕うでであたしに剣を突き刺そうとしている。手がぷるぷるしてる。

「しっかりしな、チェリー。バイオレットとマリーの魔法質量マギグラムはいまキミが持っているんだ」

　あずささんの声。

　ぼうっと志賀の歪ゆがんだ顔見てたら、それに気がついた。

　……泣いてる。

　志賀蟲人ヒートが泣いている──？

　あ──

　突とつ然ぜん、気がついた。ここは志賀の熾ヴイ界ジヨン。もしかして……すべての蟲人ヒートが同じ顔って……この顔が、仁科絵里さんなんじゃない!?

　それに気がついた瞬間、志賀の思念があたしの脳になだれ込んできた。

　膨ぼう大だいな景色。膨大な笑顔。膨大な温かさ──それは志賀と絵里さんの思い出。そのすべてが目が眩くらむような春色に染められていた。温かくて、優やさしくて、だけど見ているだけで哀かなしくなる色だった。そして、いまだその景色は色あせることなく志賀の心で生き続けていた。

　まだ、好きなんだ。

　この人はまだ仁科絵里さんが好きなんだ。ずっと好きなんだ。

　あたしは思い出した。

『彼女は教師としての俺しか見てないんじゃないか』

　それは志賀の言葉。あたしは非難してしまった。そんなのあなたも仁科さんを生徒としてしか見てないんじゃないかって……

　教師として好きなのか？

　男として好きなのか？

　ばかばか、あたし。

　そんなの志賀は、もーどうしようもないくらい仁科さんが好きになって、確かめたくなっただけじゃんか。教師という仮面を取ったからこそ出てくる疑問じゃないか。汚きたない自分をさらけ出すのは勇気がいる。でもさらけ出してなお受け入れてもらいたいと思っただけじゃんか。ここは聖域なんだ。志賀の聖域が具現化している。だから、蟲人ヒートがみな仁科さんなんだ。そして、そこに土足で踏ふみ込むあたしたちを攻撃しているんだ……

　すべてが繫つながり、あたしは跳はね起きた。

　切っ先を指で押さえたまま、志賀に向き直る。

「ごめんね！　ごめん。あなたの想おもいがやっとわかったよ。だけど、だけどね、いまこの熾ヴイ界ジヨンであなたがしていることは間ま違ちがっている。熾ヴイ界ジヨンは、他ほかの人の恋こいまで切り離はなしちゃうんだよ。あなたと同じ哀しい思いを増やしてしまうだけなんだ。あなたはここに逃にげ込んでちゃいけない。あなたの生きる世界で……」

　それはひなちゃんの言った言葉。

　──あたしなら、こう言う。あなたはあなたの世界で幸せをさがしてください☆

　ひなちゃん、あなたすごい。正しいよ。

「ガ……」

　志賀はだだっこみたいに右に左に剣を振ふりほどこうとする。だけど、ふたりの戦友の質量を受け取ったあたしの力の方が遥はるかに上だった。びくともしない。

「だから……う～伝わらないかな……」

　志賀が足を屈くつ折せつさせた。そのまま腰こしを捻ひねり、凄すさまじい勢いで回転。あたしに向けて蹴けりを放つ。

「──馬鹿っ」

　あたしはその蹴りを膝ひざを曲げて受け切った。同時に、剣を引き、逆の腕を志賀の脇わきに引っかけ下界へと投げ飛ばした。

　志賀は、どさり、と落ちる。少女たちの真ん中。

　熾ヴイ界ジヨンの皇が落ちてきて、少女蟲人ヒートたちの動きが止まる。

　あたしも飛び降りる。

　スカートが翻ひるがえり、ふわりと地に降り立つ。

「あたしはあなたと戦いたくない。あなたの苦しみや辛つらさがすべてわかったんだよ。これ以上刃は向むかわないで。熾ヴイ界ジヨンを解いて」

　進み寄るあたしに脅おびえたように尻しり餅もちついたままあとずさる志賀だったけど……その周りに同顔蟲人ヒートがにじり寄った。何ごとか話しかける。囁ささやくように、励はげますように。彼女たちが声をかけるごとに志賀の魔法質量マギグラムが上がっていくのがわかった。

「志賀……」

　あたしの願いむなしく、志賀は爛らん々らんと光る目を取り戻もどしていた。よだれをたらし、醜みにくく変化した石せつ灰かい岩のような肢し体たいを震ふるわせ立ち上がった。

　そして、それに合わせるように同じ顔をした少女たちも陣じんを組む。集団全体としての戦せん闘とう質量が上じよう昇しようしていた。

「まずいよ、チェリー」

　あたしの背後でバイオレットとマリーが構える。

「ん」

　あたしは黙だまって攻こう撃げきに備える。その時だった。

《シロガネの名を冠かんする傀儡くぐつたちよ──為なすべきことを為せ。滅めつすべきを滅せ。審しん判ぱんの門を解き放つべし》

　声が終わると同時に──え!?　蟲人ヒートたちの動きが捕ほ捉そく出来なくなった。

　見えない。凄まじい速さで陣を入れ替かえ、そしてさらに速度を増していく。

「──まずいね。戦闘数式を強化されている。一度散開してもう一度数式交こう換かんをしな」

　あずささんが指示してくれるけど──ダメ、間に合わない。

　蟲人ヒートたちは、予想を遥かに上回るスピードで、あたしたちが防ぼう御ぎよ態勢を取る間もなく真横を駆かけ抜ぬけた。

「──く」

「うきゃああっっ！」

　バイオレットが弾はじかれ、マリーは真後ろにでんぐり返った。もちろん、あたしもふっ飛んだ。

「車くるま懸かかりの陣に似ている」

　その声に体勢を立て直して振り返る。

　肩かた口ぐちを裂さかれ、立て膝姿勢のバイちゃんだった。

「越えち後ご流軍学に見られる戦法──中央に本陣を置き、部隊を放射線状に回転させつつ攻撃に出る。常に回転しているから死角がない」

「死角がないって？」

「統とう率そつがとれているかぎり、無敵だ」

「え、じゃあ、どうしたらいいのっ？」

　あたしが訊きくと、バイちゃんはただ唇くちびるを嚙かんだ。

　てか──第二波！

「うひゃあぁぁっ！」

　マリーが泣き声で叫さけび転がった。

「ちょっとっ！　チェリー、あなたあたくしたちの質量受け取ったのですから最前線でなんとかするのですわ！」

「うわうわちょっと押さないでよ。いまの二回の攻撃だってあたしが楯たてになったじゃん！」

　なんて身内でドタバタしてる場合じゃない。もう一度さっきみたいに魔法質量マギグラムを練り直したいけど、敵はその隙すきを与あたえてくれない。おまけに、こんだけどこから飛んでくるのかがわからない攻撃は、昇華リバースするタイミングがつかめない──四方から猛もうスピードで繰くり返される突とつ撃げきにあたしたちは転げ回るのみだった。

「中央の本陣──志賀を討うてれば」

　バイちゃんのその呟つぶやきに、あたしは転げ避よけつつも動体視力に魔法質量マギグラムを集中させた。中央で志賀蟲人ヒートが高速で女子たちを操あやつっている。そして一糸乱れぬ動きでそれに応こたえる同顔女子軍団──て、あれ？

　必死の回かい避ひ行動の中、ひとりの同顔蟲人ヒートが目に付いた。ひとりだけ、隊列が微び妙みように乱れている子がいる。その度たび、志賀に直されている。どこにでもはみ出し者っているのかな、なんて一いつ瞬しゆん吞のん気きに思っちゃったけど……いや！　いやいやいや！　あの子は確信的だ。あれ……熾ヴイ界ジヨンに吞のまれてなお蟲人ヒートの統率を乱すあの子は──あの子はもしかして。

　もし、あたしの考え通りだとしたら。

「チェリー！　急ぎなっ！　熾ヴイ界ジヨンが形成されてもうすぐ十五分になる。水野の恋スヴ粉ニールが至高恋粉クランとはいえ、切り離はなされてもおかしくない」

　あずささんの声。

　もう時間がない──あの子に賭かけるしかない。

「……チェリー？」

　あたしは立ち上がり、両手を広げてみせた。バイオレットの制止をふり切って高速で動く車懸りの陣じん形けいの正面に立つ。

「あなた何してるんですのっ！」

　マリーが叫ぶけど、もう時間がない。あたしは賭けた。ひなちゃんの恋粉がとられるなんて、あたしがあたしになった意味がない。

　志賀蟲人ヒートが一瞬こっちを見たのがわかった。

　その目に殺気が宿る。陣の回転を上げ、あたしに向け方向を整えた。

　迫せまる迫る迫る──あたしはぎりぎりのその瞬間まで魔法質量マギグラムを視力に集中。

　見み逃のがすな。あの子を──ひとり隊列を乱すあの子を。

　ぎゅるぎゅると唸うなりを上げて振ふり下ろされた女子蟲人ヒートの手刀──それを頰ほおを裂く皮一枚のとこで躱かわし、あたしは視力から全魔法質量マギグラムを一気に手に集中させた。

「体内の全質量よ、来きたれ──雷らい樹じゆ衝しよう熔よう、雲うん渦かの如ごとく。集つどうはただ落葉のみ。封ふうじられたマーキューリー・ラブの銘なにおいてここに命ず──」

　高まるバイオフォトン、逆立つ髪かみ。

　あたしの左手が回転し攻こう撃げき態勢に入る次の蟲人ヒートに向けられ──

　その女子蟲人ヒートの白目が。

　あたしと目を合わせる。その瞬間、あたしは叫んだ。

「ひなた！」

　その子の白い目に光が宿る。同時に仁科絵里を模した面が割れ、本来の健康的な頰に色づく。すなわち──水野ひなた。

　てか、ダメだ。集められた巨きよ大だいな魔法質量マギグラムに左ひだり腕うでがもたない。

「ひなちゃん、よけてっ!!」

　ひなちゃんは無言で、めいっぱい身体からだを捻ひねる。

　刹せつ那な──完全なる車懸りは乱れた。陣が崩ほう壊かいする。同時にあたしの左手からは光が放出される。言こと霊だまが紡つむがれる。

「クルメクシア＝タルミキシア＝ザリバリバリバノフ──紅くれないの項こう目もくにおいて、花神の属性──」

　死角を持たないはずの陣の唯ゆい一いつのほころびから、志賀の驚きよう愕がくに見開かれた眸ひとみが見える。攻撃可能角度が見える。

「《火毘》バーニング・エアライン!!」

　左手が焰ほのおに包まれた。初めくるくると螺ら旋せんしていた火の渦が、見る間に大きく激しくなり、世界を包み込むように、中央の志賀に向けて放出。火の竜りゆうは、すべてを喰くらい尽つくすかのように襲おそいかかり、志賀を貫つらぬいた。貫かん通つうし、そこから紅ぐ蓮れんの炎ほのおは四方八方を制圧した。




　ばらばらと崩くずれ去るそのセカイで──

　バオバブは悪あく魔まの悲鳴のような音を立て、収縮していた。

　負の思念が燃え尽きる匂におい。倒たおれ伏ふす大度城学園の生徒たち。その中には、ひなちゃんも、仮面の取れた裏生徒会と名乗った生徒たち……蘭丸あかねとその取り巻きたちもいた。

　そして中央に、放心したような志賀雅彦がいた。

　立て膝ひざのまま、何かをぶつぶつと言っていた。

「まだ蟲レウが憑ついている」

　そう言うと、バイオレットが一百グラン零八槍ホルトを志賀の胸むな元もとに構え、印を結んだけど、あたしはその手に触ふれた。黙だまって首を振る。

「チェリー、こいつまだ思念が残っているんだよ？」

「わかってる。でもそれは消しよう滅めつさせちゃいけない」

「このままじゃ、また志賀は熾ヴイ界ジヨンを形成してしまう」

　厳しい顔つきでそう言うバイオレットの視線を外すと、あたしは志賀の前に膝をついた。

「消滅じゃないんだ。うまく言えないけど……恋天使プログラムを作った人が、昇華リバースと命名した意味がわかった気がする」

　志賀は虚うつろな目で、あたしを見ていた。いや、あたしを透すかして何かを見ていた。

　えらそうなこと言っておいてなんだけど……うまくいくかなんてわかんない。だけど、さっき志賀の思念が流れ込んできた時のイメージを思い出す。目の中の残った数式を操作した。髪を、肌はだを、そして眼まな差ざしを組成。そこかしこに漂ただよう、散り消える寸前だった志賀の思念を手の中に集め、そして、解放した。

　光が寄り集つどい、その意識はあたしの中に降りた。あたしの意識が彼女に譲ゆずられる。バイちゃんが、あずささんが、マリーがあたしの顔を見て驚おどろいているのがわかる。

　いいの、と皆みなを制し、

「志賀先生」

　あたしはそう呟つぶやいた。

「チェリー、あなた……顔が」

　バイオレットがあたしを見る。

　あたしの顔が──仁科絵里さんの柔やわらかな表情を形作り、温かな気持ちが胸を満たしていくのを感じていた。そのまま、心に溢あふれるその言葉を紡いだ。

「あたしはとても幸せだったよ」

　志賀の目が見開いていた。

「世界一幸せだったよ。あなたのおかげなんだよ」

　志賀の瞳ひとみが生気を取り戻もどしていく。

「だから──自信をもって。あなたはこっちの世界で幸せを見つけられる」

　志賀は懸けん命めいに言葉を探していた。あたしに向かって。仁科絵里に向かって。伝えるべき言葉を探していた。

　それは非難なのか、謝罪なのか、感謝なのか、愛なのか──

　あたしの唇くちびるが動く。限りなく優やさしい気持ちとともに。

「あたしは数学の先生じゃなくて──志賀雅彦さんが好きだったよ」

　志賀の両目から涙なみだがこぼれ落ちた。

　だけど朽くちかけた思念の残量はこのセカイでの限界を過ぎていた。仁科絵里の幻げん影えいが還かえっていく。あたしの顔が元に戻っていく。

「生まれ変わったら、今度こそ……お嫁よめさんになりたいな」

　校舎が輪りん郭かくをとり戻し始める──仁科絵里は志賀の心に笑え顔がおのみ残して、昇しよう華かした。

　それは、志賀の熾ヴイ界ジヨンの昇華でもあった。

　目まぐるしく暗黒の雲は流れ、そしてまた解体されゆくセカイの中で。

　志賀もあたしの胸に寄り掛かかっていた。意識を失っていた。その目元には涙の跡あとがあったけど、表情は穏おだやかだった。

「どうして？」

　そっとその場に志賀を寝ねかせたあたしに、バイオレットが訊きいてくる。

　どうしてああいう方法をとったのか、とバイオレットは訊きたいのだろう。だけど……あたしだってわからない。
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「どうしてかな」

　あたしはただ、志賀からすこし離はなれたところに伏し眠ねむるショートボブの幼なじみの横顔を見つめ……そして、微笑んだ。

「正義の味方はこうするんじゃないかな」

　そんなあたしを見るバイオレットの瞳は──どこか潤うるんでいるように見えた。




エピローグ　カケラの記き憶おく




「さっきの訓練だけどよ」

　ぼくらの変身が解けるなり、森もり井いがふわふわの髪かみを手で直しながら言った。

「ボクが総そう雅がなんとかで、吉よし住ずみが序なんとかだろ？　佐さ倉くらが何か聞いてないよな」

　バオバブの樹きの周辺にはまたも生徒の気絶体が二十人ほど。

　また魔ま法ほう少女の噂うわさが広まるのかと思ってうんざりしてたぼくに森井が吞のん気きに話しかけてきた。

　ぼくがあずささんを見ると、一通り気を失った生徒たちの診しん察さつを終えたあずささんは、聴ちよう診しん器を首にかけて言った。

「そだっけ？」

　……この人、ホント適当だ。

　森井がすかさず言った。

「わかった！　きっと恥はずかしいくらいランクが下なんだぜ！　そうだろ？」

「恭きよう一いちくんか」

　そう言って、にまりとぼくを見るあずささん。

「まあね、ある意味おおごとだね」

　……なんなんだそのコメント。

「チェリーはあれだけ惚とぼけてるからな！　きっと下したっ端ぱの中の下っ端だぜ」

　森井は決めつけるように言う。よっぽど吉住より二段階下とか言われたことが堪こたえているらしい。

「それによ！　訊きたかったんだ。なんでボクがマリーなんてさえない名前なんだよ！　もうちょっとなんかあるだろ？　吉住はバイオレットなんてかっこいいじゃないか！　ずるいんだよ！」

　バオバブの樹に寄り掛かるように座っていた、戦せん闘とう終しゆう了りよう後から珍めずらしくどこか放心した様子だった吉住怜れいを引き合いに出す。ぼくもあずささんを見た。数式というものが、百八もの項こう目もくに分かれていたことからも、何か意味があるような気がした。

「あれ？　言ってなかったっけ？」

　なんて首を捻ひねる吞気な養護教きよう諭ゆに、ぼくと森井は一様に強く頷うなずいた。なんかいまごろ数式訓練といい、この人言い忘れている大事なこととか果てしなくありそうで怖こわい。

　吉住もようやく立ち上がり、ぼくらの輪に加わった。

　あずささんは白衣からタバコを取り出すと、くわえて嬉うれしそうに火をつける。

　そして、煙けむりを吹ふきながら言った。

「佐倉恭一くんは、さくら。さくらはチェリーブロッサム。長いからチェリー」

「……え？」

　耳を触さわる。信じられないことを聞いた時のぼくの癖くせ。

「じゃあ俺は……」

　吉住がどこか啞あ然ぜんとつぶやくと、あずささんは笑った。

「吉住怜はよしずみれい。よしすみれー。すみれ。すみれはバイオレット」

「…………」

　吉住の顎あごが落ちる音が聞こえた気がした。

　その吉住をどけるように森井が前に乗り出した。

「じゃあ、じゃあっ、まさかボクは……」

「森井くんはなんともしようがないからね。モリーがマリーでいいかなって」

「……い、いいかな、じゃねーだろっ！」

「まあまあ。名前なんて適当でいいんだよ☆　どんなヘンテコな名前でもかっこよくするのは自分次し第だい♪　ほらほらわたしなんてコードネーム〝プルコ〟だし。最初がくっときたけどね。でもいまや誰だれもが一目置くすご腕うでの称しよう号ごうだったりして……あれ？　ちょっと。みんな？」

　なんか、急に疲つかれが出た。

　ぼくは黙だまってあずささんから離れ、身体からだを引きずるように倒たおれ伏ふす生徒たちのところに向かう。森井はふてくされて大の字になり、吉住はため息とともにもう一度座り直した。

　林道に転がる二十人ほどの気を失った生徒たちの中に、ぼくは幼なじみの姿を見つけた。ひなちゃんは眠るように、どこか無防備な寝ね顔がおのままそこに横たわっていた。熾ヴイ界ジヨンに吞のまれてなお、ぼくの突とつ発ぱつ的ネガティブ症しよう候こう群ぐんを治し、志賀の陣じん形けいも乱してくれた。

「……今回はひなちゃんのおかげかも」

　そう言って、うんしょと、ひなちゃんを抱だきかかえ、ベンチの上にゆっくりと寝かそうとした時、ひなちゃんが何ごとか「んん」と口を動かすのに気がついた。

「え……？　なに？」

　ぼくは耳をひなちゃんの口元まで近づける。

「……ずみ」

「ずみ？」

「……吉住」

　…………。

　ぼくはそのままショックでひなちゃんを落としそうになり、慌あわててバランスを整えた。

「どうした、佐倉？」

　森井が尋たずねてくるけど……

　て……そうなのか？

　ひなちゃんの好きなやつって……

　あ……それで剣けん道どう部入ったのか？　自じ慢まんの髪まで切って？

　ぼくはただ啞然と、樹に寄り掛かかり髪についた埃ほこりを払はらう、吉住怜の姿を見つめた。その視線に気がついたのか、吉住もぼくを見る。なんか見続けてくる。澄すんだ瞳ひとみに凜りんとした表情。たしかに、桃ももちゃんの言う通り……くそー、あーかっこいいよ。

「はああああ……」

　ぼくはそっとひなちゃんをベンチに寝かせ、ため息をついた。

　ダメだ。どうにも力が抜ぬけた。ていうか、もう力が出ない。なんかどうしようもなく立ち直れない。

「で、今回の事件だけど──」

　あずささんが、タバコの灰をケータイ灰皿に落としつつ言う。

「永中科儀社やつらが関かん与よしていると思うけど、どうにもそのやり口が判明しない」

「つーか、あの空から聞こえた声はなんなんだよ？」

　背後で森井が応じている。あずささんは、さあ、と首を捻った。

「蘭らん丸まるあかねたちからは微び弱じやくな数式が検出されたし、今回の熾ヴイ界ジヨンは数式強化されていた。間ま違ちがいなく水みず野ののクランを狙ねらった仕し掛かけなわけだけど、いまいちよくわかんないんだよね」

　タバコをくゆらせながら、あずささんは前まえ髪がみをかき上げつつ、ぼくに訊きいてくる。

「この子たちも白しろ銀がねと名乗ったわけだよね？」

「……たしか」

　なんて応こたえつつも、ぼくはもうそれどころじゃない。恋敵ライバルが吉住じゃ相手にならないじゃないか。いや、他ほかのやつが相手でもかなり苦戦するだろうけど。

「その数式強化とはどういうことですか？」

　ようやくぼくから視線を外した吉住が、ため息まじりに立ち上がって尋ねていた。ぼくも頭を振ふってとりあえずひなちゃんと吉住のことを頭から追い払うと、思考をまとめる。あずささんは説明してくれた。

「言ったよね？　水野の恋スヴ粉ニール、クランは低位の恋粉による熾ヴイ界ジヨンじゃ切り離はなしにくい。だから、通常の熾ヴイ界ジヨンならば数式で補助してやらないと水野の恋粉自体が切り離せないってこと。水野が吞まれていることを見て、ああ、と気がついたんだよね」

　そっか。そういえば、今回はひなちゃんにいきなり襲おそいかかられた。前回は猫ねこにされていたとはいえぼくらと戦ってはいない。まあ、完全には吞まれていなかったみたいだけど。そんなことを考えつつ、ひなちゃんを見下ろすと、そのポケットから何か出ていることに気がついた。そっとそれを手に取る。

　それは手紙だった。

　ひっくり返して宛あて先さきを見る。

　仁にし科な絵え里りさま、と几き帳ちよう面めんな字で書かれている。

　……これ、ひょっとして、ひなちゃんが掘ほり起こした、もともと志賀が書いた手紙？

　どうにも気になって、悪いとは思ったけど、そっと開けてみた。

　中にはレポート用紙が一枚だけ入っていて、ただ一言。

〝ありがとう〟

　と書かれていた。

　倒たおれている志賀の方を見る。

　なんだ──わかってるじゃないか、この人。

「……純愛って存在するのかも」

　人間て複雑だ、なんて思いながらも、ついうっかりその言葉はぼくの口をついていた。そして、思いがけず辺りに響ひびき渡わたってしまった。

「はあ？」

　すかさず、森井が呆あきれたような声をあげる。

「おまえ心まで魔ま法ほう少女になりつつあるんじゃねーのか？」

　……なんてこと言うんだ、こいつ。

　ぼくが森井を睨にらむと、あずささんはノリノリで参加してくる。

「いいねぇっ☆　純愛！　身を焦こがす恋こい！　ああ、わたしも憧あこがれるなあ、そういうのっ」

「純愛なんてあるわけねーだろ。みんな欲だよ、欲」

　森井がひっくり返ったままそうコメントするけど、あずささんは反論。

「あのねー、森井くん。純愛は一番素す晴ばらしい愛の形なんだぞっ！　気がついたらその人を目で追っちゃってて、見てるだけでドキドキして、髪の揺ゆれにも、後ろ姿にも、声にも、その人の存在全部が全部、もぅ苦しいのっ☆」

　……あなたいくつですか。

　横でくねくねとするいい年した養護教きよう諭ゆに、ぼくが呆れていると、

「たしかに──苦しい……かもな」

　吉住が手で胸を押さえていた。

　全員が、え？　と吉住を見ると──吉住は慌あわてて顔を背そむける。

　そんな吉住をこの人が見み逃のがすわけがない。あずささんが、喜色満面で吉住に詰つめ寄った。

「……ちょ、ちょ、ちょっと、超ちよう絶ぜつ的美少年の怜ちゃん。なに？　怜ちゃんって好きな子いるの？　いやーん、お姉さんショック！」

　……て、何キャラですか。

　だけど──これで吉住がひなちゃんを好きだとすると、本当にぼくの恋なんて終わりだった。自覚してから消しよう滅めつするまで早かった。

「教えて、教えて、ちょっと！　怜ちゃん！　気になって眠ねむれないよ、わたし。こらー、教えて！　界かい層そう監かん査さ官かん命令だぞ☆」

「う、うるさいな」

　吉住はすこし頰ほおを染め、空を見上げた。

「恋なんてものであるわけが……おれは、そういうのは──」

「こらっっ吉住怜！　だれだれ？　わたしたちが知ってる子？」

　あずささん、しつこい。

　すっかり耳がダンボのぼくとしては聞きたくないようで、だけどいっそ止とどめをさされたいようで。心臓の高鳴りを懸けん命めいにこらえていると……

　迫せまり来るあずささんのにやけた顔に耐たえかねた吉住怜は、やがて──ぽつり、と言った。

「その子は──存在しない。もう」

「…………」とぼく。

「…………」と森井。

「──う……」

　すぐさま、あずささんはハンカチを出した。なぜか嚙かんでいる。

「あ～ん、もぅ、怜ちゃんたらっ！　その年で死に別れたわけ？　う～なんか似合いすぎっ！　よし、今度お姉さんと飲み行こうね！　うん、みんなで行こうっ☆」

　……ていうか。

　それ、中学生に言うセリフでしょうか。





第三話・加速連鎖は恋心（完）









[image: 第四話　開花力は爆心中]








プロローグ　セカイのカケラ




〝声〟は正しかった。

『魔ま法ほう少女が、実在する』

　それは、彼女にとってその居場所を失うほどの衝しよう撃げきだった。

　いままで〝声〟を微み塵じんにも疑ったことなどなかったが、一連の集団夢見事件は、ただの偶ぐう然ぜんか、何者かによるサブリミナル的犯罪であるとも思っていた。

　が──魔法少女が実在する。しかも、彼女の思想に立ち向かう存在として実在する。

　動どう揺ようする彼女に声は優やさしく囁ささやきかけた。

《だいじょうぶ、あなたは特別なのです》




　初めてその声を聞いたのは、桜の花も散り、瑞みず々みずしい若葉が生おい茂しげる頃ころだった。

《あなたの目に映る、この色いろ鮮あざやかなセカイは、他ほかの人にとってモノトーンでしかない。だから、色を説明するなんて不可能なんです》

　突とつ然ぜん頭に侵しん入にゆうしてきたその声を、不思議と彼女は怖こわいとは思わなかった。

　どこかから降ってくるような、染しみ出してくるようなその声には、ついつい聞き入ってしまう何かがあった。長年の疑問を溶とかすような、光を感じた。

「誰だれ？」

　虚こ空くうに向かって聞き返すと、〝声〟は応こたえた。

《あなたの見ている景色は、あなただけにしか見えていない。あなたの心を苦しめる、その色や匂においや音は、けっして他人と分かち合えないのです》

　そう──

　クラスで笑って話していても、心から笑っていたことなんてなかった。

　恋こいの相談を受けても、進路の相談を受けても、愚おろかな迷いにしか思えなかった。

《他の人たちにあなたの苦く悩のうはない。感じないのです。なぜなら、彼らはモノトーンのセカイに住んでいるから。モノトーンの世界に深い悩なやみはない。だから、あなたの苦悩を理解する者もいない。だけど──世界は間ま違ちがいなく、あなたが見ている形で存在します》

「あたしは……どうしたらよいのですか」

　震ふるえる声で尋たずねると、声は一段低くなった。

《あなたが指針となりなさい。あなたが導きなさい。他の人たちは目の前に深い落とし穴があることなんて気がつきません。空気が日に日に薄うすくなっていることにも気がつきません。歪ゆがみゆく世界の悲鳴なんて聞こえません。だから、あなたが彼らの目となり、耳となり、頭脳となり、指針となるのです。それがあなたに──天から与あたえられた才（gift）なのです》

　声が消えた時、世界は一変していた。自分の中に力が湧わいているのに気がついた。どんなことでも出来る気がしていた。




　それなのに──魔法少女などというわけのわからぬ存在がこの世にある。

　この学園に寄生し、その影えい響きよう力を広げている。

　放課後、教室でひとり震える彼女に〝声〟は背後から優しく囁いてきた。

《恐おそれる必要はありません。あなたに弾だん劾がい出来ぬ者などないのです。志し賀が雅まさ彦ひこを壊こわしたように》

　……そうだ。数学教師、志賀雅彦。彼はあの事件以来、病気療りよう養ようという名目で学校を休んでいる。自分ならば、あらゆる者を弾劾出来る。なぜなら──

　あたしは、天から才（gift）を与えられた者だから。あたしは特別だから。

《大だい丈じよう夫ぶ──私にはあなたと同じ景色が見えるのですから》

　はい、シロガネさま。




　　　　一






　　第82回　大お度ど城き学がく園えん生徒会会長選挙　立候補者募ぼ集しゆう要よう項こう

　「〝俺（私）がやらねば誰がやる！〟

　来きたる五月十七日、いよいよ生徒会長選挙でありますっ！

　僕が会長なら、学園をこうするのに！

　あたしが会長ならば、こうするのにっ！

　各おの々おのひとつ公約を掲かかげていただき、立候補してくださいっ！

　全校生徒と教員による投票ののち、新会長が決定いたしますっ！

　　さあさあみなさん、奮ってご参加ください！

　明日の大度城学園を作るのは、あなたですっ！」


生徒会選挙管理委員会より










　……毎度思うけど、なんなんだ、これ。

　校門を入ってすぐの掲けい示じ板ばんの前で、ぼく、佐さ倉くら恭きよう一いちはそう思う。

　まあ、生徒会長の任期終しゆう了りようとともに、いよいよ今週末新生徒会長が選ばれるというのはわかるのだけど──今日はその新生徒会長立候補者たちの決意表明演説が行われる。つまり、午前中の授業自体がお休みとなっていた。

　どうせ休講なら、休校にしてくれればいいのに──とは思うけど。

　辺りは学園祭さながらの盛り上がりを見せていた。各候補者たちが、即そく席せきの壇だん上じようで手を振ふるい、声を嗄からしてそれぞれの公約を熱弁している。

　そう、この大度城学園では会長選挙は異様に盛り上がる。会長の権限が大きく、新会長の就任から一年間、その会長のカラーが実に色いろ濃こく学園運営に反映してしまうのだ。ずばり、ひとごとじゃない。

　ぼくは、さっき自動販はん売ばい機きで買ったコーヒーパックをすすりながら、幾いく人かの候補者の、パソコンで作成したと思われる自作選挙ポスターを眺ながめていた。

　なかなかとんでもない公約があったりする。

〝わたしが当選したら毎日授業を午前中で切り上げます☆　二年四組　相あい原はら里り絵え〟

　……教育委員会がほっとかないだろ。

〝僕を当選させてくれたならば、必ず皆みなの願い事を叶かなえます！　二年一組轟とどろき正しよう太た郎ろう〟

　……いや、そんなの神様だって無理だし。

〝俺が当選したあかつきには、週一で男子と女子の合同パーティーを開かい催さいする！　二年三組　土つち屋や耕こう介すけ〟

「……土屋、耕介？」

　思わず呟つぶやくと、

「なんか耕介出るらしいよ」

　横から声をかけられた。

　春の風に舞まう、さらさらのショートボブ。

　短めのスカート。そこから伸のびるすらりとした脚あし。

　それはぼくの幼よう稚ち園えんからの幼なじみ──水みず野のひなただった。

　目にかかる前まえ髪がみを、軽く指でどけたぼくの幼なじみは、その瞳ひとみを細め、おす、と微笑ほほえんだ。

「あいつらしいよね」

「……耕介が出るんだ？」

　ぼくが啞あ然ぜんと訊きくと、ひなちゃんは肩かたをすくめてみせた。

「ありえないことにポスター作って張り切ってたもん」

　……耕介が生徒会長。まったく想像出来ない。

「ホントに当選したら面おも白しろそうだけどね」

　そう言ってひなちゃんがパックの飲み物にストローを突つき刺さした時、ひときわ大きな歓かん声せいが背後から聞こえた。

　振り返ると、生徒たちから熱ねつ烈れつな歓声を受けたひとりの少女が、校門前の即席壇上に上ったところだった。手を振ってにっこりと応こたえている。

　二年二組学級委員、蘭らん丸まるあかねだった。

「今学期に入って、多発する生徒の集団同時夢見事件！　そこに深く絡からむと思われる魔ま法ほう少女の正体とは！　みなさん気になりますよね！　不思議だよね！　あたしが会長に選ばれたら、この不可思議な事件の究明に努め、必ず魔法少女の正体を暴あばきたいと思いますっ！」

　おおおおおぉ～☆

　なんて歓声が湧わき、また蘭丸はにこやかに両手を振り返していた。

　──魔法少女の正体を暴く？

　ぼくは高鳴る鼓こ動どうに胸を押さえ、必死で心の中で繰くり返した。

　……いや、大だい丈じよう夫ぶなはず。恋天使ラブエルの出番が熾ヴイジ界ヨン発生時に限定される以上、そうそう真実が暴かれるわけはない。ていうか、暴かれたら困る。

　と、突とつ然ぜん。

　ぴしゃり、とぼくの顔にピンク色の液体が降りかかった。顎あごまでべたべたする液体が滴したたり落ちる。

「…………」

「うえ～ぺっ！　……あっ……ごめん！」

　ひなちゃんが慌あわててハンカチを取り出すと顔を拭ふいてくれた。

「ごめん恭一……まずー、なにこれ。変な味がする」

　顔をしかめつつ、忙せわしくぼくの顔を拭くひなちゃんの手にはイチゴミルクのパック。

「どうしたの？　それ」

　ぼくが訊くと、見せてくれた。

　そのパックには黒いマジックペンで〝あげるのです☆　桃もも〟とだけ書かれていた。

「これ桃からだけど。机の上に置いてあったから持ってきたんだけど、なんかすっぱい」

「捨てた方がいいよ」

　ぼくが言うと、

「……悪いけどそうする」

　ひなちゃんは昇しよう降こう口横の手洗い場でうがいをした。ぼくは、パックを受け取ると、すこし匂においを嗅かいでみた。特に変な匂いはしなかったけど、まだ梅雨つゆ前とはいえ気温もずいぶん高いので古くなったのかもしれない。残りを排はい水すい口こうに流し、飲み終わっていた自分のコーヒーパックとともにごみ箱に捨てた。

　背中から声がかかる。

「さあて、恭一、そろそろ行こっか」

「そうだね」

　と言いつつも、ホントのところ非常に面めん倒どうくさい。

　何をどう間ま違ちがったのか、ぼくとひなちゃんは、これから森もり井い家に行かなければならないのだった。

　先週の数式訓練──あずささんに騙だまされて登校させられたあげく強制的に数式訓練まで受けさせられた、万年引きこもり体質の森井透とおるはより意固地になり、ぱったり学校に来なくなった。

　ちょうど午前中が休講であるからか、なぜかぼくが担任のゴーレム大おお橋はしに森井家まで行って連れん絡らく事じ項こうのプリントを渡わたしてこいと言われたわけで……しかも病気じゃないかぎり引きずってでも学校に連れて来いという厳命付き。そんなのぼくひとりじゃ無理だろ、とひなちゃんに声をかけ、燃える正義少女のひなちゃんは一も二もなく了りよう解かいしてくれた。

　まあ、ひとりなら憂ゆう鬱うつ極きわまりないのだけど、ひなちゃんとふたりのイベントになったことで、すこし心のどこかが浮うわついていたのは認めざるをえない。

「じゃ、行こうか」

　と、振ふり向くと……あれ？

　ひなちゃんの横に──楽しげに飛び跳はねる春はる野の桃もも香かと、虚うつろな目つきで桃ちゃんに腕うでを捕つかまれた吉よし住ずみ怜れいがいた。

「……なぜ？」

　ぼくが啞然と尋たずねると、天然彗すい星せい娘むすめ、春野桃香は元気よく腕を上げてみせた。

「桃ちゃんは、日直なうえに保健委員さんでもあるのですっ！　こういうイベントに参加するのはそれはもう自明の理というやつなのです！」

　ぼくはぼうっと桃ちゃんの黒くろ髪かみ長ちよう髪はつ小こ柄がらな身体からだを見たあと、横にいる眉び目もく秀しゆう麗れいな優等生を見た。

「なんでおれが……」

　吉住は眼鏡めがねのふちを押さえながら呟つぶやいている。

「そういうわけでもうひとりの日直、吉住くんも参加なのですっ！　おまけに吉住くんは学級委員さんなんだからこういう時は働くべきなのですっ☆　さあみんなで森井くんの家に行くのですっ♪」

　何がそういうわけでなのかさっぱりなのだけど……まったく余計なことしてくれる。何も吉住を連れて来ることないじゃん、とぼくは桃ちゃんを睨にらんだけど、天然彗星娘は気づいているのかいないのか、ただにこにこと笑っている。

「桃、イチゴミルク、腐くさってたよ？」

「イチゴミルクってなんですか？」

　なんて背後でひなちゃんと桃ちゃんが話しているのを確かく認にんすると、ぼくはそっと吉住に言う。

「吉住でも桃ちゃんのペースに乗せられるんだね」

「……あいつ動きが予測つかない」

　……同感。

　ぼくは振り返ってため息をついた。

　ひなちゃんと桃ちゃんは何かまだ言い合っていたけど、いつまでもここにいても仕方がない。こういうことは、とっとと終わらせるに限る。ぼくと吉住は先頭に立ち、大橋から貰もらった地図を広げ、森井家へと重い足を向けた。




　で、そこはなんていうか。

　失敗したドロットニングホルム宮きゆう殿でんというか、シンデレラ城というか、ある意味、宇宙船みたい、というか──

　その何と譬たとえたらよいかわからない豪ごう壮そう華か麗れいな建造物を、ぼく、吉住、ひなちゃん、桃ちゃんの四人が四人とも大口開けて、ただ見上げていた。

「すごいな」

　吉住怜が言った。

「すごいね」

　ひなちゃんが言った。

「なんで塔とうがあるのですか？」

　桃ちゃんが言った。

「ぼくに訊きかれても」

　ぼくが地図を片手に答える。

「ホントにここなの？」

　ひなちゃんがぼくの持っていた紙をのぞき込む。

「間違いないよ。住所は合ってる」

　ぼくが言うと、吉住がぽつり、と言った。

「明治から続く財ざい閥ばつのひとつに森井家というのがあるけど……まさかな」

　それは、桜さくらヶが丘おかの高台にある高級住宅街──つまり、お金持ちの方々が多く住む、桜ヶ丘市姫ひめ益ます町の中でも、またとびきり奇き抜ばつで巨きよ大だいな建造物だった。

「知らなかったのです！　森井くんって王様の家系だったのですか!?」

「日本に王様はいない」

　桃ちゃんの信じがたいコメントに、吉住の冷たい突つっ込み。

「いたのですっ！」

「いない」

「どっちでもいいけどさ、呼よび鈴りんてどこにあるの？」

　ひなちゃんの疑問はもっともだった。

　ぼくらが見上げるほど高い門柱の前でただうろうろとしていると、その声はどこからともなく降ってきた。

《どちらさまでございましょう？》

「うわ!?」

　ひなちゃんはのけぞるけど、吉住が冷静に応えた。

「森井透くんのクラスメートの吉住と申します。透くんはご在宅でしょうか」

　すんなりとこういう受け答えが出来る吉住怜という少年にたまに嫉しつ妬とを覚えるけど……大だい丈じよう夫ぶ。そんな時、心で呟く呪じゆ文もんを最近開発した。

　実はバイオレットのくせに。

　そう何度か唱えるだけでずいぶんと落ち着く。ていうか、そういうぼくはチェリーなのだけど。

　すると、落ち着いた声がまた聞こえた。

《透さまならお部屋にいらっしゃいます。いま門を開けますのでしばらくお待ちを》

「はい」

　吉住はただすまして唇くちびるを結んだ。

　立っているだけで絵になるとはこういう奴やつのことを言うのだろう。

　ひなちゃんはなんとなくどぎまぎと吉住を見つめている。

　……ただうろたえていただけの自分が恥はずかしい。

　心でため息をついていると、ゴゴンと鉄の黒い扉とびらが動き出した。

　ゆっくりと左右に開かれる。

《どうぞ、そのままお進みください》

　声に導かれるように、ぼくらはふらふらと塀へいの中へと招き入れられた。

　入ってたまげたのは、外から見えた奇き妙みような塔のある建物が住居本体ではないらしいということだった。館やかたはもっと先にあると思われる。ぼくらは、左右に広がるケヤキの大木に挟はさまれた小道を──進む、進む、進む。

　おいおい、と言いたくなるほど歩いたところで──

　ひなちゃんが言った。

「こんなすごい屋や敷しき住んでいたら、学校とか来る気なくなるよね」

　たしかに。門から玄げん関かんまでずいぶん歩いている。

　色とりどりの花が咲さき乱れる花か壇だんとビニールハウスを越こえ、ようやく見えたその館は──また、巨大で、壮そう麗れいで、やっぱりバブリーだった。

「いらっしゃいませ」

　玄関前には、もうお約束だろう、執バト事ラー服姿の老人が立っていて、恭うやうやしくこちらに頭を下げていた。

　長身、鷲わし鼻ばな、満月のような禿はげ頭あたま。

　彼は、杉すぎ本もと、と申します、と綺き麗れいなバリトンで自己紹しよう介かいすると、ぼくらを館の中、舞ぶ踏とう会でも開けそうなほどの玄関ホールに案内した。

　ひなちゃんがひそひそとぼくの耳元で囁ささやいた。

「この人、あれかな？　ドラマとかに出てくる執しつ事じさんかな？」

「たぶん」

「ていうか、森井くんってなんでうちみたいな公立にいるの？」

「ようするに、自じ慢まんしたいんじゃないのかな」

「違ちがう、下々の暮らしの実じつ践せんだ」

　ぼくらのひそひそ話に、上から声が降ってきた。

　だだっ広い、ホールの中央には広い階段。二階（天てん井じようが馬鹿高いので三階分くらいはあるけど）の廊ろう下かの手すりに手をかけた、ガウン姿の森井透が、あいかわらずのいけすかない目つきでぼくらを見下ろしていた。

「おまえら、なんだよ？　なんで、そんな大人数で来てんだ？」

「先生に言われて連れん絡らく事じ項こうを持ってきたのです！」

「ついでに学校に連れて来い、と命令された」

　森井の嫌いやみたっぷりのセリフに桃ちゃんとぼくが答える。

「ゴーレム大橋か？」

「そーだよ、はやくガッコいこーよ」

　呆あきれた口調の森井にひなちゃんが言い返すと、

「ち、余計なお世話だ。おい、杉本。お茶でも出して帰ってもらえ」

　なんて森井が吐はき捨てるように言った瞬しゆん間かん。

「ちょっとっ！」

　すかさず、ひなちゃんが叫さけぶ。

「あのさ、そんな態度ないんじゃない？　別にガッコ行きたくないなら、そう言ってくれればすぐ帰るよ、感じ悪いなっ！」

　怒ど鳴なりつけられ──森井はちょいと小首をかしげる。

　何か感じ悪いこと言ったか？　といった趣おもむきだった。

「杉本。ケーキでもつけてやっといてくれ」

「そーゆー問題じゃないでしょっ」

「何のケーキですかっ？」

　ひなちゃんの声にかぶせるように桃ちゃんが口を挟む。

「本日はピエール・マルコリーニのガトーショコラがご用意出来ます」

　と、杉本執事の渋しぶい声。

「ぴ、ぴ、ピエール・マルコリーニっっ？　ぎゃー、桃ちゃんずっと食べたかったのですっ」

「こら、桃っ」

　大おお騒さわぎする、ひなちゃんと桃ちゃんを尻しり目めに、吉住は杉本執事に学校の書類を渡わたすと、くるっと踵きびすを返した。

「あれ、どこ行くの？」

　ひなちゃんが訊きくと、一言無愛想に「用は済んだ」と言う吉住怜。

　そのまま退出しようとする。

「あ、あたしもガッコ行く」

　ひなちゃんも言う。残念そうな桃ちゃんはちらちらとぼくを見た。

「ぼくも行くよ？」

　そうぼくが言うと、杉本執事が幾いく分ぶん小さめの、穏おだやかな声でそっと語りかけてきた。

「申し訳ありません。透さまは、ああいうもの言いにこそなりますが、この度たびのように御ご学友が訪ねてくる、ということにどう対処してよいかわからないだけなのです。まもなく本人も降りて参ると思います。どうか、すこしだけでもお茶を召めし上がって行ってくださいませんか」

　真しん摯しな眼まな差ざし。

　独特の韻いんを踏ふんだイントネーション。

　誠実が服を着ているみたいなこの老執事さんの申し出を拒きよ絶ぜつ出来るほどぼくらは押しが強くない。

　──と、言う訳で。

　その屋や敷しきの、だだっ広い応接室へと通された。

　まあ、ここの家具・調度品については語るに及およぶまい。うんと、つまり、まあ、ぼくの知らないような超ちよう一流品、だと思われる。触さわるのも憚はばかられるような白い陶とう器きに、透すき通った黄金きん色の紅茶が注がれ、そして、白いお皿には噂うわさのピエールなんとかくんが載のせられていた。ていうか、ぼくらこんなにのんびりしている場合なのか？　大橋の許可があるとはいえいまは学校にいるべき時間なわけで──

「すごいっ！　うまいっ！　ここは天国ですかっ？」

「うわ！　これがチョコレートだとしたら、いままであたしが食べてたものはなに？」

　一口含ふくんだ桃ちゃんの絶ぜつ叫きように、ひなちゃんの相づちが続く。ふたりはピエールくんに早々と口をつけていた。つられた吉住もひとくち含む。

「……う」

　さすがにそこまでのリアクションを皆みなに見せられると世界から外れているぼくとはいえ、気になるってものだった。どれどれとお皿を手に取った、その時──見た。

　大おお振ぶりの年季の入った木製扉とびらの陰かげから、ちょいちょいと森井透がぼくを手招きしていた。それは、ちょうどぼくと吉住の位置からしか見えない角度だったので、思わずぼくは吉住を見る。さすが、武道の名家の嫡ちやく男なん、吉住怜も気がついていて、軽く頷うなずいた。ケーキに夢中になっている女子たちにトイレと告げてぼくらはそっと立ち上がった。




「おまえら、よく平気で学校なんて行ってられるなっ」

　ぼくと吉住が廊ろう下かに出るなり、森井にぐいぐいと引っ張られ、どこまで長いんだという廊下をくぐり抜ぬけて、その部屋に着くなりそうぶちかまされた。

　森井はそう叫ぶと、一人掛がけの王様ソファに腹立たしげに飛び乗る。

　なんか、機先を制された感じがするけど、ぼくとしては……この部屋の広さにびっくりしていた。

　三十畳じようはあるんじゃないかという、広大な空間に各種ゲーム機完備。モニターは五十インチはある代しろ物もので、もちろん５・１チャンネルステレオシステムが接続されている。右側の壁かべには所狭せましとコミックが並べられ、左側の壁には無数のフィギュアがそれぞれのポーズでかっこよく身構えていた。

　これが──森井の部屋？

「おい、佐倉、聞いてるのかよ？」

　聞いてる。聞いているけど……この部屋は夢の空間だった。これで引きこもらないほうがおかしい。ていうか、ぼくはどちらかというと、ここに閉じこめられたい。

「これ、これ、このパソコンなに？」

「マックだよ。８Core pro。ウィンドウズなら、そっちにある。リナックスベースもあるぞ……っておい、佐倉、真面まじ目めにやれよっ」

　……趣しゆ味みで引きこもっているやつに言われたくないんだけど。

「つまり、あれか」

　吉住が腕うでを組みつつ割り込んだ。

「おまえは、先週あずささんに騙だまされたことでふてくされている、と」

　すかさず森井は、違ちがうっと唾つばを飛ばした。

「ボクはな、ひたすら考え続けていたんだ。なんでボクらが恋天使なんてしなきゃならないのか。どうしたら逃のがれられるのかってな」

「ふうん。結論は出たの？」

　空いていたもうひとつのソファに勝手に腰こし掛かけさせてもらうと、ぼくは尋たずねた。

　すると意外にも──森井は、ああ、と頷いた。

「あずさのケータイだ」

　ぼくと吉住は顔を見合わせる。

「あの、銀色の？」

「そう！　あいつなんか重要な時、あれをいつもいじってやがるだろ？　あれに実はすべてのデータが入っているんじゃねーのか？」

「すべてのデータ？」

「鈍にぶいやつらだな」

　苛いら立だたしげに森井は、首もとをぐい、と見せつけた。そこには当然、界層間縦断数式受信端たん末まつ〝オペラ〟がある。

「こいつの正統な主の情報だよっ！」

　……あ。

「あずさのやつは、この界層がぼくらを選んだとか言っていたけどよ、その界層自体が歪ゆがんでいるとも言っていたよな？　この界層じゃ不具合も起きるさ、とかよ。それって、もともとこのオペラは、恋天使となるはずの女の子に向けて派は遣けんされたってことじゃねーのか？」

「…………」

　──たしかに。

　次から次に起きる暴風のような出来事についつい忘れていたけれど、たしかにあずささんはそう言っていた。

　考えてみると、あんな魔ま法ほう少女チックなアイテムがもともと男子向けに開発されたとは思えない。

「なるほどな──あずささんのケータイを奪うばう、か」

　吉住も眼鏡めがねのふちに手をあて、頷いた。

「もしケータイの中に情報がなかったとしても、あのケータイなら刻こく時じ機き構こうにアクセスして何か情報を得られる可能性はある」

「…………」

「…………」

　その突とつ拍ぴよう子しもなく、だけどすべての謎なぞが一気に解けそうなアイディアにみな言葉を失う。初めて芽生えた希望に互たがいの顔を息を止めて見つめていた。

　ややあって吉住が言う。

「……やってみる価値はある」

「やろうぜ」と森井。

　そして、うん、と頷くぼく。

　物語始まって以来の連帯感。

　無理やり魔法少女をやらされてる中学男子の結束感。

　たしかにそれらしきものが芽生えていた。三人が互いにそんなキャラじゃないのに、思わず手に手を重ねそうになったその時だった。

　ぼくの前まえ髪がみがはらり、と目にかかる。

「……あ？」

「……おい？」

「……え？」

　森井が、吉住が、ぼくの顔を見つめていて──ぼくの首もとのオペラは温かく発光していた。

　て……え、これって。まさか？

　だけどいつもなら世界を制圧するかのような光が溢あふれるのに、その日は温かくなっただけだった。やがて、首に締しまる銀のチョーカーは再び有機的な輝かがやきを内包して静まりかえる。

　……なんだったんだ？

　ぼくがふたりを見ると、ふたりは、まだぼくを信じられないものでも見るかのように見つめていた。

「……あの。何か？」

「いや……なんでおまえ変身してんだよ？」

　その森井の言葉に──ぼくは慌あわてて顔を、身体からだを、髪をなで回す。

　肩かたになだれ落ちる長くつややかな黒髪。

　わずかに白くなった肌はだ。丸みを帯びた身体。

　そして──膨ふくらむ、胸……

「え……あれっ？　お……声も？」

　髪の色こそ普ふ段だんのままだったけど、まさか……チェリーになってる？　いや……いつもの天地がひっくり返るような異常な昂こう揚よう感はない。目の中に碧みどりの数式も浮うかんでいない。だけどこの身体の形状……まさか……まさか。
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　──身体だけ女性化してる？

「……なんで？」

　ぼくのその声は、澄すんでて高くて森井の広い部屋にぽつんとこだました。

　吉住はただぼう然とぼくを見つめていて。

　森井はどこか吞のん気きに言った。

「……男の制服のままのチェリーって悪くねえかも」

　……おい。

「そんなこと言ってる場合じゃ……なんでぼくだけ？」

　オペラが反応したということは、何かしらの異常を感知したということだろうけど──だけど吉住も森井も男のままというのがおかしい。だいたい熾ヴイ界ジヨンで蟲人ヒートや数式イクス保持者ペラーと戦うならまだしも、この日常で無意味に外見だけチェリーなんかにされるなんて……ありえない。拷ごう問もんだ。人権侵しん害がいで、悪意しか感じなくて、ていうか吉住に森井。その目やめろ。

　ぼくが慌てていると、部屋のドアがノックされた。

　全員が思わず、その場で飛び上がる。

「恭ちゃん？　森井くん？　吉住くん？　まだ学校行かないのですか？」

　その声は、桃ちゃんだった。

「ちょ……桃ちゃん、だめっ」

　が、叫さけんだぼくのその声も、やっぱり高く透すき通っていたわけで。

「へ？」

「開けるなっ！」

「あれ……女の子？」

　ガチャ。

　て……開けやがった。

「…………」

「…………」

「…………」

　固まるぼくと、森井と吉住。それを見てやっぱり固まる桃ちゃん。

「…………むふ♥」

　だけど、彼女がにんまりと言うことには。

「なーんか、面おも白しろそうなことしてるじゃないですか☆」




　　　　二




「キミ面白いことになってんな」

　あずささんはぼくを見るなり、噴ふき出しそうな顔でそう言った。

　桃ももちゃんの協力のもと、ひなちゃんにはぼくら三人が先に学校へ行ったということにしてもらって、あの後、なんとかぼくと吉よし住ずみと森もり井いは学校にたどり着き、そのまま速そつ攻こうで保健室にやってきた。

　すべてを知るはずの、刻こく時じ機き構こう第１１７界かい層そう監かん査さ官かん、ユーノ＝プルコこと、御み門かどあずささんに相談に来たわけだけど……この人は頭のねじがどこか緩ゆるんでいるのか、まともなコメントを発したためしがない。赤い眼鏡めがねを押し上げて、きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせ言ったものだった。

「いやあ、サラサラの黒くろ髪かみもかわいーなあ☆　男子の制服のまま女によ体たい化かってのがそそるね！　ナッキーみたい♪」

　……〝ナッキー〟って誰だれだよ。

　ぼくはそのいいかげんなパイナップル頭の養護教きよう諭ゆを睨にらむけど、

「怒おこった顔もかわいー♪」

　いきなりあずささんに両手包みされて、ぐりぐりと頰ほおずりされた。

「ちょっと！　やめてくださいっ」

「いやホントかわいいぞ、おまえ」と森井。

「…………」

　何とか言ってくれ、と最後の希望として吉住を見ると、吉住はひとつ咳せき払ばらい。ていうか、なんで顔赤いんだ吉住。

「さ、佐さ倉くらがこうなったのは、界層異常ではないんですか？」

　吉住があずささんに訊きくけど、むー、と彼女は例の銀色ケータイを取り出して忙せわしくいじって、やがて首を捻ひねった。

「界層異常はない。熾ヴイ界ジヨンの発生もない。数式関かん与よもない、と」

　どういうことだろね、とあずささんはお約束のタバコに火をつけた。ていうか、ここ保健室なのに。

「まあ、考えられるのは微び弱じやくな数式をキミのオペラが感知したってことだけど──あっ」

　そこまでのんびり話してきて、急にあずささんは大声を上げた。

「待てよ……そーゆーことか？」

「わかったんですか？」

　ぼくらが乗り出すと、

「いや、こないだのシロガネだけどね。キミらのオペラに感知されずに蘭らん丸まるたちを操あやつる方法がひとつだけあった」

　──シロガネ。

　蘭丸あかねたちが名乗った組織。

　そして、熾ヴイ界ジヨンの中、宙から染しみ出した謎なぞの人物の名。

　明らかにこの間の蟲人ヒートたちはその声に影えい響きようされているようだった。

　たしか、あずささんは永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやが関与しているって言っていたけど……

　ぼくらが見つめる中、あずささんは、もったいぶってタバコの灰を缶かんコーヒーの空き缶にぽんぽんとていねいに落とすと、にこりと笑った。

「それは、血液を飲ませること」

「血液を……飲ませる？」

　皆みな、ぽかん、とあずささんを見る。意味がわからない。

「ちゃんと説明しろよ」

　森井が苛いら立だたしげに脚あしを組むと、あずささんはふっと笑う。

「まあ血なんてただの水分と鉄分とヘモグロビンさ。だけど数式イクス保持者ペラーとなると一味違ちがう。言ったよね？　キミら恋天使ラブエルみたいにオペラで数式貸たい与よされている者とは違い、正式な数式保持イクスペ者ラーとは血液に数式を織り込ませている者を言う。その数式入りの血を飲ませた場合、己おのれの範はん疇ちゆうとしてある程度自由に操ることは可能さ。ほら例えば──妙みようちくりんな宗教のイニシエーションとか。ドラキュラ伯はく爵しやくだって、自らの血を飲ませ眷けん族ぞくを増やそうとするだろ？　あれあれ」

　……いや、ドラキュラ伯爵って。

　ぼくがその譬たとえに呆あきれていると、吉住が言う。

「だけど、人を操るほどの数式をオペラは感知しないんですか？」

「微び量りようの血液がしかも体内に入った状態じゃ感知は無理だよ。まあ……操るってのも、その母体となる数式イクス保持者ペラーがよほど近くにいないと不可能なのがネックだけど」

　なんか微妙にずれていく話に、ぼくは、あのうと割って入った。

「……で、ぼくはどうしてこんな格好になったんでしょう？」

「ああそうか。ごめんごめん忘れてた」

　あははー、といいかげんな養護教諭は頭を搔かいた。

「つまりね、キミの近くにその微弱な数式を感知したということじゃないのかな」

「は？」

　森井家で？

　ていうか、変身してしまった時、部屋には吉住と森井しかいなかった。このふたりが数式に関係しているのは当たり前だし、いままで一いつ緒しよにいて別に変身なんてしなかった。

「それ、おかしくないですか？」

　ぼくが言うとあずささんは、吉住と森井を見る。

「……あれれ？　そうすると怜れいちゃんも森井くんも変身してるはずだよね……わけわかんないね」

　……おい。

「やっぱ信用ならねえっ！　おまえと喋しやべってると不安が増すだけなんだよっ！」

「ひどーい」

　森井の言葉に、あずささんは傷ついたような素そ振ぶりをみせる。

「まあ、調べとくよ。数式までＤダウンロードされていないってことは軽度の障害だろうし」

　……いや、軽度って。かなりぼくにとって重い状じよう況きようなのですが。

「まあ、コーヒーでも飲んでゆっくり考えようよ」

　にっこりと笑って立ち上がったあずささんにぼくはため息をつく。

　たしかに、慌あわてるべき事態ではあるのだけど、慌ててもどうしようもない。ここは落ち着いて、ひとつひとつ先週からの事件を整理していくべきだった。

　と、そこでぼくは、ずっと気になっていた疑問を思い出した。この際訊いておくべきかもしれない。

「あずささん。ひとつ訊いていいですか？　敵はひなちゃんの恋スヴ粉ニールが欲しくて熾ヴイ界ジヨンを意図的に作るよう動いてくるわけですけど……ひなちゃん自身に蟲レウを憑つかせようとはしてこないんですか？」

　即そく席せき灰皿と化したコーヒー缶にタバコの吸すい殻がらを落としていた彼女はつい、とぼくを見た。

「さすが──冠かん八系。要点をつかむのが早い」

　……は？

　わけわかんない言葉に、ぼくがきょとん、としていると、あずささんはいやいやこっちの話、と続けた。

「もし憑いたら何せクランだからね、熾ヴイ界ジヨンの範はん囲いがとんでもないことになる。もちろん、水みず野ののクランは熾ヴイジ界ヨン発生と同時に切り離はなされる」

「ちょっとっ！」

　ぼくが思わず腰こしを浮うかせると、

「まあ、大だい丈じよう夫ぶ」

　あずささんは、にこり、と笑った。

「クラン級の恋粉を持つ人間のフィルターはそうそう破られない。だから、敵もわざわざ他人の熾ヴイ界ジヨンに水野を懸けん命めいに巻き込もうとするわけさ」

　そう言って、彼女はお気楽に簡易台所へと向かった。

「それにさ」

　ポットに水を注ぎながらあずささんは言う。

「あの子、心にネガティブさがなさそうじゃん？」

　…………。

　あずささんはノンキに言うけど──それは、違ちがう。

　つき合いの長いぼくにはわかる。ひなちゃんはあんなキャラだから気がつきにくいけど、もろい部分を持っている。ていうか誰だれの傍そばにだって闇やみはある。その闇の淵ふちに気がつかないか、気がついてて近寄ろうとしないか、の違いしかない。

　ぼくが、敵ならば──間違いなくひなちゃん自身を狙ねらう。その方が確実だし、巨きよ大だいな熾ヴイ界ジヨンを構成する以上、他ほかの人間の恋粉もいっぺんに採取出来るんじゃないのか。

　なんて思っていると、森井がぼくの方を見てなにやらバチバチと目を瞑つぶっているのに気がついた。忙せわしくまばたきしているようにしか見えないけど、ひょっとしたらウインクのつもりかもしれない。

　森井が懸命に視線で示すその先には、あずささんの机があり、机の上には、あのケータイが無防備に置かれていた。

　……あ。

　ぼくは、鼻歌交じりにコーヒーポットを火にかけ、カップの用意をするあずささんの背中と、そのケータイを交こう互ごに見る。

「……佐倉、早く」

　たしかに最大のチャンス。

　ぼくがそうっと手を伸のばしたその時、あずささんがくるっと振ふり返った。

「あ、前回シロガネに操あやつられた子たち、その後どう？」

　うわ。

　ぼくは慌てて机の上にあった、〝中学生の保健体育〟と書かれた本をわざとらしく取るふりをしながら、

「いや、特に……普ふ通つうにしていますけど」

　と答えた。

「ふーん。まあ、しばらく油断しちゃダメよ」

　そう言うと、あずささんはまた台所に向かい、嬉うれしそうに棚たなからコーヒー豆を取り出した。

「これこれ。待ってなよ、めちゃ美味うまいの淹いれてあげるからさっ♪」

　そうご機き嫌げんのあずささんの体勢は先ほどとは違う。軽くこちら側に身体からだの向きが変わっているせいでケータイがとりづらい。

「あずささん、訊いていいですか？」

　すると、吉住が立ち上がり、あずささんの視界からぼくが隠かくれるように進み、質問してくれた。

「数式イクス保持者ペラーはどれくらい近くにいたら血を飲ませたやつを操れるんですか？」

　ナイス。吉住。

「お、いい質問だね☆　声が聞こえる範囲なら、高度な数式イクス保持者ペラーなら操れる。こないだ宙から声がしたろ？　あれとか」

　あずささんが吉住と話している、いまがチャンスだった。

　ぼくが机の上で銀の輝かがやきを放つそのケータイに手をかけたその瞬しゆん間かん、いきなりケータイから『プロジェクトＡ』のテーマが流れ始めた。

「……うわっ」

「お」

　その音に、あずささんはつかつかとパイナップル頭を揺ゆらし歩み寄ると、ぼくからさんきゅー、とケータイを受け取り、電話に出た。

「……もしもし？　あー久しぶりじゃんっ☆　は？　合コン？　えへへー、いいけどさー。次はちょっとレベルあげてよー？　こないだマザコンみたいなやつ多めだったじゃん？　医者とか言わないけどもーすこしさー」

　この人、なんて着メロ使っているんだ……とぼくは破は裂れつしそうな心臓を押さえていると、吉住がそっと話しかけてきた。

「……電話が終わった後が勝負だ。俺が彼女の注意をひくから、おまえはケータイを奪うばい一度保健室から出ていけ」

　ぼくは頷うなずく。

「……おっけー☆　土曜日七時ね、了りよう解かい。おめかししていくよーん。ばーい」

　あずささんは、そう言って電話を切るとそのままケータイを白衣のポケットへと入れてしまった。

「…………」

　がく然とするぼくらに、「ああごめんごめん、で、なんだっけ？」とにこやかに微笑ほほえむあずささん。

　吉住は、ち、と軽く舌打ちした後、仕方なく切り出した。

「だけど、シロガネがまだ捕つかまっていないということは、また何か企たくらむ可能性がある、ということですよね」

「そーだね。だけど血を飲ませるってやり方がわかった以上、そうそう舐なめた真似まねさせないから」

　なんて、あずささんは自身たっぷりに言うけど、この人どこか抜ぬけている気がして怖こわい。ぼくがそう疑いの目でお気楽養護教きよう諭ゆの様子を窺うかがっていると、目の前に香こうばしい匂においを漂ただよわせた白いコーヒーカップが差し出された。

「はい☆」

　あずささんは嬉しそうに微笑む。

「飲んでみて」

「…………」

　言われて──ぼくは一口、すする。

　う……これ。

「……美味おいしい」

　ていうか、絶ぜつ妙みよう。苦いのに口の中に苦味が残らない。

　あずささんはにまり、と笑うと一言。

「数式入りだけど──あはは、なんちゃってー」

　思わずぶっと噴ふき出したコーヒーがあずささんの白衣にかかった瞬間──

「……馬鹿っ佐倉！」

　吉住が猛もう然ぜんと動き出した。

「あずささん、大だい丈じよう夫ぶですか？　火傷やけどは？」

「は？　いや、全然……」

　ぽかん、とするあずささんを尻しり目めに、吉住は続けた。

「いや、とりあえず脱ぬいだほうがいいです」

　そのままてきぱきとあずささんから白衣を脱がすと、ぼくに押し付けた。

「佐倉！　染しみになるといけない。すぐに洗ってこい」

　──あ、そうか。

「いやいや、気にしないでも……」

　なんて言ってるあずささんを無視して、ぼくは全力で、すみませんっと言い残し、ケータイ入りの白衣を手に、保健室の出口から外へと飛び出した。

　で、息も切れよと駆かけ、駆け続けた。

　男子の制服に女子の身体。

　目立つことこのうえないけど、そんなこと気にしてはいられない。一メートルでもあずささんから離はなれるべく、ぼくは生徒たちの視線を浴びながら懸けん命めいに駆け続け、人のあまり来ない本校舎裏にたどり着く。

　どこか薄うす暗ぐらく木立の息いき遣づかいが濃こい〝雌めす狼おおかみの池〟のほとりで、ぼくはようやく膝ひざに手をつき、切れまくった息を整えた。

　そして、右手に握にぎりしめた白衣を見る。

　手に持ったあずささんの白衣からは、どこか大人の匂いがした。それはぼくの罪の意識が感じさせる背徳の匂いかもしれなかったけど──ぼくはもう一度辺りを見回して誰もいないのを確かく認にんし、中から銀色のケータイを取り出した。

　初めてあずささんのケータイを間近に見たけど、のっぺりとした流線型の折おり畳たたみ式の携けい帯たい電話で、市し販はんされているものとなんら変わりがない。

　そして……この中に。

　この中に、本来ならば魔ま法ほう少女……いや、恋天使として選ばれるべき少女の情報があるかもしれないのだった。

　異世界の通信機器。異世界への入り口。

　ぼくらを取り巻く数々の疑問の答えがこの向こうにある。

　て……ちょっと待て、ぼく。

　ぼくらはそれを知ってどうしようというのか？　決まってる。ぼくらをオペラから解放してもらうに決まっている。あのくだらない恋天使というコスプレ魔法少女の任務から解放してもらう。だけど──

　だけど、どうしてどこか気が晴れないのだろう？

　あずささんを騙だますようにして手に入れたから？

　いや……

　不意にひなちゃんの顔が思い浮うかんだ。

　森井の推測通り、この世界に正義感溢あふれる恋天使に選ばれるべき少女がいるとして──ぼくには、心当たりがありすぎた。

　燃える正義感。

　それを支える行動力。

　もし、ぼくの推測通り本来の恋天使が〝水野ひなた〟だったとして、ぼくはどうする？　ぼくの代わりに恋天使になって戦えと言えるのだろうか？　そこまで考えて、そのケータイを開くのが途と方ほうもない決断であることがやっとわかった。

　どこかで鳥たちがのどかにさえずり、風が吹いて木々がざわめいた。

「馬鹿だな……」

　ぼくは首を振ふる。

　彼女じゃ……ひなちゃんじゃないかもしれないのに。この学園だけでも女の子は無数にいて、この世界に至ってはそれこそ星の数ほど存在する。それにやっぱり男子が恋天使をさせられているこの状じよう況きようは間ま違ちがっているし、もともと刻時機構ほどの組織が選びに選んだ子の方が、もっといろいろとうまくこなすはずだった。

　それに──ぼくのいまの格好。

　長くつややかな髪かみに、柔やわらかく膨ふくらんだ胸に、丸みを帯びた体つき。

　この格好は誰だれがどんな言い訳しても間違ってるだろ。

　ひとつ大きく息を吸い、開けようとしたその時。

「いたいた☆　ここにいたのですねっ♪」

「…………」

　振り向くと、そこには春はる野の桃もも香かが息を切らしてにんまりとしていた。

「捜さがしたのですよ、恭子ちゃん♪」

　……あの、この子。

　どうしてぼくのいるとこがこう正確にわかるのですか。




　で、ぼくが桃ちゃんに引きずられるように、ずるずると連れて行かれたそこは──本校舎渡わたり廊ろう下か横にある女子更こう衣い室。

　まあ授業が休講である以上当たり前ではあるのだけど、中には誰もいない。男子がおいそれと入っていい場所じゃないのだけど──実は二度目だった。前に一度耕こう介すけに無理やり連れてこられ、壊こわれたロッカーに閉じこめられたことがある。あの時以来の入室。

「じゃじゃーん☆」

　入るなり桃ちゃんが嬉うれしそうに紙かみ袋ぶくろから取り出したそれは。

　大お度ど城き学がく園えん女子セーラー服。

「……ホントに着ないとダメなの？」

　ぼくが小さく尋たずねると、

「そういうこと言うですか？　かわいい女の子が男子制服のままなんて目立ってかわいそーだから、わざわざ心配した桃ちゃんが、予備の制服持ってきたのにっ」

　そう言って、ぷう、と頰ほおを膨らませる天然彗すい星せい娘むすめ。

「……わかったよ」

　ぼくが、ため息まじりにそう応こたえると、

「あ、あ、桃ちゃん着せてあげるのですっ♪　これでなかなかセーラー服って特とく殊しゆな着物なのです！」

　……そうなのか？

　そこまで言われると初体験のことに気弱にならざるを得ない。ぼくはいいように上着、シャツ、と手て際ぎわよく桃ちゃんに脱ぬがされていき、ついにＴシャツとズボン姿にされてしまった。

「胸の膨らみがえっちいのです」

「……桃ちゃん、本当にぼくのこと心配してくれているんだよね？」

「当たり前じゃないですか！」

　そう言いつつも、桃ちゃんはぼくのズボンにぬふふう、と手をかける。

「あ、ちょっと！　ズボンは自分でやるよ！」

「ここまで来たら任せるのです♪」

「……ちょ、やめろっ」

「嫌いやよ嫌よも好きのうちっていうじゃないですか☆」

　……いや、こいつ、間違いなく楽しんでいる。

　じたばたと桃ちゃんと組み合っていると──

　突とつ然ぜん、ガラっと更衣室の引き戸が開けられた。

「ひいっ」

　ぼくが思わず持っていた上着を抱だきしめると──そこには、蘭丸あかねと……えーと、たしか高たか橋はしという桃ちゃんよりさらに小こ柄がらな女の子、蘭丸親衛隊その三がいた。

　蘭丸は、あいかわらずの冷静な目つきで、じろ、とぼくらを見つめる。

　う……やばい。

　彼女の射ぬくような視線に、ぼくは凍こおりついた。

　先週、熾ヴイ界ジヨンの中で蘭丸あかねは、チェリーを見ている。熾ヴイ界ジヨンの記き憶おくが少しでも残っていたらまずい……なんて心配して固まっていたけど、彼女は、どいてくれる？　とあっさりぼくの横を通り過ぎていった。

　思わず、長く息を吐はくけど──目で追うと、彼女は手にビニール袋を持っていて、そのまま窓際のロッカーの前に陣じん取どった。

　……いや、これはこれでまずいだろ。

　彼女が女子更衣室ですることなんてひとつだった。

　ぼくが目をそらす間もなく──蘭丸は勢いよくがばっと上着を脱いだ。顕あらわになった下着姿がまともに目に入る。慌あわてて目を背そむけたけど、網もう膜まくに焼きついた。ピンクの下着。

「桃ちゃん……ホントまずいって、ここ」

「ほらほら、女の子同士照れてる場合じゃないのです」

　そんなこと言って、桃ちゃんは再びぼくのズボンに手をかける。

「……ちょっと！　やめろっ」

「女の子がそんな喋しやべり方はいけないのです☆」

「…………」

「ほら、恭ちゃん？　女の子はこーゆー時、なんて言うのですか？」

　……こいつ。こいつ。わざとやってるとこが憎にくらしい。

　ぼくは顔を真っ赤にして、頑がん張ばって言ってみた。

「お願い……やめて」

　……ぐわー。恥はずかしい。

　ていうか自動口調変へん換かん機能って実は有り難がたかったんじゃないのか、ひょっとして。

「まあ、かわいく言われてもやめるわけにはいかないのですけどね☆」

　……こいつ。いつか殺ス。

「あ～暑いね」

　蘭丸はこちらの騒そう々ぞうしさなんてまるで気にせず、汗あせをかいたのか、代わりの制服に着き替がえていた。そっか……彼女は朝からずっと生徒会選挙のための演説を繰くり返していたのだった。

「高橋。いまのどうだった？」

　そう小柄な取り巻き少女に尋ねている。

　訊きかれた短たん髪ぱつおかっぱの少女は、さいですな、と奇き妙みような喋り方で応えた。

「勇ゆう壮そうにして華か麗れい。篤とく実じつにして明めい瞭りよう──演説として完全無欠かと思うのでありますね」

　それはまるで政治家と秘書のようだった。

「ここからが大事だよ」

　そう言うと、蘭丸はぼくらの方をちらり、と見る。

　ぼくは慌てて顔を背そむけた。て……気がついたら、Ｔシャツがひっぺがされていたりする。

「ひゃあっ……？」

　もぞもぞと桃ちゃんに胸むな元もとをまさぐられ、何かを押し付けられていた。

「これはスポーツブラなのです。たぶん桃ちゃんのだと小さくて無理なので借りてきたのです。かわいーぱんちーもあるのですっ！」

　……いや、パンツなんていいから、胸から手を離はなせ。

「けど、いいなー恭ちゃん、ひなちゃん級にグラマーなのです」

「え……これ、ひなちゃんの？」

「サイズぴったりなのですっ！」

　ぼくにスポーツブラとやらを着け終わると、桃ちゃんは力強く頷うなずいた。

　サイズＬ。
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　いや、Ｌがどのくらいとかわかんないけど、ぼくの胸がこの大きさで、ぴったりで、ていうことは、ひなちゃんもこのくらい……いや！　いやいやいや！　ぼくは首をぶんぶんと振ふり回す。早く着替えて脱だつ出しゆつしないとまずい。ぼくのアイデンティティはいよいよ崩ほう壊かいする。壊かい滅めつしてしまう。

「……でさ……は大だい丈じよう夫ぶなの？」

　その時、蘭丸と高橋の幾いく分ぶん声を潜ひそめた会話が聞こえてきた。

「……もう場所は……目標も……はずでありますね」

　内容がよくわからない。

　あれ……待てよ？

　あずささんの言葉が蘇よみがえる。あの人たしか、しばらく油断しちゃダメだ、とか言ってなかったか。それっていまのふたりは、シロガネの影えい響きよう下にあるってことじゃないのだろうか。

　蘭丸の語気が鋭するどくなった。

「……しっかりやりなよ？　今回失敗したら許さないからね？　あたし以外にこの学園を仕切れる人なんていないのよ」

　……今回？　失敗？

　この会話が、生徒会長選のものなのか、別のものなのか、気になった。まだこの学園のどこかにはシロガネがいる。だけど、あずささんは操あやつるには声が届くほど近くにいる必要があるとも言っていた。この女子更こう衣い室には、ぼくら四人以外誰だれもいない。ということは、この会話はシロガネとは関係がないのだろうか。

「……こら。聞いてますか？　恭ちゃん」

　不意に桃ちゃんに耳を引っ張られた。

「え……なんだよ？」

　会話聞き取りを邪じや魔まされたぼくが機き嫌げん悪く振り返ると、桃ちゃんはそっとぼくの耳元で囁ささやいた。

「あとふたりの魔ま法ほう少女さんってあのふたりだったのですね」

　…………。

「……え」

「すぐにぴーんときたのです☆」

　……ごめん、吉住。森井。

　ていうか、あの状じよう況きようからじゃあのふたりが相当事情に通じた人間には見られてしまうわけで……これは不ふ可か抗こう力りよくだ。だいたいぼくが悪いんじゃない。

「だけど」

　柔やわらかく微笑ほほえんだ桃ちゃんは意外なことを言った。

「よかったですね。恭ちゃん、お友達ができたじゃないですか」

　そのにっこりと細まる大きな瞳ひとみに、すこしまごつく。

「いや……あれは友達じゃないだろ……いや、でしょ。ぼ……あたしらはたまたま揃そろってこんなひどい目に遭あってるだけで──」

　照れなくてよいのですよ、と桃ちゃんに頭をくしゃくしゃとなでられた。

「ほらほら、ピンチを共有すると友情が芽生えたりするのですし」

「…………」

「恭ちゃんに友達が出来るのは桃ちゃんも嬉うれしいのです」

　……そうなのか。

　なんとなく、ほだされた感じがしたぼくは──だけど、見てしまった。

　桃ちゃんの瞳はにまりと輝かがやいている。

　それは新しいおもちゃを手に入れた子供の瞳だった。

　しかも、ふたつ同時に。

　──何度騙だまされれば気が済むんだ、ぼく。

　どこかこれからの吉住と森井を哀あわれんでいると……背中に突つき刺ささる鋭い視線を感じる。そっと振り返ると、着き替がえ終わった蘭丸あかねが腰こしに手をあて、こちらを睨にらんでいた。

「え……あの、何か？」

「あなたたちさ、自分たちだけの更衣室じゃないんだからすこしは遠えん慮りよして使いなさいよ。通れないじゃない」

　蘭丸はそう言ってぼくらの足あし下もとを顎あごでしゃくった。

　見ると──たしかに。

　通路には、ぼくの衣服が散らばっていて、蘭丸の足下まで続いていた。ていうか、ガクランに、養護教きよう諭ゆの白衣に、女子の制服。

　……コスプレーヤーか、ぼく。

「ご……ごめん」

　慌あわててぼくが服を集めようとすると、蘭丸もため息まじりに、それらのひとつを手に取って首を捻ひねる。

「白衣？」

「……あ」

「あなた、どっかで会ったかしら」

「……え」

　……やばい。

　その時、蘭丸が無造作に持ち上げた白衣から、ごつん、と床ゆかに何か落ちた。

　それは、あずささんのケータイだった。

　……もう、やばすぎる。

　ぼくがケータイと白衣を取り返そうと、慌てたせいか今度は蘭丸の衣服の包まれたビニール袋ぶくろを落としてしまった。中身が広がる。

「あああ。ごめん！　ごめんなさい！」

「もー、恭ちゃん何してるですか？」

　桃ちゃんも拾いにきてくれたけど、

「触さわらないで！」

　ふたり揃って蘭丸に一いつ喝かつされた。思わず直立不動となるぼくと桃ちゃんをまるっきり無視して蘭丸は跪ひざまずく。

　苛いら立だたしげに自分の荷物を拾いまとめていた彼女に、そっと取り巻き少女高橋が近づいた。耳元で言う。

「選挙期間中でありますよ」

「…………」

　すると、ぼくらに向き直った蘭丸あかねは一度咳せき払ばらい。

　てへ、とかわいく笑う。それは、びびるくらいの見事な笑え顔がお。

「言いすぎちゃったね。ごめん」

「そういうわけで、新生徒会長候補、蘭丸あかねをよろしくであります！」

　すかさず高橋が、しゅぴっと敬礼するという見事なコンビネーションを見せたふたりは、そのまま女王様と侍じ女じよのように更こう衣い室から出ていった。

「…………」

　ぼくは、動けず。

「選挙活動というのもたいへんなのですね……」

　桃ちゃんはぽかんと見送るけど……たしかに。

　蘭丸の生まれ持った政治家的気質というやつだった。

　先週の事件だって、彼女はシロガネに操られていたとはいえ、志し賀がを弾だん劾がいするあの迫はく力りよくは、彼女本来のものだったんじゃないかという気がする。ぼくがこの世界に感じていることをもっと激しく痛感し、そして改革し得うるだけの才能と気き概がいを持つ少女──蘭丸あかね。共感を覚えないこともないけど、ついていけないな、とも思う。

「さあて」

　その声にぼくが振ふり向くと、ぼくのスカートのホックを留め終わった桃ちゃんがすこし離はなれて、まじまじとぼくを見つめていた。顎にかわいらしく手を当て、んー、とぼくの格好をチェックしている。

　ぼくも自分の服装をそっと見る。たしかに、女子セーラー服は装着完かん了りようなのだけど……あれ？

「……これ、どこかおかしくない？」

　ぼくが訊きくと、桃ちゃんはほっぺに手を当て満面の笑みで頷うなずいた。

「これでいいのですっ！　ちょーエロいのです！」

「……は？」

「カメラ持ってくるのですっ！」

　言うが早いか、まさに彗すい星せいのように桃ちゃんは更衣室を飛び出して行ってしまった。

「…………」

　ぼくはもう一度制服を見る。スカートを手でつまんでみて気がついた。

　そうか……これ、小こ柄がらな桃ちゃんの制服だから、ぼくには小さいのだった。つまり、上着はぱつぱつだし、スカートは超ちようミニ状態。

　これは……これは別な意味で目立っちゃうんじゃないのか。

「……どんどん状じよう況きようが悪くなってるじゃないか」

　もう泣きたくなった。ひどい。ひどすぎる。

　ぼくは、いよいよ浮ういている。浮きまくっている。精神だけじゃなく身体からだまで世界から浮いてしまった。このままずっとこの姿だとすると家にも帰れない。そのことにいまごろ思いが至り、本当に世界にひとりぼっちになった気がして情けないことに涙るい腺せんが緩ゆるんだ。

「……ちくしょう」

　泣くまいと歯を食いしばった。窓のカーテンのすき間から見える行き交かう生徒たちの笑いさざめくその様子がとんでもなく羨うらやましく感じられた。

　神様──もう、何も望みません。魔ま法ほう少女にされるのも耐たえます。いいかげんな界かい層そう監かん査さ官かんにも我が慢まんしますし、永中科儀社とも率そつ先せんして戦います。だから、意味ない女によ体たい化とかやめてください。心から願います。祈いのります。ていうか、いますぐ元に戻もどさないと呪のろい殺すぞ、このやろう。

「泣くなよ」

「……あ」

　いつの間にか、思いっきり涙なみだがこぼれていた。

　慌あわてて腕うでで涙を拭ぬぐい見ると、更衣室の入り口に吉住と森井がいた。

「その格好で泣くと、いよいよ女じゃんか」

「……もう消えたい」

　ぼくは言ったけど、ふたりは、沈ちん黙もくで応こたえた。

　さすがに同情してくれているのかもしれない。

　……なんてちょっとでも思ったぼくが馬鹿だった。

「悩のう殺さつだな、おまえ」と森井。

「……そのスカートはちょっとやりすぎだろ」

　吉住まで照れつつ言う。

「おまえらさっ！　ぼくが好きでやってると思ってるのか？」

　ぼくは怒ど鳴なるけど──森井は吞のん気きに返したものだった。

「女の子の声で、ぼくっていいな♥」

　呆あきれるぼくに構わず、森井はなぜか扉とびらのとこまで行ってきょろきょろと辺りを見回し、女子更衣室の扉を閉める。何してるんだこいつ、とか思ってたら、さささっとぼくに近寄ってきた。

「佐倉、ものは相談なんだけど……」

　その輝かがやいた目つきに本能で危険を感じた。その目はぼくの胸むな元もとを見ている。思わずあとずさった。

「ちょっとだけ……な？」

　……は？

「ちょっとでいいから！　すこしでいいから！」

「ちょ……やめっ……」

　突とつ然ぜん、ぼくの胸を鷲わしづかみする森井を両手で懸けん命めいに遠ざける。

「こいつ……変態だっ」

「……いいかげんにしろ」

　頰ほおを紅潮させた吉住が森井の首根っこをつかみ引き離してくれた。

　……森井って。全世界の女子のためにも、引きこもってるべきだろ。

　はあはあ、と息を切らして森井を睨にらんでいたぼくに、

「ところで、佐倉」

　吉住が顔を向けた。

「あずささんのケータイはどうなった？」

　そう気を取り直すように訊いてきた。

　あ、そうか。

　連れん鎖さ爆ばく弾だん級のアクシデントにすっかり忘れていた。

　ぼくはポケットから銀色のケータイを取り出す。

「そうだそうだ！　これでホントの魔法少女が特定出来ればボクらは解放されるはずだろ？　早く見ようぜ！」

　森井も寄ってくる。

　……そうだ。

　希望ならここにあったじゃないか。

　ぼくは銀色に眩まぶしく輝くケータイに目を落とした。

　普ふ通つう、妙みよう齢れいの女性のプライバシーをのぞき見るなんて許されない。けど、もうたくさんだった。早いところそれなりに平へい穏おんだったあの日々に戻りたい。こんな変態チックな設定から解放されたかった。

　高鳴る心臓の音とともに、折り畳たたまれたケータイを開く。

　待ち受け画面は、なぜかジョージ・ワシントンの肖しよう像ぞう画が。あずささん変わった趣しゆ味みしてるな、とか思いつつ自分のケータイ電話を持たないぼくがもたもたとしていると、貸せ、と森井に奪うばわれた。器用に操作してみせる森井の手の中のケータイをぼくものぞき込んだ。

「……これ、ホントにあずさのか？」

　画面には、数人の生徒たちと写した写真が次から次に出てくる。ペットらしき犬のあどけない姿も映し出された。登録されていた着メロはアイドル歌手のものが多い。

「貸せ」

　今度は吉住がいじる。

「これは……」

　やがて、額を押さえた。

「──違ちがう。あずささんのケータイじゃない」

「は？」

　力なく吉住が差し出してきたその画面には──

　蘭丸あかね──そう個人プロ登録フイ情報ールが表示されていた。

「…………」

「…………なんで？」

　ぼくがぼう然と訊きくと、

「こっちが訊きてーよっ！」

　森井に突つっ込まれた。

　あれ……え、じゃあさっき？

　散らばった衣服を拾い集めた時、蘭丸のケータイとあずささんのケータイが入れ替かわった？

「おまえなあ……」

　森井が肩かたを落とし、吉住もため息をつき、ぼくは脱だつ力りよくした。

　……運命の神様ってやつがいるとして。

　どこまでややこしいことにすれば気が済むのだろう？

　春の日差しうららかな午前中──女子更こう衣い室で。

　ぼくらに芽生えた希望はあっさり消し飛んでしまっていた。

　その時、どたたたた、と駆かける足音が廊ろう下かから聞こえて──どかん、と女子更衣室の扉が開け放たれた。

　慌あわてる森井と吉住に目もくれず、懸命に切れ切れの息を整えているその子は、春野桃香。

　髪かみが乱れ、いつもの明るさがない。顔色も白かった。

　ぼくを懸命に見るその目はなぜか涙なみだ目めだった。

　その時、なぜかぼくの脳のう裏りには、嫌いやな知らせだとわかった。どうしたの、と訊く前に何が起きたのか悟さとったような気がしていた。

「桃ちゃん、頑がん張ばったのです……頑張ったのですけど……」

　熾ヴイ界ジヨンが現れる前の独特の緊きん張ちよう感。

　異界からの接せつ触しよくを五感のすべてで感じ取ったような焦しよう燥そう感。

　じわじわと逃にげ道をなくされていくような感覚が、どうしていままで隠かくれていたのかわからなくなるほど、肌はだに、脳裏に蘇よみがえり立ち上っていた。

「ひなちゃんが、攫さらわれたのです」




　　　　三




　ぼくは馬鹿だ。

　前回、シロガネにあんな目に遭あわされておきながら、あずささんのケータイやら、身体からだが女の子になってしまったりとか、そんなことに夢中で、一番肝かん心じんなことを忘れてしまっていた。

　この世界には、ひなちゃんを、ひなちゃんの恋スヴ粉ニールを狙ねらうやつらがいる、ということ。

　桃ももちゃんの言うことから推測するに、それはシロガネに間違いなかった。その生徒たちは異様な力で桃ちゃんやクラスメートたちをどかし、並の男子くらいなら十二分に対たい抗こうするひなちゃんを無理やり連れ去っていったという。全員が能面のような銀色の面をつけていたという。

　白昼堂々と、ひなちゃんが攫われたってことは──間違いない。シロガネはひなちゃん自身に蟲レウを憑つけることを目的としていて、その準備が整ったということだった。

　あの時、保健室であずささんと会話しながらこの可能性に辿たどりついていたくせに──ぼくは、自分のことばかり考えていたんじゃないのか。真魔ま法ほう少女なんて探している場合じゃなかったんじゃないのか。

　苦い思いが、頭の中を狂くるおしく吹ふき荒あれていたぼくに、吉よし住ずみは言う。

「佐さ倉くら、落ち着け」

　共に横を駆けながら、続ける。

「水みず野のの行ゆく方えを捜さがすというより、蘭らん丸まるたちの行きそうなところを捜したほうがいい」

　ミニスカートはすーすーとするけど、走るとパンツが見えるんじゃないか、とか冷や冷やするけど、そんなこと気にしている場合じゃなかった。

　ぼくは頷うなずくと、吉住と共に、学園中をひなちゃんの姿を求めて駆けた。行く先々で生徒会立候補者の演説にたくさんの生徒たちが集まっていたけど、そのどこにも蘭丸たちはいなかった。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、ぼくらはそこら中にいる生徒たちに訊いて廻まわる。

「ひなちゃん、二年三組の水野ひなたを見なかった？」

　なんて声をかけた相手が悪かった。

「うわ！　かわいいじゃん、キミ！」

　髪かみ形がたに妙みように気を遣つかったひょろりとした男子生徒。振ふり向くなり、緩ゆるんだ笑えみを浮うかべ、ぼくに寄ってきた。

「何年？　どこのクラス？　名前教えてよ♥」

「え……ぼく……いや、あたしは……」

　うろたえてると、その男子生徒が突とつ然ぜんたじっとあとずさる。

「──二年二組、蘭丸あかねを見てないか？」

　ぼくの背後で、吉住が無愛想に輪をかけた、鋭するどい眼光でその男子生徒を睨にらみつけていた。

「……いえ、見てないです」

　吉住に気け圧おされるように、そのまま男子生徒は去っていく。

「……ありがとう」

　ぼくが礼を言うと、

「……別に」

　吉住はそのまま、水飲み場で蛇じや口ぐちを捻ひねり、勢い良く口元から水を注ぎ込んだ。

　グラウンドのあちこちで、たくさんの生徒たちが候補者たちの演説に聞き入っている。そのグラウンドに面した理科棟正面の水飲み場から、ぼくはたくさんの生徒たちの中に、ひなちゃんの姿を追い求めていた。

「あいつら、どうしたかな」

　水を飲み終わった吉住がぽつり、と言う。

　あの後、女子更こう衣い室でぼくらは二手に分かれていた。

　ぼくと吉住。

　桃ちゃんと森もり井い。

　少しでも手が欲しいうえに、学園内には、男女で公然と入れるところが分かれる以上男女で一組の方がいい、という吉住の発案だった。

「わからない。けど、今回は熾ヴイ界ジヨンが出来た時点でまずい。のんびり構えていられない」

　ぼくはまた歩き出す。時間がもったいなかった。

　次、熾ヴイ界ジヨンが出来て、ぼくらが恋天使ラブエルに変身したとしても、それがひなちゃんの熾ヴイ界ジヨンなら、彼女のクランは奪うばい取られている。そして、ひなちゃんの心に穴が空いてしまっているということだった。

「ケータイを奪ったから気まずいけど、あずささんに知らせたほうがいいかもな」

　数歩歩き出したぼくの背中に、吉住の声がした。

「シロガネが数式イクス保持者ペラーの血液を飲まされた連中である以上、オペラは反応しない。生身のおれたちでは限界がある」

　たしかに、もうそうするべきだった。ぼくらだけじゃどうしようもない。

　背後の理科棟をぐるっと廻った中庭には、保健室がある。そこに向かおうとした時に、どこかから聞き覚えのある電子音が聞こえた。慌あわててポケットに手を突つっ込み、銀色のケータイを取り出す。それは、あずささんのケータイと間ま違ちがわれた蘭丸の携けい帯たい電話からだった。

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたけど、そのまま出る。

「もしもし──？」

《やあ、チェリー》

「…………!?」

　その声は──

　あの時、あの場所で、中空から染しみ出した声。

「……シロガネ」

　ぼくの呟つぶやきに、吉住もケータイに耳を寄せてくる。

《どうもいろいろとイレギュラーな事態が続きますね。さすがは第１１７界層といったところですか》

「ひなちゃんをどうしたんだよ」

　ぼくが押し殺した声で訊きくと、くすくすと笑う声が受話口から聞こえてきた。

《なぜ熾ヴイ界ジヨンなしに、あなたがすでに存在しているのかさっぱりわかりませんが……幸い、まだ数式を駆かる恋天使ではないようだ》

　ぼくは叫さけんだ。

「ひなちゃんをどうしたんだよ！」

《彼女なら、これから儀ぎ式しきに使わせてもらうだけですよ》

　そう冷たい声で返答され、ぼくは声を失った。

「……儀式？」

　吉住が呟いていた。忙せわしく考えを巡めぐらしているようだったけど、ぼくはもう冷静でいられなかった。

「……ひなちゃんの心のフィルターが簡単に破れると思ったら大間違いだ。あの子は強いんだ。必ずそれまでに見つけ出してやる」

《さあて……どうですかね》

　声はまるっきり動どう揺ようの素そ振ぶりさえ見せない。

《人の心なんてささいなことで崩くずれる。闇やみなんて誰だれの傍そばにもある。誰のセリフでしたかね》

　ひやり、とした。どうしてぼくの心の奥の底までわかる？

　また、くすくすと笑われる。

《……聖職であるはずの教師が生徒と恋こいに落ちる。家庭では良い父親である男性が会社の金を横領する。権力の集中する政治家・官かん僚りようなんて腐ふ敗はいの温おん床しようであり、心の範のりたるべき宗教に至っては錬れん金きん術じゆつの代名詞ですらある。そんなこと、あなたならわかっていると思ってましたけどね》

　……そうだ。この世界はそういうふうにでき上がってしまっていて、それはそうなんだけど、ひなちゃんは──

《絶対、なんてない。完全無欠の精神など存在しないのですよ。心の攻せめようなんて無数にある。聖域を破は壊かいすればいい》

　やばい……反論したいのだけど、こいつは恐おそろしいほどぼくの基本思想を読んでいる。

《だけどね》

　声はひとつ低く、聞き取りにくくなった。

《万が一にでも恋天使に出て来られるとまずいわけです。あなたには何度も煮にえ湯を飲まされていますから》

　煮え湯……？　それはたしかこの間も言われた気がする。こいつはぼくに強い悪意を持っている。ぼくは以前、こいつに会ったことがある？

「佐倉、聞こえない。奴やつはなんて？」

　吉住が、厳しく言った。だけど、なぜか──ぼくの手が、口が、動かせない。吉住のその問いに答えることが出来ない。

《こちらとしては万ばん全ぜんを尽つくしたい。なにせ恋天使と戦うことを禁じられているのでね──あなたはすこしの間封ふうじられる必要がある》

　その声にからめ捕とられる。

　身体からだが──ぼくの意思を無視して、見知らぬ方向に曲がった。

《行きなさい》

　ぼくの足が、動き始める。

「佐倉っ！」

　吉住がぼくの肩かたに手をかけるけど、その吉住を引きずるかのように、ぼくはまっすぐに見知らぬ方向へと歩を進めていた。

「ち」

　吉住はそのまま、ぼくの正面に廻まわると勢いよくぼくの頰ほおを叩たたいた。

「しっかりしろ、佐倉」

　頰の痛みも感じて、周りの生徒たちがぼくらを見ていたけど──どこかそれはテレビの中の出来事のようで現実感がとんでもなく希き薄はくだった。

　色のない世界。

　リアルさのカケラもない世界。

　思考能力が意識の底の方でゆらゆらとしているだけで、まるで活動する気配がなかった。そして──

　吉住の声も遠く揺ゆらいでいった。




　どれくらいの時間が経たったのか──

　闇から浮うかぶようにわずかに光が見えた。

　それはぼくの背後にある窓から差す光が、正面の何かに反射している光だった。

「佐倉」

　……え？

　その声に横を見ると、吉住怜れいがいた。

　疲つかれたように、髪かみの中にぐしゃりと手を突つっ込み、片方の脚あしをまげ、そこに肘ひじをついてぼくを見ていた。

「目が覚めたか？」

「ここは──あれ？　なんで？」

　薄うす暗ぐらい室内を見み渡わたすと、そこは六畳じようほどの狭せまく埃ほこりにまみれた空間で、見覚えのある器具類が所狭しと並んでいた。

　バスケットボールを積み上げたカゴ。体操のマット。幾いくつもの試合用ビブス。そして、跳とび箱ばこ──

「ここ……体育の？」

「そう、用具室」

　ぼくと吉住はふたりで壁かべに立て掛かけられたマットを背もたれに床ゆかに座っていた。

「……なんで？」

「おれが聞きたい」

　吉住はふう、とひとつため息をついた。

　なんでも、吉住の話によると、ぼくはあのシロガネとの電話の途と中ちゆうでふらふらと体育館に向かって歩き始めたのだという。吉住が力ずくで止めようとしても、ものすごい力でそのまま歩み続け、仕方なく吉住もついてくる羽目になったのだという。

「おまえは迷わずこの第一用具室に入っていった。おれがここから引きずり出そうとしてもダメだった」

　吉住はくい、と頰を見せた。そこには、爪つめによるひっかき傷が出来ていた。

「そしたら、この扉とびらが外から閉められた。たぶん、シロガネだろう。おまえや春はる野のが言ってた銀の面をつけていた」

　ぼくは正面の扉を見る。引き戸式になっているそれはなんとか壊こわせるんじゃないか、と立ち上がり扉に手をかけてみるけど、

「開かない。外から何かかませてあるらしい」

　吉住が淡たん々たんと言った。

「……そっか、なんか……ごめん」

　ぼくは再びすとん、と腰こしを下ろし謝った。

　が、すかさず吉住は顔を背そむける。怒おこっているのかと思ったら、向こうを向いたまま、ぼそっと言った。

「佐倉……パンツ見える」

　……え？

「うわ……ごめん」

　そうだ。ぼくはスカートだったのだ。ていうか、こんな事態に巻き込まれるのだったらいっそ男子制服のままの方がよかったとか思うけど、もう遅おそい。

　女の子座りってこうだっけ？　と膝ひざをくっつけたまま足を横に流すと、吉住がようやくこっちをそっと見た。

「佐倉がその格好だとなんかな……まずいよな」

「だって、仕方ないだろ」

　ぼくはそう言い返すけど……なぜか妙みように吉住の体温がいつもより近く熱く感じられていた。

　考えてみたら、薄暗い密室に男子と女子（身体だけだけど）がふたりきりなわけで、誰が開けてくれるにしろ多少の問題になるのは想像出来た。

　薄い壁の向こうからは、生徒会長立候補者たちの演説が漏もれ聞こえてくる。外ではあいかわらずの日常があって、ぼくらはここでその世界からふたりきり隔かく絶ぜつされている。

「どうしよう……？」

　ぼくが吉住を見ると、吉住は髪に突っ込んだ手をそのままぐしゃぐしゃとかき混ぜた。うつむいて考え込むその姿に一いつ瞬しゆん見とれた。その横顔は悔くやしいけど、やっぱり絵になる。なんか窓から差し込む光が、通った鼻び梁りようや形良い唇くちびるを浮き立たせ、どこか宗教画っぽかった。そりゃ女の子も放ほうっておかないよな、と眺ながめていたら、

「吉住さ」

　と、思わずぼくは口を開いてしまっていた。

「好きな子いるって言っていたよね。先週、あの戦いの後」

　思わず咳せき込む吉住怜。

「……なんだよ、いきなり」

「その子はもういないってどういう意味？」

「…………」

　吉住は暫しばらく、ぼくの顔を見つめていたけど、ついと顔をそらし、

「だから、存在しないって言ってるだろ」

　そうどこか苛いら々いらとした口調で言った。

「……ごめん」

　普ふ通つうに考えて相手はもうこの世にいない、ということだろう。訊きいちゃいけないこともあるよな、とぼくは思うけど、一方でひなちゃんの、もしかしたら顕あらわれることなく奪うばい去られるかもしれない恋こいに対して、どうしようもないやるせなさを感じていた。

「おまえは水野が好きなのか」

　突とつ然ぜん、吉住がそう尋たずねてきた。

「…………」

　たしかにこんなストレートに訊かれても答えようがない。

　すると、吉住はただ息を深く吐はき、

「……ま、がんばれよ」

　そう低く呟つぶやき、また顔をそらした。

　その言い方がなんかむかつく。

　……ていうか、ひなちゃんの恋の本命が言っていいセリフじゃないだろ。

　そう言い返しそうになったけど、膝を抱かかえて我が慢まんした。

「だから、佐倉、その格好……」

「しょっちゅう告白されてるような奴やつにはわかんないよ」

「…………」

　言ってしまった。八つ当たり以外の何ものでもない、その言葉。

　案の定、吉住は押し黙だまった。

　ひなちゃんがシロガネたちに捕つかまってしまったというのに、為なす術すべなくこんな所に閉じこめられている、このぼくらの状じよう況きように苛立っていた。焦あせっていたのだと思う。

　突然、吉住が言った。

「佐倉、欲しくて仕方がないおもちゃがあるとして。それの代わりにバナナやりんごをもらって嬉うれしいか」

「え？」

「チョコや自転車を買ってもらったら、おもちゃは欲しくなくなるのか」

「その譬たとえはひどいだろ」

「本当に欲しいものを知ってしまったら、手に入れるまで苦く悩のうは続く。人の心ってそんなもんじゃないのか」

「…………」

　ひどい譬えだけど、それは一面の真実だった。

　吉住怜は、たしかに誰かに恋をしている。しかも、それはきっと叶かなうことない恋な気がしていた。

　あずささんの言う通り、吉住が好きな子に死なれていたとしたら。それはぼくにとってひなちゃんに蟲レウが憑つくという事態に等しい。もしひなちゃんが蟲レウに憑かれたら、彼女は吉住への想おもいを奪われる。そんなのぼくにとってはむしろ都合のいい話なのかもしれないけど、それは彼女の心に欠損を作ってしまうだろう。それで死ぬこともないし、日常生活に影えい響きようがあるわけでもない。だけど、きっとどこかでひなちゃんの輝かがやきを奪う。

　生きていながら、生きていない。

　死んでいないのに、死んでいる。

　そんなぼくみたいな瞳ひとみにだけはひなちゃんになってほしくないと思う。そう言いたいのに、うまく言えない。こういう時、自分が果てしなく嫌いやになる。

「……おまえの言うことはわからない」

　やがて吉住はそう言った。

「……ぼくもわからなくなった」

　ぼくは言う。

「言っていいか」

　しばらくして、吉住はどこか投げやりな態度で切り出した。

「おれはおまえの考え方が苦手だ」

「…………」

「虫むし酸ずが走ると言ってもいい」

「…………」

「ネガティブでいて、いいことなんていっこもない」

　そう言って吉住も膝ひざを抱え、そこに顔を埋うずめた。

　ぼくは自然と言い返していた。

「そんなの一番ぼくが嫌きらいに決まってるじゃないか」

　吉住が顔をあげた。

「耕こう介すけは生まれついて恋こい心ごころが多いからあまり変わったように見えないけど、あいつだってあの事件のあとしばらくぼうっとしていることがあったんだ。藍あい住ずみさんだって、志し賀がだって、きっと憶おぼえていないだけで心のどこかに穴が空いているんだ。そんな人これ以上増えちゃいけないことだけはわかる。ひなちゃんを、そういう目に遭あわせるのはやなんだ」

　いつの間にか一生懸けん命めい喋しやべっていた。それでも言いたいことと微び妙みようにずれていることはわかる。それがたまらなく不純に感じてぼくは言葉を紡つむぐのが嫌いなのだけど、珍めずらしくそう吐き出していた。

　言いたいことがうまく伝わらない。

　そう思うたび、実感する。やっぱりぼくはセカイから外れている。

　だけど、ふ、と横から息の漏もれる音が聞こえて──

　突然、吉住は白い歯を見せた。

「そういうとこはチェリーなんだな」

　そして、どこか照れ臭くさそうに続ける。

「そういうのは悪くないと思う」

　え……あれ？　伝わっている？

　ていうか、一いつ瞬しゆんだったけど……初めて吉住の笑え顔がおを見た。これはひなちゃん惚ほれるだろ、とか思うけどそれが悔くやしくないほど澄すみきった笑顔だった。そして、吉住怜という無愛想の権ごん化げの、心の一部に触ふれた気がしていた。

　なんて言い返していいかわからない。わからないけど、とりあえず──

「……ありがとう」

　そう言った。

　いや、本当に素す直なおな気持ちでそう言ったのだけど。

「……おまえ」

　吉住は、ずざざとあとずさりしていた。

「その顔でうるうると見るな」

　あ……そっか。ぼくの顔はいまチェリーなのだった。

　なぜか吉住は壁かべに向かい、ぶつぶつと自分に言い聞かせるように呟つぶやいていた。

「……こいつは佐倉だ。身体からだが女になろうと佐倉だ。佐倉」

　……当たり前だろ？

　そんなにこの顔は女の子なのだろうか。考えてみたら、チェリーになった時じっくりと自分の顔を見たことがなかった。さっき更こう衣い室でしっかりと見ておけば良かったとか思うけど、それはやっぱりどこか怖こわい。

「……よし」

　咳せき払ばらいとともに突とつ然ぜん、吉住が振ふり向いた。その顔はまだ照れ臭そうだったけど、何かを振り払はらうように言った。

「このままじゃ埒らちが明かない。朝からのおまえの行動を詳くわしく話してみろ。まだ打つ手はあるかもしれない」

「ぼくの行動？」

　この状態で何をどう出来るのかわからないけど、吉住がそう言うとそんな気にもなってくる。

「まず、おまえだけが女の身体になった理由。何かおれや森井がしてなくて、おまえだけがしたことがあるはずだ」

「そんなこと言われても」

　ぼく自身の行こう為いは思い出すことは可能だけど、吉住や森井がしていないこととなるとわかるわけがない。

「思い出せ。その行為はたぶん水野に関係している」

　ひなちゃんに……？

「連中が水野に何かしようとして、それをおまえが阻そ止ししているとか。意識的にしろ、無意識にしろ」

　そう言われて今朝のことを思い出した。たしか今朝、ぼくが掲けい示じ板ばんの前で会長選挙のポスターを見ていて、そこにひなちゃんが来て、話して……

「……あ」

「どうした？」

　そうか──ぼくは吉住の腕うでをつかんだ。

「牛乳だ！　牛乳がかかった！　ひなちゃんの飲んでいた……たしかイチゴミルク」

「イチゴミルク？」

「そう、机に置いてあったって。桃ちゃんからで……だけど、あれ……？　そうだ、桃ちゃんはイチゴミルクを知らないようなことを言ってて」

　そこまで聞いて、吉住は頷うなずいた。

「あずささんは言ってたよな。オペラに感知させずに人を数式で操あやつるには、血液を飲ませる必要があると。微び量りようでいいとは言っていたが、その飲み物に混入されていたんじゃないのか」

　そうか──

　ひなちゃんはすぐに吐はき出したけど、ぼくの顔にかかった。すぐにハンカチで拭ふいてくれたけど──ぼくは咽のどや顎あごの辺りを触さわる。どこかべとつく感じがあった。そうか、このわずかに服や皮ひ膚ふに残った数式入りイチゴミルクに、オペラが中ちゆう途と半はん端ぱに反応したということなら、ぼくのこの身体の変化も説明がつくんじゃないのか？

「──しっ」

　その時、吉住が唇くちびるに人さし指を立てた。

　扉とびらの向こうで校内放送を告げる鐘かねが鳴っていた。

《大お度ど城き学がく園えん生徒のみなさん。これより体育館第一コートにて臨時全校集会を行います》

　……臨時集会？

《繰くり返します、これより体育館第一コートにて臨時全校集会を行います。議題は──》

　そして、校内中に響ひびくその声はとんでもないことを告げた。

《魔ま法ほう少女の特定です》

「やばい──」

　ぼくは、立ち上がり、扉に肩かたからぶつかる。その後、蹴けり上げた。

「開けろっ！　誰だれか！」

「佐倉、どけ」

　吉住が、そこにあった跳とび箱ばこの一番上の段を持ち上げた。

　そして、振りかぶるとそれを勢いよく扉にぶつけた。ぼくは思わず手で顔を庇かばうけど、凄すさまじい音おん響きようとともに無情にも跳び箱は跳はね返ってきただけだった。

　ち、と舌打ちすると、吉住は扉を叩たたいた。

「おい！　誰かいないのか！」

　その声に──

「まあ、待ちなよ」

　どこかで聞き覚えのある声が扉の向こうから聞こえた。

　女性の声だった。あずささん？　いや……違ちがう。

　扉の向こうで何をしたのか。やがて、扉はするり、と開き、猛もう烈れつな光が差し込んだ。眩まぶしい。明順応する間もなく、扉の向こうのその影かげは言った。

「こんなとこでふたりきりかよ。まったく仕方ないな、青春まっさかりは」

　目が……慣れていく。ゆっくりと視界の中で形作られるその人は。

　緩ゆるやかに波打つなだらかな髪かみ。

　モデルのような凹おう凸とつ鮮あざやかなプロポーション。

　赤い唇をにやり、と曲げた──大度城学園教育実習生・夕ゆう凪なぎやよいさんだった。

「準備はいいかい？　まもなく魔ま女じよ裁判が始まるぜ」







　　　　四




　ぼくと吉よし住ずみが駆かけつけた体育館第一コートの壇だん上じようには──

　能面のように無表情な生徒会役員がいる。

　マネキンのように生命力を感じさせない教職員がいる。

　舞ぶ台たい下両側には他ほかの教職員もいて、生徒たちは次々にこの体育館第一コートに集まりつつあった。

　ざわつく無数の生徒たちの上にマイクを通したその声が響き渡わたる。

《みなさんお静かに。これより、魔法少女特定裁判を行います。議事進行は、裏生徒会〝白しろ銀がね〟です》

　生徒たちが一いつ斉せいにざわめき、その生徒たちの最後列で、ぼくも見る。舞台中央に進み出た四人の生徒たちは、誰もがみな銀色の面を着けていた。

　そして、中央の少女が手を上げると同時に、体育会の連中に引き立てられるように舞台袖そでから連れ出されたのは──ひなちゃんだった。

「……放せ、こらっっ」

　ひなちゃんが大暴れしているけど、後ろの巨きよ漢かんはびくともしない。

　その異様な様子に、生徒たちは一様に騒さわぎ始めると──パアン、と激しく何かが叩きつけられる音がする。舞台上のパイプ椅い子すに腰こし掛かけていた体育の武む藤とうが竹刀しない片手に立ち上がっていた。

「おるあ、静かにしろっ！　殺すぞッ！」

　野太いいつもの声で生徒たちを静まらせた。一いつ瞬しゆんで五百人を超こえる生徒たちが静まり返った。いや──いつも武藤は怖こわいけど……今日は殺意すら感じる。

「……え？」「怖いよ、なんで？」

　その異常さに、泣き出す女子生徒の姿も見えた。

「ありがとうございます、武藤先生」

　中央にいた銀面の少女が、恭うやうやしく武藤に頭を下げ、進み出た。マイクに向かって言う。

《みなさん、もうご存じですよね。先々週、全校生徒が突とつ如じよ気を失い、気がついたら全員が校庭に倒たおれ伏ふしていた事件──気を失っている間、ほぼ全員が奇き妙みような夢を見ていて、その主たる内容が三人のかわいらしい衣い装しようを着た女の子の姿だという謎なぞの事件……学校側の発表では地下のガス管からのガス漏もれによる心神喪そう失しつ事件と発表されているけど──あたしは違うと思う》

　こくり、とぼくの咽のどが鳴った。

《魔法少女は実在するのよ》

　生徒たちの無数の息いき遣づかいが一瞬止まったように感じた。

　やばい……これは、たしかに魔女裁判だった。中世ヨーロッパで吹ふき荒あれた人類史上類を見ない集団ヒステリー状態。恐きよう怖ふと群集心理が結びついた、けっして馬鹿にできない壮そう大だいな異い端たん査問システム。

《ここにひとりの少女がいます。その名は水みず野のひなたといいます》

　ひなちゃんは負けじと、両りよう腕うでを背後で押さえつけられつつも銀の仮面の少女を睨にらみつけ、唇くちびるを一文字に引き結んでいた。

《いままで三つもの集団夢見事件が報告されており、そして、彼女はなぜかいつもその中心にいる。それは複数の証言により確かく認にんされています》

　やつらは──ひなちゃんに蟲レウを憑つかせようとしている。そのために大おお掛がかりな舞台を用意した。そして、おそらくはあの虚うつろな目をした舞台上の教師たちも、体育の武藤も、ひなちゃんを捕つかまえている体育会の連中もすべて数式操作されている。

《なぜでしょう？　なぜ、いつも水野さんは事件の中心で目もく撃げきされているのでしょう？》

　まずい、まずい、まずい──

「佐さ倉くらっ」

　ぼくは吉住の手を振ふり切り、生徒たちをかき分けて前に進んだ。

　あずささんの言葉──

　ひなちゃんに蟲レウが憑いた場合、ひなちゃんの恋スヴ粉ニールがクランであることからいままでの比じゃない熾ヴイ界ジヨンとなる。そして当然、ひなちゃんの恋粉は奪うばい去られてしまう。その後で恋天使ラブエルが、チェリーが現れても、もう手て遅おくれになる。

「どいて！」

　生徒たちをかき分けるぼくに銀面の少女の声は降り注ぐ。

《不思議だよね？　奇妙だよね？　だけど、あたしたち白銀はその謎をついに解くことに成功したのです》

「どいて……道を空けて！」

　ぼくが、なんとか生徒たちの間をかいくぐるように舞台に近づき、壇上へと上る階段に足をかけたその時。

《彼女、水野ひなたこそが魔ま法ほう少女であるからです》

　託たく宣せんのようにその声は体育館中に響ひびいた。

　その後、わずかに遅れて生徒たちの驚きよう愕がくの声が轟とどろいた。

　ぼくは階段を駆け上がりながら、叫さけぶ。

「違ちがうっ！　魔法少女はひなちゃんじゃない！」

　壇上に上ったぼくに銀面の少女は落ち着き払はらった様子で顔を向けた。

「あら……あなた」

　そう呟つぶやくと、少女はゆっくりと銀の面を取り払う。

　そこから顕あらわれた綺き麗れいな顔は、やっぱり蘭らん丸まるあかねで──生徒たちは一斉にまた驚おどろきの声を上げた。

「蘭丸さん、これは間違ってる。君は操あやつられているんだ」

　ぼくのセリフに蘭丸は、くすり、と笑う。その瞳ひとみはどこか虚ろだった。

「まず、自己紹しよう介かいをお願いするわ。あなた、どなた？」

「ぼくは──」

　……そうか。このぼくの身体からだ。蘭丸は、そして背後にいるシロガネは、ぼくがいま佐倉恭きよう一いちと名乗れないことを知っている。

「集会において発言する際は、まず名乗るのが礼れい儀ぎだとあたしは思うのですが。何年何組のどなたかしら」

　嘲ちよう笑しようするかのような笑えみを湛たたえ、蘭丸はそう追つい及きゆうしてくる。

　ぼくに残された選せん択たく肢しは少ない。いや、もうひとつしかなかった。

「ぼく……いや、あたしは──」

　体育館中の生徒たちがぼくを見ていた。ひなちゃんがぼくを見ていた。静まり返るその空間で──あたしなんて一いち人にん称しようはもうどうでもいい。ひとつ息を吞のみ、ぼくは言った。

「ぼくが、魔法少女チェリーなんだ」

　その瞬しゆん間かん──

　おおおおおっ☆　という生徒たちの歓かん声せいが体育館も割れよ、と響き渡わたる。

　そうだ……人間には慣れというものがある。新しい刺し激げきに、より敏びん感かんであるという性質を持っている。まずは恐怖が支配するこの雰ふん囲い気きを壊こわすべきだった。生徒たちが魔法少女を敵対視する前に、和やわらげるべきだった。

　ぼくは生徒たちの方を一度振り向くと、そんなのぼくのキャラじゃないのに、めいっぱいの笑顔で手を振ってみせた。

「かわい～っ☆」

　口笛が響き、一いつ斉せいに空気が一変する。また武藤が静かにしろっと凄すさまじい声を上げていたけど──今度は暫しばらく静まらなかった。

　ひとしきり手を振ったあと、赤面しつつ蘭丸を見る。

　蘭丸あかねは不快そうなしわを眉み間けんに刻むと、ぼくに直った。

「あなたが魔法少女なんだ？　なら、こうしないと」

　ぼくの身体は躍おどり出た体育会のやつらに押さえつけられた。この強きよう烈れつな力──間違いない。こいつら、数式入りの血を飲まされている。

「魔法少女は三人いるという噂うわさよね。別にあなたが魔法少女であろうと、水野ひなたが魔法少女でないという証しよう拠こにはならないわ」

　う……たしかに。これは捨て身の攻こう撃げきが失敗ってやつだったかもしれない。

「あたしは魔法少女なんかじゃないって言ってるのにっ！」

　ひなちゃんが怒ど鳴なった。ていうか足振り上げて抵てい抗こうしてるけど、それって一段下のフロアにいる生徒たちにパンツ見えるようで冷や冷やする。

　蘭丸あかねは、再び落ち着きを取り戻もどし、マイクに向かって言った。

《これは思わぬ収しゆう穫かくでした。みなさん、もうひとり魔法少女を捕つかまえることに成功しました》

　歓声が響く。だけど、まだその声には賛否両論の気配があった。魔法少女を捕とらえるべきか否いなか、という以前に、それは恐おそらく〝魔法少女〟という存在のアンタッチャブルな部分に関係している。
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　例えば小さい頃ころ観みたアニメの魔法少女。その正体がバレるシーンなんて、どこか見たいようで見たくない気持ちだった。ぼくは生徒たちのその心情を利用すべきだった。

「ぼくはともかく、ひなちゃんが魔法少女だという証拠はあるの？」

　がっちりと押さえつけられたままの両りよう腕うでにもがきつつも、ぼくはそう蘭丸に尋たずねた。

　すると蘭丸は──にやり、と笑う。まるで、そう来るのを待ちかまえていたかのように。

「もちろん。じゃあ、いまから質問させてもらうわ」

　そう言って彼女はひなちゃんの方を向いた。

「水野ひなたさん──あなた、最初の夢。二年三組土つち屋や耕こう介すけをなぜかあがめてしまう夢。あの夢ってあなたの中ではどうなの？　あたしたちはみな夢の中で土屋耕介にかしずいていたのだけど」

「──え」

　……まずい。

「あたし……あの夢は……」

　ひなちゃんは視線を揺ゆらがせながらも答える。

「……耕介に刺さされた」

　蘭丸は笑った。

「でしょ？　土屋耕介に選ばれた女の子で土屋と戦った夢を見ているのはあなただけなの」

　まずい……再び生徒たちの雰囲気が蘭丸にからめ捕とられていく。

「次の事件。生徒たちがみな猫ねこ化された事件。ほぼすべての生徒たちの夢では校庭で魔ま法ほう少女と戦っている。あなたはどう？」

「あたしは……あたしは、時計塔とうの上で……」

「ほうら、また違ちがう」

　蘭丸はひなちゃんの顔が蒼そう白はくになる様子を楽しげに見つめつつ、間かん髪はつ容いれず次の質問を繰くり出した。

「そして、先週の夢。夢見た生徒たちが本校舎裏庭で志し賀が先生とともに魔法少女と戦う夢──この夢は見た生徒が割と少ないのだけど、もちろんあなたはまた見ているよね？」

　ひなちゃんは反論しなかった。

　ただ震ふるえている様子がぼくの位置からでも見て取れた。

「そして、あなたはその夢で魔法少女と戦った？」

「……たぶん、戦った」

「ずいぶん頼たよりない答えですね。憎にくいと思って戦っていた？」

　しまった……ひなちゃんは。

　ぼくは唇くちびるを嚙かんだ。

　こういう時でも噓うそをつかない……いや、つけない子だった。

　ひなちゃんは、ぐっと蘭丸あかねを一度睨にらむと決心するように言った。

「憎くなんてない。この悪い夢が早く終わるように、魔法少女に勝ってほしいと思ってた。だって、彼女たちはどう考えても一生懸けん命めい……」

「語るに落ちたね、水野さん」

　すかさず蘭丸はひなちゃんに指を突つきつけた。

「そう。どの夢でもあなただけが魔法少女寄りに立っていて、他ほかの生徒が魔法少女と戦うという立ち位置にいるの。これを説明してもらえるかしら」

　ぼくはひなちゃんを見た。

　ひなちゃんは、ゆっくりとぼくを見た。

「あたし……」

　その瞳ひとみは潤うるんでいて、自信なげに揺らいでいた。

「あたし……思い出した。夢の中で、あなたを見た」

　ひなちゃんは涙なみだ目めで、だけど口元を少し微笑ほほえませた。

「あなた──傷だらけになって、一生懸命戦っていた。あたし、あなたに勝ってほしいって思った。あなたを応おう援えんしていた……そう思い出した」

　ぼくの口の中に鉄のような味が広がって、唇を嚙み切ったことを知った。

　完全に、ぼくのミスだ。この格好でひなちゃんの前に姿を現したことがすべて裏目に出てしまった。

　すでに魔ま女じよ裁判の空気が形成されてしまっていた。

　このひなちゃんの発言で、生徒たちの一定数は疑う。教職員も疑うかもしれない。すでに一連の蘭丸の指し摘てきによって生徒たちのかなりの数が水野ひなたに疑いを持っている。そして、ここでぼくが否定すれば否定するほど、その数は増えてしまう。隠かくされている何かを暴こうという空気が形成されてしまう。そして、それは当事者であるひなちゃんの、心のフィルターに負ふ荷かをかけてしまう。

「水野さん。あなたは憶おぼえていないだけ。二重人格というのは、そんなに珍めずらしい症しよう状じようではないわ。すみやかにあなた自身のどこかがおかしいと認め、病院に行くべきよ」

　……そうか。

　シロガネが、ひなちゃんに数式入りのイチゴミルクを飲ませるべく動いたのは、ここで彼女の中のもうひとりの人格がさもいるかのように演出するつもりだったのだ。だけど、そのイチゴミルクをひなちゃんが吐はき出したことで、未み遂すいに終わり、そしてぼくが女の子となった。それは、シロガネの計算違いであるはずなのに、すべて利用されてしまった。

　ひなちゃんはもう、虚うつろな目で蘭丸の言葉を聞き流すだけだった。

　四歳より前の記き憶おくに欠損を抱かかえるぼくにはわかる。記憶がないということの恐きよう怖ふ。そこでたしかに自分が存在したのに、別の誰だれかのように行動し生活していたという恐怖。ひなちゃんの心のフィルターは限界に来ているはずだった。

　ちくしょう──ぼくは、首もとにあるはずのチョーカーを思った。

　こんな状態でも、オペラは反応しない。あいつは現れない。いつも好き勝手に変身させてきたくせに一番現れてほしい時に現れない。

　いや──ぼくは口の中の血を吐き出した。

　ぼくはいつの間にかあんな馬鹿ポジティブに期待してしまっている。

　まだぼくに出来ることが何かあるはず。

　考えろ、考えろ、考えろ──

　蘭丸はそこで勝利を確信した表情を浮うかべ、改めて生徒たちに向き直った。

「夢とはいえ、その後行った憶えも無い場所で目が覚める。そんな不可思議な事件がしょっちゅう起きる学校なんて安心して通えないってあたしは思う。だけど、こうして不思議な事件はすべて、このひとりの女子生徒の周りのみで頻ひん発ぱつしていることがここに証明されました。よって我々、正義執しつ行こう機関〝白銀〟は──」

　体育館の中のすべての生徒たち、教職員が息を吞のむ中──

　蘭丸はひなちゃんを指さした。

「二年三組、水野ひなた。あなたがすべての悪の元げん凶きよう、魔法少女と名乗る集団催さい眠みん事件の犯人であると特定いたします」

　そうか──

　その時、雷らい光こうのようにひとつだけ頭に浮かんだその方法。

　この状じよう況きようを唯ゆい一いつ打ち破れる、あいつを呼び出せる方法。

　だけど、それは──

　それは、人として許されるのか？

　ぼくは、もう一度ひなちゃんを見る。限界だった。ここでひなちゃんに蟲レウが憑つけば、とんでもない熾ヴイ界ジヨンが形成されてしまう。おまけにここにはほとんどの大お度ど城き学がく園えんの生徒が集められている。すべてが仕組まれていて、どこかにいるシロガネによって書かれた台本上のことであるはずだった。ならば──それを崩くずすしかない。駒こまのひとつを狂くるわせるしかない。

「──蘭丸あかねさん」

　組み伏ふせられた体勢から、必死に声を絞しぼり出す。

「君の理論には間ま違ちがいがあるんだ」

「黙だまれ」

　即そく座ざに、背後から締しめ上げられた。腕うでが軋きしむ。

　目が眩くらむようなその痛みに耐たえる。だけど、動けないぼくに対するこの過か剰じような反応で確信した。

　──シロガネは、意図的にチェリーを出現させないようにしている。

　だから前回、ぼくが基本的にネガティブで、チェリーが馬鹿がつくほどポジティブであることの解かい離り性を突ついてきた。ぼくとチェリーを分離させようとしてきた。それが、わざわざこんな手のこんだ舞ぶ台たいを用意したその理由だったのだ。

　そして、なぜぼくの性格をシロガネが知ることが出来たのか、ということにも蘭丸あかねを前にして気がついた。数式入りの血液を飲まされた蘭丸の目は、シロガネの目でもある。つまり、蘭丸が知りえたことはシロガネも知っているはずで、ぼくが蘭丸と基本思想が近いことも知っている。

　やっとすべてが、繫つながった。

　ぼくとチェリー。蘭丸とシロガネ。

　この勝負は──パートナーを分断させた方が、勝つ。




「……君がこの集会の責任者だよね？」

　必死に女王のような威い厳げんを保ちぼくを見み据すえる蘭丸に顔を向け、そう尋たずねた。

「ひとつだけ君の理論には間違いがあるんだ。それを証明したいんだけど、ぼくの手を片方だけでいい。自由にさせるよう後ろの唐とう変へん木ぼくに言ってもらいたいんだけど。もし本当に君がここの責任者ならば」

　蘭丸は眉まゆを歪ゆがめた。

　この言葉はこのプライドの高い少女に効果があるはずだった。

　だめです、と背後の取り巻きのひとりが言ったけど、

「いいわ。左手のみ放して」

　蘭丸はそう指示してくれた。

　……よし。

　シロガネが、ぼくとチェリーの解離性を突いてくるというなら、ぼくはシロガネと蘭丸の解離性を突く。つまり、蘭丸のプライドの高さはすべてを理り詰づめで計算しているシロガネにしてみれば邪じや魔まなはず──

　ぼくは身体からだをよじり、ポケットからケータイをとり出す。蘭丸あかねのものだった。

「最初に言ったけど、君は操あやつられているんだ」

「……は？」

「そいつはおそらく君にとって耳に心地ここちよい言葉を並べ立てるやつで、いつでも君のそばにいるやつなんだ」

「そんなの──」

「生まれ持ったカリスマ性に美び貌ぼうを兼かね備えた君さえ操れば、生徒たちの多くは動かせるから。すべてにシロガネとしての意志を命令出来るから」

　蘭丸は叫さけんだ。

「バカ言わないで！　シロガネはあたしだけに降りてくる天の声よ。あたしの内なる声、天から与あたえられたギフトそのものなの。だいたいあたしひとりしかいない時にもその声は降りてくるし──」

　笑い顔とはうらはらの、蘭丸の必死の叫びをぼくは遮さえぎった。

「ぼくも体験したからわかる。それは声で充じゆう分ぶんなんだ。数式入りの血の影えい響きよう下にある人間はその声に逆らうことが出来ない」

「……数式？　あなたの話はさっぱりわからない」

　ぼくは一度頷うなずくと、

「その犯人をいまから指し摘てきする」

　ケータイを開き、えーとと操作する。そして目的のボタンを探す。

　……これだ。

　そのボタンに指をかけたまま、ぼくは続けた。

「この一連の芝しば居いの戯げ作さく者しやは、この電話にかけてきて、ぼくに言こと霊だまを告げ、操った」

「あたしが操られるわけがない」

「ううん」

　首を振ふる。

「悪いけど、君を含ふくめて──すべてがそいつの傀儡くぐつでしかないんだよ」

　ぼくはそのリダイアルボタンを押した。

　静まり返る体育館の中──

　その着信音は、蘭丸の背後に控ひかえていたその子から聞こえた。

　蘭丸が振り返る。壇だん上じようのすべての人間がその子を見て、体育館中の人間がその子に注目した。

　銀の面をかぶった、その小柄な女の子はゆっくりとポケットから携けい帯たい電話をとり出した。

「……高たか橋はし？」

　蘭丸が呟つぶやき、ぼくは指さした。

「君が、この芝居すべての戯作者にして総合演出家──シロガネだ」

　静まり返る空間で、小柄な少女は面を取る。高橋と名乗るおかっぱの少女の震ふるえた声が響ひびいた。

「な……なにを言うんでありますか？　私はそれこそ何十回も何百回も蘭丸さんに電話したことありますですよ？」

「そうよ──」

　蘭丸が叫んだ。

「あたしは特別なの！　あたしがこの子に動かされてきたなんてありえない！　あたしのビジョンはあたしのもので、あたしの行動はすべて自分で選んできたものなのよ？」

　ぼくはその蘭丸の顔を哀かなしい思いで見つめた。

　ここでシロガネが名乗り出てくれるなんて、甘い考えは元からなかったけど……どこかで期待してしまった。そうしてくれれば、ここから先、ぼくは悪あく魔まのようなことをしないで済んだのに。

　だけどもう、他に方法はなかった。

　ぼくが気がついた、この状態を打ち破る唯ゆい一いつの方法。

　正義の味方じゃ絶対に考えもつかない情け容よう赦しやないその方法。

　それは──

　ひなちゃんに蟲レウが憑つく前に、誰かに蟲レウを憑かせること。

　ひなちゃんのフィルターが破れる前に、誰かのフィルターを意図的に破り、熾ヴイ界ジヨンを作ること。

　オペラが恋天使を発生させる条件……それは数式の感知。そして熾ヴイ界ジヨンの感知。

　奴やつらの体内数式を感知出来ないならば……熾ヴイ界ジヨンを感知させればいい。

　ぼくは、決心した。

　どんなイレギュラーな事態にも冷静に、巧たくみに筋書きを修正してきたシロガネが、唯一見み逃のがしたこの界層最大のイレギュラーな事態──それは、ぼくが正義の味方じゃないってことだった。

　ぼくは静かに話し始める。

「この世界のどこかが歪ゆがみ、人々の倫りん理り観が薄うすれ、それは中学生であるぼくらの中にもすこしずつまん延してきている。君はそれが許せなくて、正義を声こわ高だかに言う」

　蘭丸はぼくをきっと見つめた。

　ぼくは目をそらさずに受け止め、続ける。

「君は自分だけが正しい、自分だけが生徒たちを率いることが出来る、と強い使命感を持つ。特別な人間だと思っている。だけどね、哀しいことに蘭丸さん」

　ぼくはひと呼吸おいて、微笑ほほえんでみせた。

「そういう人間が一番操りやすいんだよ」

「馬鹿馬鹿しい……あなたホントの馬鹿じゃないの？　頭がいい人間はけっして他人に操られたりしないわ」

「ううん。君は心の孤こ独どくを、自分は特別な人間だと思うことで癒いやしてきた。そこを心の支えにしてきた。そういう人間は、下手に出られることで逆に操られやすい。自尊心をくすぐればいい。あなたはすごい、あなたこそ人々の上に立つべきだ、と言われ続けているうちに、その人間を自分の理解者であり崇すう拝はい者だと思うようになるんだ」

　ぼくは、高橋の小さな顔がこちらを睨にらんでいる視線を意識しつつも言い続ける。

「何を言うの？　学校の成績にしろ、日ごろの行いにしろ、あたしはずっとうまくやってきた。小さい頃ころから、どうしてこんな簡単なことが周りに理解出来ないのかがわからなかった。出来ない人の気持ちがわからなかった。それでも馬鹿のつくったシステムに従い、あたしは我が慢まんし続けてきたのよ。可哀かわい想そうだけどね、天才というものは存在するの。頭脳に優ゆう劣れつは確実にある。そんなあたしが高橋に操られているわけがないじゃない？」

　蘭丸の声がわずかに震えていた。

　あと少しだった。

「蘭丸さん──この世の中には、自称天才なんて掃はいて捨てるほどいるよ」

　ぼくのその言葉に、蘭丸は顎あごをあげた。

　ぼくは壊こわす。

　彼女の自尊心の元を壊す。

「蘭丸さん。自分が特別だと言うけれど、まるで何か特別な使命を受けた天才であると思っているようだけど──徒党を組む奴らの中に天才なんていない。小細工する奴の中に天才なんていない。自分で自分を天才と言うような奴の中に天才はいないんだ」

　心を鬼おににしろ──壊せ。

「天才は……きっともっと孤独な人のことを言う」

「──あ」

　蘭丸が突つっ伏ぷしかけたその時。

　高橋がそっと寄り添そって、くい、と蘭丸の首を自分の方に向けた。

「あなたは、学園を背負って立つべき女じよ帝ていたる資質の持ち主であります。このような詭弁きべんを弄ろうする下等な生徒の戯ざれ言ごとにいちいち反応するべきではないのであります」

　その言葉とともに──

「……だよね……あたしとしたことが……あはは」

　蘭丸の視線はまだ彷徨さまよっていたけど、冷静さは取り戻もどしたかのように見えた。

　高橋は、勝ちを確信した目つきでぼくを見て、指を鳴らした。

　ぼくがその指先を見ると、ひなちゃんが虚うつろな目つきの生徒会委員によって宙に吊つり上げられ──腕うでを。足を。からめ捕とられていた。

「ひなちゃんっ！」

　ぼくが叫さけぶと同時に、ぼくも背後の体育会のやつらに膝ひざ裏を蹴けられ、その場に組み伏せられた。両腕をひねり上げられたけど──必死に顔をあげる。ひなちゃんを見る。

　ひなちゃんが一度、ぼくを見た。口元が動く。

　その呟つぶやきが耳に。脳に。心に。届いたけど──痛いほど響ひびいたけど──

　動けない。口の中でざらざらと。嚙かみ切っていた唇くちびるから溢あふれた血の味が広がる。動けない。絶対的な圧力が肩かたから背中にかけて、ずしりと固めている。ぼくは、蘭丸を睨みつける。高橋、いやシロガネを睨みつける。蘭丸のフィルターは……シロガネによって守られている。駄だ目めか──駄目なのか。

「ご苦労様、佐倉恭一くん」

　高橋が、ぼくにだけ聞こえるような声で──嗤わらった。

　その時──

　突とつ然ぜん、体育館中に、プロジェクトＡのテーマが鳴り響いた。

　ぎょっとする、蘭丸あかねと──壇だん上じようの数式傀儡くぐつたち。

　それは、あずささんのケータイの着信メロディだった。

　蘭丸は慌あわててポケットから銀色のケータイを取り出す。

「これ……壊れてた、よね？」

　静まり返る体育館に、たっぷりフルコーラスのプロジェクトＡが流れたところで、ようやく蘭丸は震ふるえる手で、ぎこちなく電話に出た。

「……もしもし？」

《わたしのケータイ。返してくれるかな？》

　その声は──

「誰だれ……？　誰なのっ！」

　蘭丸あかねは喚わめく。電話の声は冷静に、冷ややかに、体育館中にこだまする。

《いや誰だって……ご挨あい拶さつだなー。そいつは壊れちゃいないさ。ただ、ふつーの人間じゃコードを認にん識しきしないだけ。凡人じゃね》

　蘭丸は、大きく肩を上下させていた。

　どうやら……電話の向こうにはあずささんがいて。

《わたしは第１１７界かい層そう監かん査さ官かん、ユーノ＝プルコさ。あんたみたいな下っ端じゃ話にならない。三下は黙だまってて》

　あずささんは、わかってる。

　蘭丸の鼻の穴からは、黒い霧きり状じようの物質が溢れていた。

　あずささんは矛ほこ先さきを変える。

《あのさ。この界層に手出すなって言ったよね？　しつこいのは嫌きらわれるよ？　それともわかっててやってんのかい？　シロガネことイェルくん》

　そうか、イェル──イェル・ジーン。

　猫ねこ事件のとき、屋上でチェリーが宣戦布告してしまった永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやのエージェント。

　銀ぎん髪ぱつで小こ柄がらで冷たい眸ひとみを持つ、数式イクス保持者ペラー。

「プルコ。あと少しだったんですけどね」

　高橋の声質は──いままでよりも幾いく分低く変容していた。

《数式の体内操作か。そりゃあ、オペラも感知しないけど。だけど監査官たるわたしをここまで舐なめてくれるとはね》

「舐めたわけじゃないんですけどね──」

　そう言うと、高橋は蘭丸あかねを見る。

　すでに耳からも黒い霧状の何かを放出している。

　その異様さに──体育館中のあちこちから悲鳴が聞こえた。

「ち──ここまで、か」

　虚ろな目で黒い霧を溢れさせる蘭丸をどこかうんざりと眺ながめ、高橋はその耳元で囁ささやいた。

「──あなたは本当に王並の自尊心を持つ」

「そう、あ、たしは……」

「だけどね」

　高橋の髪かみは、鮮あざやかに変色してゆく。銀の光こう沢たく。鱗りん粉ぷんが舞うように。その衣ころもがはぎ取られていく。

「そんなの誰でもそれなりにはあるんですよ、蘭丸さん。成績優ゆう秀しゆう、品行方正、そんなもの一歩弱肉強食の荒こう野やに出れば屁へほども役に立たない」

「高橋、あなた……その髪……その、声」

　まばゆいばかりに光を弾く銀の髪。

　氷のように人の心を冷やす、笑えみ。

「いいかげん疲つかれるんですよ──プライドだけ高い人の近くって」

「その、〝声〟」
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《あなたの才など──》

　悪意の結けつ晶しようは世界にこだました。

《うんざりするほど、唾つばを吐はきたくなるほど肥大した、自じ我が自我自我自我自我自我でしかないのさッ──蟲レウにッ食われちまいな！》

　次の瞬しゆん間かん。

「ガァ──────────ッッウッ」

　蘭丸の絶ぜつ叫きようが響ひびき、体が弾はじけ、吹ふきすさぶ黒こく煙えんが辺りを制圧した。

　いや──体内から噴ふき出す、黒い霧。黒い花粉。黒い悪意が──体育館全体を包み込む。ひなちゃんも生徒たちとともに、熾ヴイ界ジヨンに吞のまれる。

　熾ヴイ界ジヨンが……ようやく、構成される。

　生徒たちが、ひなちゃんが。

　浮うき立つように一度、黒煙に包み込まれ、発光する。

　ひなちゃんの肩かた口ぐちから頭頂にかけて、光る淡あわい発光体。

　……見えた。

　あれが──至高恋粉、クラン。

　それが、誰に向けられたものであるにしても──その暖かな輝かがやきは。

　護まもるに値あたいするものだった。

　舞まい広がる黒煙の中で──ぼくはやっぱり正義の味方にはなれないな、と自覚した。だけど……

　首もとが発光し、オペラがせり上がる。

「──ぼくは、ぼくに出来ることをした」

　後は──まかせた。




　──まかされた☆

　オペラ、作動。界層異常確かく認にん──〝熾ヴイ界ジヨン〟と認識。

　恋天使プログラム、発動。

　爆ばく発はつするかのような光の奔ほん流りゆうが、銀色のチョーカーから溢あふれ出し──

　頭とう髪はつを赤く、紅あかく染め上げる。

　拡散するようにセーラー服が一度分解され、真しん珠じゆのような肢し体たいを形成。

　胸を覆おおうように、おしりを包むように、ピンクのレオタードが伸のびる。

　すべてを護るショートガードが形作られ、足にはベルテッドリボンブーツが装着。天空に広げた腕うでにはシースルーグローブ。

「心に翼。ミクステル瞳に勇気スフアーマ──愛はリア・ダロすべてのステロスフ悪を断つアーダリア」

　あたしは──

　あたしは、紅くれないの恋天使として舞い降りた。

　てか……恭一。

　ホント、あなた生きづらい性格してる。あんなめちゃくちゃな目に遭あわされて、あんなひどいことされて、なおあたしを呼び出すために、あなたはあなたの心を殺した。そう、蘭丸ちゃんじゃなくて、あなたがあなた自身の心を潰つぶしたのはわかってる。あなたが蘭丸ちゃんに放った言葉が、いずれすべてあなた自身を傷つける刃やいばと化すことはあたしだけがわかってる。でもね恭一、あたしがついてる。何があってもどんな苦痛が襲おそいかかろうとあなたはあたしだから。恭一、大好き愛してる……て、いやいや自分萌もえってあたしキモいな。あはは……キモいぞ、あたし。

　登場するなり首を捻ひねるあたしをたくさんの影かげが囲んだ。

　ぐるるるってやばい声が四方八方から威い嚇かくしてた。

　黒煙の中──なんかでっかい剣けんもった肩のもりもりした黒色の蟲人ヒートたちに囲まれまくってた。ちょっと多くないですか。ずるくないですか。

「君はホント計算出来ないね」

　その声は、三十数体の蟲人ヒートたちの群れの中から聞こえ、蟲人ヒートたちの列が割れるように分かれたその先から聞こえた。

「お久しぶりです、チェリー」

　進み出る、銀髪の少年──イェル・ジーン。

　タイトな銀のノースリーブ。

　革かわのスリムパンツ。

　スカルアクセサリーの施ほどこされたゴツいブーツ。

　その姿はすでに、小こ柄がらな少女から永中科儀社のエージェントに変じている。

　腕を組み、くすくす、と笑った。

「この界層の生徒を演じるのはなかなか愉ゆ快かいでした」

　響くようなその声とともに、セカイから黒い霧きりが薄うすらいでいく。そこには体育館なんてない。あれだけいた生徒たちも見当たらない。生命体のすべてが死し滅めつした後であるかのような──ごつごつとした岩と丘きゆう陵りようとやせた土地が無限に広がるセカイ。

　その無む彩さい色しきのセカイで、イェルの銀の髪かみだけがきらきらと光った。

　そっか。白銀の髪──だから、シロガネか？　てか、そんぐらいわかれよあたし。一度会ってるのに、不覚すぎ。

「あのね」

　あたしは言った。

「人の心操あやつるのはサイテーだよ。人として一番やっちゃいけないことだと思うけど」

「それが、仕事ですから」

　イェルはすまして言う。あたしはそのしたり顔を睨にらんで決心。

　こいつ、ぜったい許さない。

　そう決意した瞬しゆん間かん──目の中の碧みどり文字が廻まわった。

　横から暴風のような一いち撃げき。瞬時に反応。あたしは髪一筋ほどの距きよ離りでそれを躱かわし、同時に回転させた腰こしを利用して、ターンキック。

　が、そいつの身体からだにめり込んだキックは吸収される。

　え──？

　あたしは、体勢を立て直し、見る。

　それは、ひときわ黒く、細い蟲人ヒート。各関節は人とは逆の方向にねじ曲がって、ところどころ異様な隆りゆう起きを見せていて、周りの蟲人ヒートよりでかい身の丈たけを越こすような大剣を──持っちゃっていたりして。

　燐りん光こうがこぼれるような視線を細め、そいつは嗤わらった。

　情報が網もう膜まくに表示される──これは……この子は。

　蘭丸あかねだった。

「そう、あなたが作った蟲人ヒートですよ」

　イェルが冷たい笑みを浮うかべた。

「僕もびっくりしました。こんなの聞いたことがない」

　その細めた瞳に、残ざん酷こくな色をたたえ言う。

「まさか──恋天使が、他人のフィルターを破るなんてね」

　その声に……その言こと霊だまに。

　闇やみが迫せまる。

　あたしの視界が──色を失った。




　やば……やばい、やばい、やばいっ!?

　これこれこれ、前回のわけわかんない言霊？　てかネガティブ恭一が出てきちゃうじゃんって思ってたら、ほら！　ほらほらほらっ！

　どこまでも暗い沼ぬまの底から浮かび上がるように……出た。出てくる。

「……チェリー」

　恭一だ。恭一の意識が立ち上ってくる。てか前回はひなちゃんが恭一を戻もどしてくれたけど、今回はやばいかも。ひなちゃんどこ行ったかわかんないし、てかてかどんどん近づいてくるし！

「おい……馬鹿ポジティブ」

　やめて、恭一。いまそんなことしてる場合じゃないし。てかポジティブに馬鹿つけるのどーかと思うんですけど！

「チェリー聞け」

「……はい」

　身体がすくんだけど、あたしはその声に対たい峙じした。覚かく悟ごを決める。どーやったってこの身体は恭一のものなのだ。その主人には逆らえない。

「ぼくがおまえを呼んだんだ」

　……へ？

「ぼくの中にわずかでもおまえみたいな前向きな気持ちがあるのなら」

　…………。

「ぼくは──おまえを認める。だから」

「……だから？」

「セカイを、救え」




　光が戻る──視界が戻る。

　急速に構成され直すセカイの中で。

　あたしは一いつ斉せいに降り注いでいた大たい剣けんを認識。

　避よけた。

　紅い髪かみを舞まわせ、片かたっ端ぱしから躱す、躱す、躱す、躱す、躱しつつも、

「──まさか」

　イェルの呟つぶやきがちょい聞こえた。けど、あたしは最後の大剣を躱しきると、その剣先をつまんだ。目の奥が発光。

「昇リバ華ース」

　指先から、腕うでへ。腕から、身体の隅すみ々ずみへ。紅項こう目もくへと変へん換かんされた魔法質量マギグラムがあたしの身体を満たす。だけど、その昂揚こうよう感もあたしの耳元に残る恭一の声には負けちゃう。にやけちゃう☆

　……ぼくがおまえを呼んだんだ。

　って、言ったよね。いま言ってくれたよね？

　……ぼくはおまえを認めるって……ぬきゃあ☆

　あ。ダメ、ちょい目が潤うるんだ。あのさ恭一、憶おぼえてるかな。あたしを認めてくれないかぎり、あたしは力を奮えないって言ったけど──訂てい正せいする。あなたがあたしを認めてくれるかぎり、あたしはたとえ相手が神だろうと、悪あく魔まだろうと──必ず勝ってみせる。約束する。てか、聞こえてる？　恭一……やっぱ好きかも。

　ポキュ。

　すっかり自分萌もえが板についてきたあたしは、後ろから誰かに殴なぐられた。

　てか痛いぞ、大きいぞ。

　あたしが後頭部を撫なでつつ振ふり返ると、大金かな槌づちを構えた金糸雀かなりあ色の少女が呆あきれた目で立っていた。ふわふわのバレースカートにくるくるの髪。もちろん目にはいけすかない光を宿し、嫌いやみ口調で怒ど鳴なるその少女は──

「あなた、ひとりでにやにやしてキモいんですわっ！」

「あ……マリーっ！」

　わーい、やっと登場！　仲間がいるって嬉うれしいな☆

　あれ……ていうことは──

　背後で、蟲人ヒートたちがけたたましい叫さけび声をあげて打ち倒たおされていた。

　その中心で煌きらめく槍やりをかざす少女は……

　唸うなる一百グラン零八槍ホルト。舞う、群ぐん青じようのアオザイ。

　無敵のクールビューティ、バイオレットだった。

「バイちゃん☆」

　きゃほー♪　と飛び跳はねたあたしに、バイちゃんは言った。

「チェリー、お待たせ」

　そのまま、バイオレットの大暴れで半数以上減った蟲人ヒートの群れの中央で腕を組むイェルに向かって進み出る。無機質な白い顔を見つけると呟いた。

「今回はいろいろと頭にきてる。容よう赦しやしない」

「……やれやれ」

　イェルはあいかわらず余よ裕ゆうたっぷりにため息をついてみせた。

「恋天使が揃そろってしまいましたね」

　この余裕が怖こわいけど……ううん、あたしたちは恋天使なのだ！　変身出来たからには、最後は勝つ！

　なんて盛り上がってたあたしの心は背後から水を差された。

「油断するんじゃないよ、チェリー」

　振り向くと刻こく時じ機き構こう第１１７界層監査官、ユーノ＝プルコことあずささんが、白衣を翻ひるがえして立っていた。

「ち、基ク子ラ空ス間タか──手が早いね、イェル」

　いつにない厳しい顔つきであずささんがそう言うと、銀ぎん髪ぱつの少年は臆おくすることなく、白い顔を歪ゆがめる。

「いくら出来損そこないの数式イクス保持者ペラーである恋天使とはいえ、界層に影えい響きようを与あたえないように戦うのは、六イク妖スペ儀ルシ士ツクスたる僕としてもいささか手に余りますから」

　イェルは薄うすく嗤わらう。

「……基ク子ラ空ス間タ？」

　あたしがあずささんを見ると、

「界層内界層、つまり結界みたいなもんさ。この中だけは奴やつら数式イクス保持者ペラーも一時的に、界層に影響を与えずその高密度な数式を解放出来る。だけど、十分程度」

「その十分で充じゆう分ぶんですよ。水野ひなたの恋粉を遊ゆう離りさせるにはお釣つりが来る」

　イェルが赤い口を開けた。

「そういうこと。時間ないよ、最初から飛ばしていきな」

　あずささんの言葉が終わらないうちに──

「気をつけて！」

　バイちゃんが鋭するどく叫び──蟲人ヒートたちは一斉に大剣を上段に構えた。

　先頭の、蘭丸あかねの化した蟲人ヒートが号令する。

「我ラ、コレヨリ修しゆ羅らニ入ルッ」

「応ッ！」

　うわ。体育会系ですか。

「キェ────────ッッ」

　その、大剣が──迫せまる。

　振り下ろされ、突つき、薙なぐ。

　あたしたちは、跳ちよう躍やく、跳躍、跳躍し──躱かわす。

　目の中の数式が回る、廻まわる。回転し、螺ら旋せんする。

　蟲人ヒートたちの攻こう撃げきパターンを記録。展開。予測。剣けんの軌き道どうを推定。

　あたしたちは側転とバク転を組み合わせ躱し続けるけど、これって……ダメだ、反撃に出る隙すきがない。ものすごい連続攻撃──

「数式とはセカイの髄ずいに関かかわる極限定理」

　あずささんの声が聞こえた。

「言ったよね？　赤は黄に入り、黄は青を巡めぐり、青は赤に還かえる。そのために、必ず三人の項こう目もくの異なる恋天使が同時任命されるんだ」

　そっか、そっか、そっか──

　あたしは回転しつつ、バク転から片手側転に切り替かえ、その手をマリーに伸のばす。手を結んだ。

「マリー！　受け取って」

　ふたりで回転しながら、さっき蟲人ヒートから切り替えた魔法質量マギグラムを放った。

「りょ、了りよう解かいですわっ！」

　ほとんどでんぐり返し状態だったマリーが昇リバ華ース。同時に。〝紅くれない〟は〝金糸雀かなりあ〟へと強化転てん換かん。で──跳躍したマリーはバレースカートを華はなやかに翻した。

　あ……ちょっと。あたしそのままバイちゃんに渡わたしてほしかったんですけど。

「おほほほほほっ☆」

　奇き声せいを上げて空中でマリーは、両手を交差。

「神に通じ、化境に達し、我、万を備えて一つに貫つらぬく」

　マリーの体内で増幅された質量はその小こ柄がらな身体からだから溢あふれ出した。金糸雀イエローの光こう彩さいが辺りに満ち、空間を突つき破るかのように拡散した。

「《力鎚》パールジャム!!」

　空から現れた、無軌道な圧力。唸うなり、うねり、蟲人ヒートの群れを押しつつむ。

　あたしの髪かみがぶわっと舞まい、その風圧の凄すさまじさを実感。てか、気味の悪い声とともに、蟲人ヒートたちは粉ふん砕さいされた。

「……うわ、マリーやるなあ」

　あたしがたまげてると、おほほほほっとマリーは高笑い。羽う扇せんで口元を隠かくし、得意げに日ひ傘がさをくるくると回してみせた。

「たまにはあたくしにも見せ場があってもよいと思うのですわ」

　……まあ、たしかに。

　なんて思ってたら……やっぱり。

「あら……？」

　パールジャムが消しよう滅めつし、重なり合うように倒たおれ伏ふしていた黒い身体がぴくぴくと動き始める。え……おかしい。網もう膜まくに照射される界層情報では、彼らの戦せん闘とう能力はもう消えているのに？

「……な、なんですのっ？」

　バイオレットがあたしたちの前に進み出た。

「──蘭丸だ」

　黒々とした死し屍し累るい々るいの塊かたまりが動き、そこから立ち上がったひとりの蟲人ヒート。

　細く、しなやかな身体を持つ、異形の存在は立ち上がる。

　まさかまさか──

　すべての蟲人ヒートはこの皇おうたる蘭丸を護まもるために、身を投げ出した？

「皇ヲ護ルタメニ臣ハ存在スル。其そレガ常識」

　カパリ、と口らしきところが開き、蘭丸蟲人ヒートの赤々とした口内から舌が伸びた。

　──う。

　その異様な迫はく力りよくに思わずあとずさりするけど……蘭丸の背後。あたしは見た。

　すす、と後ろに下がろうとするイェルの姿を捉とらえる。

「……あれ」

　あたしが呟つぶやくと、バイちゃんは頷うなずいた。

「蘭丸は、わたしとマリーで相手する。あなたは、シロガネ……いや、イェル・ジーンとケリつけて」

「ん。バイちゃんたちも気をつけて」

　瞬しゆん間かん、目の中の数式がくるり、と回り──あたしは跳躍。イェルの前に立ちふさがるように舞い降りた。

「あなたはあたしが相手する」

　細い指先で前まえ髪がみを軽くどけると、イェルは目を細めた。

「どうも君は恋天使と数式イクス保持者ペラーではステージが天地ほど違ちがうことを知らないようだ」

「やってみなきゃわかんないじゃん」

　あたしが言い返すと、イェルは、目の奥に微かすかな殺気を浮うかべてみせた。

「……あなたのその妄もう想そう的楽観性はどこから来るんでしょう？」

　そして、イェルは何かを振ふり払はらうように頭を振り、やがてうつむいた。何かぶつぶつと言い出してる。この子様子がおかしい。

「あの、ちょっと……？」

　あたしが声をかけると、

「……まったく理解出来ない。いくら朱しゆ璃りさまの命とはいえ、どうしてここまで我が慢まんしなくちゃならないのか……界層を傷つけずに、恋天使と戦わずに、クランを摂せつ取しゆ？　あはは……」

　それは、不意に起きた。イェルの小柄な身体の輪りん郭かくが……歪ゆがんで見える？

「もともと僕は気が長いほうじゃない。いいでしょう。すこしだけ見せてあげます。これが、僕ら数式イクス保持者ペラーの──」

《数式オーバ解放ーレイ》

　その言こと霊だまが終わらぬうちに──

　へ？

　あたしは──飛んでいた。いや、飛ばされていた。

　あれ？　え？　地面は──どっち？

　くるくる、と回る。

　ようやく、視界の端はしにイェルの姿を捉とらえたときは遅おそかった。

　あたしは、全身の骨がばらばらにされるかのような勢いで、天空に叩たたきつけられた。息が出来ないほどの衝しよう撃げき──なんとか、耐たえる。

「僕にはミルファほどの爆ばく発はつ力はない──けれどね。こういうのがあるんです」

　遥はるか地表でイェルが人さし指と中指をそろえ──印を結び、韻いんを紡つむぐ。

「東上の果てより来きたれ。怒いかりを具ぐして参れ。極限定理すら破は壊かいする、冥めい界かいの守護。汝なんじの名は──イェミテル」

　星々が砕くだけるように──天てん井じようが消える。

　うわわわわっ。

　あたしは虚こ空くうにがんじがらめに縫ぬいつけられたまま──下を見る。

　地は漆しつ黒こくの闇やみ。

　空は一面、厚く黒い積乱雲が覆おおう。

　一面の暗闇──バイちゃんもマリーもあずささんまで、どこにも見当たらない。てか、消えた？

　ここ──どこ？

　絶界の中。

　下は一面の砂じや利りで──砂利の端は傾けい斜しやしていて、闇に通じている。

　そこを、巨きよ大だいな何かが這はい上がってくる。腕うでが動く。一つかみ、一つかみ、砂利をつかみ──ずりずりと這い上がってくる。

「な、な、な、な、なんなのっ？」

　そいつは──のっぺらぼうだった。ぬめぬめとしたメリハリのない巨大な体に蝙蝠こうもりに似た翼つばさのみ、ある。

「……てか、ひ～、化け物っっ!!」

　地表に現れたそいつは何かを探すように、顔を巡めぐらせた。そして、天に貼はりつけられたままのあたしを発見する。のっぺらぼうの顔表面がゴポゴポと沸ふつ騰とうし──そして、その一部が陥かん没ぼつした。

　嗤わらったらしかった。

「きしょいっっきしょいからっあなた！」

　必死に体を動かそうと、もがくあたしに──どこからかイェルの声が。

《化け物、とはいささか礼に失していませんか？　彼こそは四方位の一にして、十三鉦しようの大使、冥界の守護イェミテルです》

　いや、知らないから！

《あなたは無知、ということがえらいか何かと勘かん違ちがいしていますね》

　同時に、イェミテルくんのジョゴルルルル、と気味の悪い唸うなりが響ひびく。

《不ふ愉ゆ快かいだそうです。さよなら、チェリー》

　うわ、さよならって！

　巨きよ神じんは──立ち上がった。

　辺りの地磁気を干かん渉しよう、破壊する、暴力的な体移動。電磁波がまき散らされる。

　やばい──あたしは目の中の数式を回す。螺ら旋せんさせる。

　何か、何か……攻こう撃げきしないと！　えーと。これは火か炎えん系？　んで、これは刃は系で、レーザーみたいのないのかな？

　だけど、何しても効果ない気がする。いや、ダメダメ、弱気になったらあたし負けるから。うー、てかこんなの聞いてないし！

　巨神は、中ちゆう腰ごし姿勢のところで動きを止めるとあたしを見る。顔の陥没したところがさらに崩くずれ、崩ほう落らくし始める。そこに膨ぼう大だいな魔法質量マギグラムが集まっていて──ちょい！　ちょい待った！　てか、それってあたしに向けてなんかしよーとしてるでしょ？

　目の中の数式が、巨神の口らしき穴に集まる質量を即そく座ざに計算、表示していく。

（七万、七万五千、九万……）

　……うそ、うそ、うそっっ？

（十万、十万五千、十二万……）

　まだ、上じよう昇しようしていく。

　やばい、やばい、やばいぞ、あたし。集中。このうえなく集中。てか、これしか──ない。これしか、できない。選せん択たく。目の中で数式は明めい滅めつし、網もう膜まくに解け、拡散する。

　唇くちびるから──言霊が。

「白はく世せに間切る、真しん紅くの月。照らすはただ水みな面ものみ──降り注げ」

　固く固定された両りよう腕うでの指先だけを──Ｌ字型にする。左右で照準。

「《喜使王》ジョイディヴィジョン！」

　左の指先から赤。右の指先から青。

　それぞれの光はあたしの胸の前で交差し、一筋の剣けんとなる。

　それは、間かん一いつ髪ぱつ──白く閃せん光こうした剣はまっすぐと降り注ぎ、巨神の首筋をかすめ、抉えぐった。わずかだけど。それは──同時に。顎あごが外れたってくらい開かれた巨神の口元から放射された、膨大な魔法質量マギグラムの軌き道どうをかろうじて狂くるわせる。

　間一髪。

　天をも喰くらう、その口からの光線は、まっすぐに宙の果てまで貫つらぬき通し、雲すら蒸発させた。もーあんぐり、とするしかない。てか、当たったら死んでるから、確実に！

　雲が裂さけ──星々の明かりで辺りが照らされる。

　あ。

　反りたった崖がけの上で──バイちゃんとマリーが蘭丸蟲人ヒートと激戦中だった。

　てか、こっち見えるの？　見えるかな？　おーいっやばいよ、あたし。動けない、動けないの！　てか、きしょくてでかいやつに狙ねらわれてるし！

　あれ──

　いや、あたしより──

「バイちゃん、危ないっっ」

　その声が届いたのか──紙一ひと重えのところで、蘭丸蟲人ヒートの切っ先をバイオレットは躱かわした。蘭丸の攻撃は間断なく続く。バイちゃんに注がれる。その、切っ先ひとつひとつを一百グラン零八槍ホルトの刃は先さきで躱す、躱す、躱す。

　マリーはおろおろと大金かな槌づちで攻撃のタイミングを計ってはいるけど──バイちゃんと蘭丸の攻こう防ぼうが早すぎる。

「ガアアアアアアアアッ」

　蘭丸の大剣の剣速は衰おとろえない。それどころか──増した。バイオレットの群ぐん青じようのアオザイの端はし々ばしに血が滲にじみ始める。もう、剣の残像ですら捉とらえられない。その凄すさまじい切っ先を弾はじいているだけでもバイちゃんはすごい。だけど──

　その戦いを見て──不思議なことに気がついた。さっきから、バイちゃんは一度も攻撃に転じていない。

　すべてを受け止めるかのように。

　猛もう獣じゆうをいなすように。

　どうして？

　バイオレットは、猛もう烈れつな剣の嵐あらしの中、口を開いた。

「……蘭丸、君らしくもない」

「…………」

「論破されて無くすような野望なら最初から持つな」

「……ダマレ」

「論破されて崩れるような誇ほこりなら最初から持つな」

「ダマレッ──ダマレッ」

　剣速はさらに増し──バイオレットの白磁の頰ほおにも血の線が刻まれる。

「上段とは──上背に優すぐれ、腕わん力りよくに覚えのある者が使う形。天の構えといい、火の構えという。相手を喰くらい尽つくす気組みのもと構えるところは君向きだけど──連続攻撃には向かない。なぜなら──」

　弾く。大きくスリットから長くしなやかな脚あしを踏ふみ出し──震しん脚きやく。

「振ふり幅はばが大きく、その動きはタイミングを取られやすい」

　次の瞬しゆん間かん。

　バイオレットの槍が伸のび。瞬息の三段突つき。

　剣の柄つかを破は壊かい、肩かたを破壊、そして──

　胸を刺さし貫いた。

　やったっ！

　蘭丸の胸むな元もとに刺さし込まれた一百グラン零八槍ホルト。

　時が止まったかのような沈ちん黙もく。そして──

　そのまま──蘭丸はバイオレットの胸元にゆらり、と崩れかかる。バイちゃんはその身体からだを抱だき留とめた。槍を抜ぬく。槍の先には──奇き怪かいな姿態を持つ、圧あつ澱でん素そ子しの結けつ晶しよう体こと、『蟲レウ』。

　バイオレットは目を閉じ──韻いんを紡つむいだ。

「昇リバ華ース」

　蟲レウは短くか細い悲鳴とともに──儚はかなく、宙で砂と化した。

　やたっ！　マリーがバイちゃんの背後で飛び跳はねて、やっと気がついた。

　きょろきょろとあたしを捜さがしてる。

　おーい、あたしここだよ！　もっとずっと上！

　て……あれ？　待て待てあたし。蘭丸の蟲レウが倒たおされて熾ヴイ界ジヨンって終わりなはず……だよね？　右手を寄せようとして。左手も動かす。あれ？　あたしあいかわらず動けないんですけど。

　ジュゴルルルル…………

　ってまた。また、嫌いやなうなり声がした。あたしはそっちを見る。

　巨きよ神じんも蠢うごめいて──体力充じゆう塡てん、とばかりにこちらを向いた。

　その時。

「チェリーっ！」

　あたしを呼ぶ声がした。

　……あ。あずささんっ！

　白衣の養護教きよう諭ゆは、風にパイナップル頭を揺ゆらし、遥はるか下からあたしに叫さけんだ。

「そこは基ク子ラ空ス間タの中のさらに中……禁ノ圧ー層ドだ。ち……まさかイェル」

《最初の熾ヴイ界ジヨンに、あれだけいた生徒たちがいないのを不思議に思わなかったんですか、プルコ》

　あずささんの言葉に、宙から嘲ちよう笑しようする声が応こたえる。

　てか、意味さっぱりなんですけど。

　マリーがようやくあたしに気づく。遥か下から口に手を当て叫んでいる。

「ちょ、ちょっと？　チェリー！　あなた何そんなとこで張りついてるんですのっっ!?　そ、そ、そ、そのでかいやつどーにかするですわっ」

　いや、どーにかって……。こいつめちゃ強そうだし。

「イェル！　姿見せなよ！　ずるいじゃんっっ」

　あたしが叫ぶと──

　いた。バイちゃんとマリーが立ち尽くす岩いわ棚だなから離はなれた一ひと際きわ高い岩棚の上。

　腕うでを組み、笑っている。

《この界層の恋天使と戦ってはいけない、とは朱璃さまの言葉。つい癪しやくに障さわって数式解放してしまったことを、すこしだけ後こう悔かいしていますが──やってしまったからには禍か根こんを残したくない。昇リバ華ースシステムの根本、お友達から消え去ってもらう》

「お友達って、やーん、ちょい待った！」

　バイちゃんとマリーにイェミテルは、ずずずとまた電磁波をまき散らし歩を向けた。てか、また、撃うつ気だ。

　やばい、やばい。もう、先ほどの全開攻撃であたしの中の魔法質量マギグラムの残りが少ない。てかてか──あんなのあり？　いや、なんか方法があるんだろーけど、考えろ、考えろ、あたし！

「チェリー！　禁ノ圧ー層ドは界層じゃない！」

　え？

「冥めい界かいの守護なんて召しよう喚かん出来るわけがないの！」

　あずささんが叫んでる。って……界層じゃない？　召喚できない？

「……で、……たま……に…………かえろ！」

　え？　聞こえないから！

　急にあずささんの声が雑音とともにかき消えた。

　くそーイェルか。イェルが嗤わらってる。風が巻くたび、濃のう度どを増す黒こく煙えんの陰かげで、あずささんがケータイを手にするのを見た。

《名は体を成し……体は名に……在り》

　わずかにその声はオペラから聞こえた。あずささんの声だった。

　あたしは──見る。

　あの、ゴポゴポと顔が常に変形する、巨きよ大だいなイェミテル。

　イェミテル──ぷ。なんか、額に名前が書いてある。Imitaleって。迷子じゃないんだから。てか、かわいい。てかてか、それどころじゃなくって！　あずささんが最後に伝えてくれた言葉。絶対意味がある。そーじゃなきゃイェルが邪じや魔まなんてしない……意味は……ああ、思い浮うかびそう。なんか、何かがあたしの頭の中にひらめきかかってる。

　イェルが指で印を結ぶ。

「きゃ!?」

　バイオレットとマリーは、凄すさまじい重力に引きずられるように地に倒れ伏ふした。そのまま、ふたりはちょっとえっちな格好で縫ぬいつけられる。ふたりの鮮あざやかな青と黄の衣い装しようが、荒あれ果てた荒こう野やに咲さくふたつの華はなに見えた。

　いや……そんなのんびりしてる場合じゃ……

　──あ。

　名は体を成し、体は名に在り。そーか。

　そっか！

　ひらめいた。にひー。やっぱ天才。てか、間に合うのか？

　体内の全魔法質量マギグラムを右手、人さし指の先に集中する。高密度な〝ｉ〟が体内からかき集められる。時間が足りない。質量が──足りない。

「こらイェル！」

　あたしは必死にイェルの注意をこちらに向けた。

「あなたはあたしに勝てない。ぜったい勝てない。ステージが違ちがうって言ってたよね？　数式を借りてる、とか、血液に織り込まれている、とかそんな違いわからないけど──出来損そこないでも、何かの間違いで恋天使やってても──証明したげる。あたしは、この指だけであいつを倒たおす」

　右手人さし指をぴん、と。精いっぱい天に向け立て伸のばした。

「チェリー、数式を甘く見ないでください」

「ミルファもたしかそう言った」

　あたしは笑う。精せい一いつ杯ぱいの強がり。

　瞬しゆん間かん、イェルの目に初めてホントの殺気がみなぎる。

「イェミテル。あのうるさいやつから消し飛ばしましょう」

　ジュゴルルルル………と、イェミテルくんはあたしの方を向いた。うー、やっぱきしょい。

　だけど──なんとか最低限の質量はかき集めた。

　でも、これでダメなら。ホント終わりだ。

「イェミテル──捧ささげ持て天へ。捧げよ劫ごう火か」

　イェミテルくんの口が──また、崩ほう落らくする。さっきより大きな虚こ空くうが覗のぞけた。

　そこから、凄まじい質量が這はい上がってくる。魔法質量マギグラムが収しゆう斂れんされている。

　これで──ダメだったら。

　あたしは消える。ひなちゃんの恋こいも奪うばわれる。てか吉住早く気づいてあげなよ、ひなちゃん以上の子なんてそうそういないからって、あー言いたい。吉住に言ってしまいたい。序十七烈れつとかで、百八項こう目もくのトップ二十に位置して、スポーツ万ばん能のうで、成績よくて、かっこいい顔してて、笑うと歯なんて白くて、たまーに優やさしいなんて反則鈍どん感かん男の吉よし住ずみ怜れい、早く気がつけ。ひなちゃんはおまえが好きなんだぞ。なかなか言えないけど、ずっと見てるんだぞって……あたし──なんで、自分の失しつ恋れんを応おう援えんしてるんだろう……？

　あたしの目から、涙なみだがひとつ、こぼれ落ちていた。

「あ……」

　その時、あたしはあずささんの言うことがやっとわかった。

　あたし、やっぱりひなちゃんが好きなんだ。大好きな人には、めいっぱい幸せになってもらいたい。いつも笑っていてもらいたい。それだけなんだ。

　一度目を瞑つぶり、ゆっくりと目を啓ひらく。

　さあ、覚かく悟ご。腹を決めろ、あたし。あたしは恋天使。納なつ得とくいかないけど、なったからには覚悟を決めろ。ひなちゃんだけは渡わたさない。負ける気でやるな。殺す気でやれ。

　息を吐はく。集中する。

　狙ねらうは、光線を吐き出す、その瞬間。狙いをあたしに絞しぼっているから、土台は最大に固定される。そのチャンスしかない。

『僕にはミルファほどの爆ばく発はつ力はない』イェルの言葉。

　うっかり発言だとしても。あたしは聞き逃のがしていない。

『冥めい界かいの守護なんて召しよう喚かん出来るわけがない』あずささんの言葉。

　ていうことは──

「消えうせろ、恋天使！」

　イェルの叫さけびと同時に。

　イェミテルの口から凝ぎよう縮しゆくされた、圧あつ倒とう的な質量が──昇のぼる。

　あたしは人さし指が燃え尽つきるほど集めた熱質量を一点に凝縮し。

　放つ。

　額の綴つづり。Imitale《疑ぎ似じ能力》。

　その──〝ｌ〟があたしの狙いだった。

　指先からするどく伸びた、光の槍やり。

　その切っ先は高速に光速に──スペルに傷をつける。

　ｌをｔに変へん換かん。すなわち。

　Imitate《偽にせ物もの》。

　瞬間──イェミテルは口元から放出寸前の質量を吐き出しかけたまま、世界を揺ゆるがす勢いで、今度は身体からだ全体が崩落した。地じ響ひびきが辺り一面に轟とどろき、弦げんが弾はじき切れるように──あたしを縛しばる呪しゆはかき消えた。

「う……そだろ」

　イェルが──初めて、ていねい語やめた。やたっ。

　ぐっとガッツポーズを突つき上げたけど──視界が赤く明めい滅めつする。わかってるよ、エンプティでしょ──と。あたしは深しん紅くの髪かみをなびかせながら落ちる──落ちる。

　なんか、前回にも増して力が出ない。どこにも残っていない。ひなちゃんの恋はなんとか護れたっぽいけど、それってつまりあたしの恋は終わったわけで。てか、もーどうでもいいや、とか投げやりに思う。ふてくされていいことなんていっこもないのはわかってるけど──ふてくされるしかない時もある。もー、いいの。ほうっておいて、あたしなんか。ううう。

「悲劇のヒロインは似合わないですわ」

　誰かが、あたしを空中でつかんだ。

「しっかりしなよ」

　もひとつ、声がする。

　マリーとバイオレットが──あたしの腕うでをつかみ直す。空中でキャッチしてくれていた。もう、ふらふら。また、ふらふらだった。てか、アニメの魔ま法ほう少女ってもーすこし楽に勝ってると思うのです！　ってちょい、桃ももちゃんふう。壊こわれてる、あたし。

「あいつ、どうやって倒したの？」

　バイちゃんの顔が横にある。なんか、あたしはその顔をまともに見れない。バイオレットは綺き麗れいでかっこよくて、強いもん。序十七烈とかの群青で、頭よくてパーフェクトじゃん。ああ、そりゃひなちゃんも惚ほれるよ。くすん。

「早く教えるですわっ」

　て。マリーにどつかれた。

「てか……スペル変換。あいつ、召喚系の魔ま神じんなんかじゃない。そんな悪あく影えい響きようなものこの界層で出来っこない。あれは──」

　あたしはイェミテルくんの崩くずれ去った跡あとを見る。バイオレットとマリーもそちらを見た。

　そこには、五百人を超こえる生徒たちの身体が倒たおれ伏ふしていた。

「熾ヴイ界ジヨンに巻き込まれた生徒たちのエナジーをかき集めたもの。それをImitale《疑似能力》という呪で縛っていたから、それをImitate《偽物》に書き換かえただけ」

「英語の成績悪いくせによく思いつきましたわね」

「あたしもスペルミスしてたらどーしよって思った」

　マリーの憎にくまれ口に力なく笑い、あたしたちは、地に降り立つ。

　降り立ったはいいけど、膝ひざに力が入らなくて──あたしは、ちょこん、と座る形になった。

「チェリー」

　ふと聞こえたその声に、振ふり返る。

　急速にセカイが再構成されゆく中で、イェルが使い切った魔法質量マギグラムに体内から締しめ上げられ──苦く悶もんの表情を浮うかべ、跪ひざまずいていた。

「……どうやら僕はいろいろと準備が足りなかったようだ。それは認める。だけど、負け、じゃない。ぜったい……」

　白銀の髪を乱し、せいいっぱいの言葉を吐はくイェル・ジーンにハイヒールの靴くつ音おとが近づく。

「まあね──この子自身まだ勘かん違ちがいしてるけど。これが冠かん八はつ系けい〝紅くれない〟なわけよ」

　……え？

　見ると、パイナップル頭の超ちよう現実的養護教きよう諭ゆがそこにいる。

　あずささんはあたしの方を見た。

「マリーが位階四位の総そう雅が五十祥しように位置する〝金糸雀かなりあ〟。それは平均的な恋天使が授さずかる力。けっして低いものじゃない。そして、バイオレットは、序十七烈れつ〝群ぐん青じよう〟。なかなか見ない優すぐれた資質だけどね、これは当たりだった」

　いつの間にか火を灯ともしていたタバコから紫し煙えんをくゆらせ、あずささんは言う。

　……てか、吉住のことすごいって言いたいなら、あたしは嫌いやになるほどわかってるし。いまは傷つくだけだからやめてよ、なんてあたしが肩かたを落としていると、

「だけど序十七烈は、位階二位でしかないわけよ」

　白衣の監かん査さ官は、赤い眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを光らせ、唇くちびるを開いた。

「『序十七烈』のさらに上に、位階一位『冠八系』があるんだ」

　──え？

「キミの『紅』は──全部で、八つある、『紅くれない』『赭そほ』『銀ぎん朱しゆ』『宙そら』『安ざ万く榴ろ』『蘇す芳おう』『褐かち返がえし』『黄き橡つるばみ』という冠八系の筆頭に選ばれるべき項こう目もく。その力は〝熱〟その属性は〝象型〟──つまり、百八項目ある数式属性の中で頂点を極きわめる資質」

　しかも、とあずささんは付け加える。

「過去、ひとりしか任命されてない、至純の項目──」

　そんな──そんな。

「あたし、あたし──そんな力もらうほどたいした人間じゃない。怒いかりにまかせて、力を使うような、どうしようもない人間なんだよ？」

　蟲レウが昇リバ華ースされ、倒れ伏し、気を失う蘭丸あかねの顔を見つめながら言う。

　どうしようもなく、ずっと抑おさえていた涙なみだがこぼれ落ちた。

「正義の味方なんてやる資格ないの。大事な人救うためなら周りも犠ぎ牲せいにするし、てか、正義の味方ってより、人としても駄だ目めだと思う。荷が重いの。プレッシャーなんだって。きついの。つらいの。悲しいんだよ。お願いだからさ、わかってよ──」

　跪いていたあたしの頭上から、あずささんの優やさしい声がかかる。

「チェリー、言ったよね。恋天使とは、見返りを求めず動ける心をもつ者。人のために己おのれを犠牲にできる者こそ、その資質の基準となる。キミの怒りの源は、水野が傷つけられたことなんだろ？」

　だって──

　ひなちゃんは、あの時。

　シロガネたちにつかみ上げられたひなちゃんはあたしを見て言った。ありがとうって言った。助けようとしたあたしに、助けられるかわかんない状じよう況きようで、最後に告げる言葉が、助けてでもなんでもなくて、あの子はありがとう、だったんだもん。そりゃ助けるよ。惚ほれるよ。好きになっちゃうでしょ。

「……朱璃さまが言ってた」

　イェルが立ち上がる。その顔は悔くやしさで満ちていた。

「この界層に紅が現れたら、戦ってはいけない」

　あたしを睨にらむ。凄すごい顔で睨んでる。

「どうして恋天使ごときに、僕らが遠えん慮りよしないといけないのかは、いまでもわからないけど──」

　その後、イェルは次元の狭はざ間まへと消え去っていったわけだけど、身体からだが消え去る寸前、この銀ぎん髪ぱつの少年の口から漏もれた言葉を、あたしはずっとずっと後に思い出すことになる。

「この界層になぜ、ユーノ＝プルコが存在し、紅が任命されたのかがわかった」

　──まあ、この時は、そんなイェルの言葉なんて気にもしてなかったんだけど。

　だって、ひなちゃんが。

　顕あらわになる体育館の輪りん郭かく──そのほとんど天てん井じように近い鉄骨の辺りから気を失ったひなちゃんが落下するのが見えたから。

　てか、あんなところに隠かくしてたのか、あいつ。

　あたしは飛ぶ。身体の中に、わずかに残ってた最後の魔法質量マギグラムを総動員。空中で、ふわりとひなちゃんをキャッチ。

　今回、いろいろ大変だったけど──

　でも、なんかもういいや。あたしの腕うでの中の柔やわらかな感かん触しよくと、いつものシャンプーの匂においと、温かな体温が最高のご褒ほう美びだった。

　あたしは、見る。サラサラのショートボブと、ちょっと涙の跡あとが残る睫毛まつげの周りと、つややかな唇を。

　そしたら、その瞳が、うっすらと開かれた。唇が動く。

「……だ、れ？」

　緩ゆるやかに再構築されてゆくセカイの中で──あたしたちは、降下する。

　紅の髪かみを舞まわせ、桜色の衣い装しようを翻ひるがえし、あるべき世界へと帰き還かんする。

「あたしはチェリー」

「……ちぇりー」

　そう言い返そうとして、再び、安心するように意識を失った幼なじみの顔を見つめ、思う。

　ひなちゃんはこれからもきっと狙ねらわれる。ひなちゃんのフィルターを破ることが有効だと知られたいま。やつらがひなちゃんの恋粉を欲しがる限り、狙われちゃう。あたしは、何も知らなくて、知らされることもない幼なじみをただ、そっと抱だきしめた。

「ひなちゃん、あなたはあなたでいて。何にも惑まどわされる必要はない。あなたは正しい。あなたは強い。だから、ひなちゃんはひなちゃんなの。この世の中はみんなそうなんだ。自分でいていいの。誰かと比べることも比べられることも意味なんてないんだよ」

　ひなちゃんの耳に、心に、届いたのかはわからない。

　そんな言葉が、ひなちゃんの助けになるのかわからない。

　体育館が輪郭をとり戻もどし、基ク子ラ空ス間タが──消える。すべてが夢へと転化されてゆく。思念の結けつ晶しよう世界が消えてゆく。ようやく、あたしの身体が佐倉恭一へと戻りつつある中──

　どうせやるなら。

　どうせ誰かがやらなきゃならないなら。

　魔法少女を真しん剣けんにやってみようか、なんて心のどこかで思い始めている──

　…………わけないじゃん、ばか～っ！




エピローグ　カケラの記き憶おく




　長い長い一日がようやく終わって、もう、へろへろになって帰路についたぼくの一日は、だけど、まだ終わってなかったみたいだった。

　デロデロデロ、という独特のアイドリング音。

　む……？　この音は、と振ふり返ると、

「佐さ倉くらくん。恭きよう一いちくん」

　不意に声をかけられた。そこには、ぼくと吉よし住ずみを体育館から救い出してくれた、奇き天て烈れつ教育実習生、夕ゆう凪なぎやよいさんがいた。

　彼女は黒のマスタングの運転席から愛あい想そよく手を振っていて──え？

　あれ？　最近、マスタングをどこかで……

「乗ってよ、送ってく☆」

「いえ。別に車で送ってもらうような距きよ離りでもないので」

　ぼくが断ると、露ろ骨こつに舌打ちして、それから大人げなくふてくされた。

「げー、ありえない。女の子から誘さそっているのに、断るなんて。キミ、デリカシーないって言われない？　それか、鈍どん感かんとか。無神経とか」

「……言われます」

「でしょ？　この際、そういう性格払ふつ拭しよくしよーよ。もーちょいノリよくさ。ほらほら知らない仲でもないんだし」

「別に特に親しいとも思えませんが」

「じゃ、これから親しくなろーよ。ね？　いいから。乗れって」

　最後の方はほとんど眼光の強さに押されて、結局ぼくは助手席にちょこんと乗る羽目になった。夕凪さんは慣れた手つきでギアを入れると、抜ばつ群ぐんのクラッチミートで勢い良くアクセルを踏ふみ込んだ。ズフォン、と加速し、ぼくの体はラブソファ風の黒の革かわ張ばりシートに沈しずみ込む。

　瞬しゆん時じに景色が後方にすっ飛んだ。激しく熱い振しん動どうが全身を揺ゆさぶる。

「これ──ひょっとしてシェルビーですか？」

「お。よく知ってるね。そー。シェルビーマスタング500GT」

「…………」

　ぼくは思考をまとめる。いまの日本に二十代のうら若き女性で、１９６０年代のマスタングを愛する人と出で逢あう確率がどれほどあるのだろうか？　うーん、つまり。

「あの……ひょっとして。夕凪さんって……永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやの、ミルファ……さんですか」

「あはは。わかった？　わかっちゃった？」

　……あっさり認めやがった。

　夕凪さんは──頭にがしっと手をやり、かつらを取り去る。そして、ぽーい、と投げ捨て、そのまま顔をつかむように、揉もみほぐすように変形させた。手が発光している。う……オペラがせり上がりつつある。つまり、数式の感知。

「いやいや、もー終わる。変身するには及およばぬよ」

　その言葉通り、手を顔面からどけるとその表情は、かつて空中から染しみ出てきた、永中科儀社のエージェントにして数式イクス保持者ペラー──あのすべてがゴージャスに形作られている美女、アグリフィスト＝ミルファへと変わっていた。

「はろー☆　お久しぶり。元気だった？」

　明るくこちらを見るミルファさんに、ぼくは言い返す。

「あなたには切り刻まれたり、身体からだごと焼かれたり、さっきイェルには体中痛めつけられましたけど、それ以外は元気です」

「キミさ、陰いん湿しつとか、執しゆう念ねん深いとか、うじうじしてる、とか言われない？」

「………よく言われます」

「でしょ。この際、払拭しよーよ。もっと明るくさ♥」

　あはは、とミルファさんは窓からの風に舞まう髪かみを押さえ笑った。

「……あの、何かぼくに用なんですか？」

「ま、とりあえず。シロガネ騒そう動どうおつかれ☆」

　……なんなんだ、このひと。

　ぼくがぼう然と運転席を見ると、途と端たんに敵であるはずの界層間エージェントは笑い出した。

「うははははっ！　ばーか、イェルめ。このあたしがいくら基ク子ラ空ス間タを制せい御ぎよしつつとはいえ、チェリーには撤てつ退たいまで追いつめられたんだよ？　ざまーみろって頭でっかち！　いやーすかっとしちゃったなー」

　髪をかき上げながら、仲間の敗北を実に喜ぶミルファさんだった。

「まあさ。イェルも言ってた通り、朱しゆ璃りさまの命令でこちらとしちゃキミらとは戦いたくなかったわけよ」

　朱璃さま。

　つまり、ミルファさんの所属する永中科儀社の──総そう帥すいだ。

「あの人さ、無茶ばかり言うわけよ。あんたらと戦わずに恋スヴニ粉ール採取しろとか。界層は傷つけるなとか、食堂にお菓か子し置けとか、歯は磨みがき粉こはフッ素入りにしろ、とかとか……」

　……なんの話ですか。

「まーイェルなりに小こ賢ざかしく考えたんだろーけど……かえっていろいろ迷めい惑わくかけちゃったね。数式もない女によ体たい化なんて、ほとんど嫌いやがらせだもんな☆」

　……ほとんどじゃなくて、完全に嫌がらせだろ。

　と、そこまで考えた時、ふと苦い思いが胸に込み上げてくる。蘭らん丸まるあかねの顔が思い浮うかんだ。熾ヴイ界ジヨンが消しよう滅めつしたあと、涙なみだのあとを顔に残し、意識を失っていた。

　そう、ぼくは──あずささんが生徒たちの診しん察さつをしている間に、いたたまれなくなって逃にげ出してきたのだった。いくらひなちゃんを護まもるためとはいえ、その代わりに他ほかのコの恋粉を犠ぎ牲せいにした。そんなの言い訳なんて出来ないし、人として間ま違ちがっていることだった。

「おまえさ、ホントうじうじしてるよな」

「…………」

　……さっきも言われたのですけど。

　ぼくが、ミルファさんを見ると、だけど彼女はまだにやにやとしていた。

「どうして、チェリーちゃんになるとあんなんなっちゃうくせに、佐倉恭一くんだとそうなんだろうね」

「……知りません。あいつはぼくじゃない」

　目線を外の飛び去っていく景色に転じたぼくに、紅の髪のエージェントは面おも白しろそうに言った。

「おまえさ、蘭丸ってコの恋粉を熾ヴイ界ジヨンにしてしまったことに責任を感じているようだけど」

　ぼくは、ミルファさんの方を振ふり返る。

「あのコの恋粉の対象を知ってるのかい？」

「……え？」

「特とく殊しゆな恋粉ではあるけどね、ま、思春期にはたまにある。あのコは自分自身に恋こいしていたんだ」

「自分、て……えぇ？」

　ぼくが目を見開くと、ミルファさんは、ちっちっちと指を立ててみせた。

「いるんだよ、自分大好き人間って。おまえとは正反対なんで理解出来ないだろうけど。ほっときゃ何時間でも鏡を見てうっとりする。寝ねる前にその日の自分を思い出し、明日の自分を思い浮かべ、悦えつに入る。まー、気持ちはわからんでもないけどな」

　また、あははと笑う。たしかに、この人は何時間でも鏡を見ていそうだった。

「面白いよな。蘭丸あかねとおまえは、基本思想がそっくりなくせに、そこが天地ほど違ちがう。おまえ、鏡なんて見ないだろ」

　見ない。必要最低限しか見ない。

「そんなこったから、アホ毛にも気がつかない、と」

　──え？

　ぼくは慌あわてて、髪を触さわるけど、うかか、と楽しそうにミルファさんはまた笑った。

「おまえ、少しは身だしなみに気をつけないと恋の道は遠いぜ？」

「……あの、ミルファさん？　いったい何を言いに来たんですか？」

　ぼくが不ふ機き嫌げんに言い返した瞬しゆん間かん、タイヤが悲鳴を上げ、がくんと身体が前につんのめった。ち、と舌打ちしてミルファさんは車を止める。赤信号だった。

「えっとね──忠告」

　そう言って、メンソールのタバコを取り出して火をつけた。気持ちよさそうに吹ふかす。

「忠告？」

「うん。刻こく時じ機き構こうからじゃ、けっして出て来ない極ごく秘ひ情報。聞きてーか？」

　ミルファさんはくわえタバコのまま、にやり、とする。

　その笑え顔がおがなんとなく怖こわい。とんでもない対価を要求されるような気がする。

「……そのかわり、ひなちゃんの恋粉よこせ、とか言うんじゃないんですか？」

　ぼくがおずおずと尋たずねると、

「いや、おまえに取り引き求めても無む駄だだっていうのはもーわかったから。まー、くれるならもらうけど。ていうか、ダメって言ってもいずれもらうけど。それはまた別の機会に。今日はせっかくラブラブドライブなわけだからさ、友好的にいこーよ」

　そして、ミルファさんはこちらを向いて軽くウインクしてみせると、また勢いよくギアをローに叩たたき込み、アクセルを踏ふみ込んだ。ぐぐっとシートに身体からだが沈しずみ込む。ていうか、これ、ラブラブドライブだったのか。

「夕凪やよいとして、ここ暫しばらくおまえの戦い見てて気がついたんだ。おまえ、はっきり言って異常だぜ」

「…………」

　いや、いまさら異常って……男の子がこんなことさせられていることを異常と言わずしてなんと言うべきなのか。

「おまえっつーか。おまえじゃなくて、あのコというか。あの恋天使ラブエルの爆ばく発はつ力は尋じん常じようじゃない。いくら冠かん八系、〝紅〟とはいえ、異常、という意味さ」

　……そんなこと言われても。

　チェリーになった時のぼくは自分でも制せい御ぎよ出来ないほどの理解不能なテンションになる。いくらチェリーになった時の記き憶おくも意識もあるとはいえ、そんな自分が怖くなる。

　ぼくが思わずうつむくと、ミルファさんは前を見ながらぽつり、と言った。

「普ふ通つう、いきなり数式をあれだけ使いこなせたりしない。あれだけの魔法質量マギグラムを持ちえない。あれだけの戦せん闘とうに対処出来たりしない」

「…………」

　それから、ぼくを見る。ぼくの目の奥まで見み透すかすように覗のぞいて、言った。

「おまえがオペラに選ばれた意味が必ず、ある」

　……選ばれた、理由？

「そんなのこの界層が歪ゆがんでいたから、とかそういうことじゃないんですか？」

　ぼくが言い返すと、ミルファさんは、ふふんと笑う。

「界層の歪み、ね。まあ、この界層自体かなり末期的なわけだけど──うわっと！」

　突とつ然ぜん、彼女はハンドルを切り、ぼくはドアに叩きつけられた。見ると、窓の外には派は手でなクラクションとともに、また派手な車が横付けしてきている。

　て、ちょっと待て。

　まさか……あれ……アルファロメオ・ジュリエットスパイダー？

　そして、その純白のオープンカーに乗っていたのは、超ちよう現実的養護教きよう諭ゆ、御み門かどあずささんだった。パイナップル頭を風に揺ゆらし、こちらに向けて叫さけんでいる。

「こらっっ！　ミルファ！　わたしの大事な生徒に何してるわけ？」

「おもしれー、プルコか」

　ミルファさんはそう言うと、くわえていたタバコを窓からぺっと吐はき捨てた。

　公衆衛生のカケラもない人だった。

「いっちょ競争といこーか♪」

　同時にギアをひとつ落とし、アクセルを踏み込む。

　また、加速。やっぱり加速。ぼくはもう生きた心地ここちもしないまま、必死にドアのバーをつかんで体勢を低くした。シートベルトを確かく認にんする。

　あずささんのスパイダーも、こちらが引き離はなそうとするのを確認するや、すかさず加速した。二台のマニアックな車は、大通りに悲鳴のようなブレーキングノイズをまき散らし飛び出した。周囲の車から猛もう烈れつなクラクションが鳴らされる。二台とも超ちよう絶ぜつ的なラインを描えがき、次々に前の車を抜ぬき去っていく。このままじゃパトカーが出動するのは時間の問題だろう。ていうか、ふたりとも一応聖職者であるなんて警察の人は信じてくれるのだろうか。

「やるじゃん、さすがプルコ☆」

　なんてミルファさんは、バックミラーをちらちらと見ながら、舌を出して唇くちびるを舐なめた。実に嬉うれしそうなその様子に、このふたりどういう関係なのだろう、なんてぼくは思っていた。振ふり返って見ると、あずささんも目を輝かがやかせた勝負師の顔になっている。
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　ダメだ、こりゃ……

　ぼくは諦あきらめて髪かみの毛に手を突つっ込んだ。

『おまえがオペラに選ばれた意味が必ず、ある』

　ミルファさんのさっきの言葉が思い浮うかぶ。

　この界層が歪み、捩ねじれ、ひび割れている──あずささんもそう言っていた。

　でも、それって理由があるはずだといまごろ気がついていた。古くなって歪んだ、くらいに考えていた。

　十年前の事件──それってなんなのだろう？

　十年前って言ったら、えーと。ぼくが四歳で……え？　……四歳？

　……ぼくの中の、白い闇やみ。

　ぼくの記憶が、四歳より前が消えているということ。

　それって……偶ぐう然ぜんなのだろうか。

《前の白い外車、並びに黒い外車、止まりなさい》

　その時、背後から拡声器の声とともに、サイレンが響ひびいた。

　言わんこっちゃない……ていうか、直に口には出していないけど、国家警察の出動だった。ぼくがちらり、と左のミルファさんを見ると、あはは、と高笑いしていた。考えたら、この人すでに界層間縦断犯罪者なのだった。

　窓から右を見ると、横付けし猛もうスピードで並へい走そうするスパイダーから、あずささんが手を伸のばしていた。

「恭一くん、来な」

　……いや、来なって。時速百二十キロは出ているのですが。

　ぼくが呆あきれて、今度は左の運転席のミルファさんを見ると、

「行きな」とウインクする。

　……いや、行きなって。なんなんだ、このふたり。

「話は終わり。次逢あうときは敵だな」

　そう言って赤毛のエージェントはどこか寂さびしそうに笑った。

　そして、ちょっと、と止める間もなくぼくの横の窓を下ろす。凄すさまじい風が車内に吹ふき込み、ぼくの髪をなびかせた。

　……て。無茶だ。危険すぎる、このふたり。

《こらっ！　前の車、停車しなさいっ》

　パトカーの忠告なんてどこ吹く風と、ぼくはミルファさんに窓から上半身を押し出され──路面がすごいスピードで飛んでいく世界に放り出された。

「あたしも紅なんだ、チェリーちゃん」

　その声は風の中に聞いた。

「おまえとあたしはいずれ決着つけなきゃな☆」

　──え？

　そのまま、投げ出された。

「うわわ……っ」

　ていうか……殺す気かこの人、と言う暇ひまもなく、ぼくは、ふたりの絶ぜつ妙みようのステアリング捌さばきの賜たま物ものである、一センチほどの至近距きよ離りにいたジュリエットスパイダー車内に、あずささんの手により引きずり込まれる。あずささんの膝ひざの上に倒たおれ込まされた。

「ミルファ！」

　あずささんは叫さけぶ。

「次、ちょっかい出したら、殺すよ」

　ミルファさんは、マスタングの車内で何か言い返したようだったけど、それはぼくには聞こえなかった。

　体勢を立て直して、なんとかスパイダーの助手席に着いた瞬しゆん間かん、あずささんは右に派手に方向転てん換かんさせる。同時にミルファさんは左側にハンドルを切っていた。そこは、Ｔ字路で、後ろのパトカーは急ブレーキを踏ふんでいた。

　ぼくが振り返り、見ると、パトカーはＴ字路の真ん中で、車を止めた後、ミルファさんの方に向かった。ミルファさんは車の中で手を振っていた。

　あずささんもバックミラーを見ながら、ふ、と笑う。

　そのまま、アクセルを踏み込む。急にまたスピードを上げた。振り返ると、恐おそらくは無線で知らされた別のパトカーがけたたましくサイレンを鳴らし、ぼくらを追っていた。

　で、この超ちよう現実的養護教きよう諭ゆがかわいらしく笑って、言うことには。

「攫さらわれた生徒救出☆ということで──大目に見てくれる、よね？」

　ていうか。

　……とりあえず停止したらどうですか。





第四話・開花力は爆心中（完）









　あとがき




　ここ、どこだろう？

　自転車旅行中、道を間ま違ちがえたことに気がついたのは辺りの異様さからだった。

　人の気配がまるでない。

　廃はい村そんと化した崩くずれかけの家屋が立ち並ぶ。

　壊こわれた自じ動どう販はん売ばい機きが倒たおれていて、闇やみ夜よにほとんど役に立たない街灯がぼんやりと辺りを浮うき立たせている。

　僕は慌あわてて来た道を引き返した。ひとり寂さびしく暗い道を、びくびくしながら自転車のペダルを踏ふむ。

　何か、出そう……。

　そんな言い知れぬ予感がビシバシとしていた。

　自転車のライトなんて一・五メートルほど手前しか照らしてくれない。かろうじて舗ほ装そうされている細い道は、先の方が闇に溶とけ込んでいた。

　その時、ふと何かが目に付いた。

　五十メートルくらい先の道の真ん中に何かがいる。最初は、黒いビニールのゴミ袋ぶくろが落ちているのだ、と思った。だけど、近づくにつれ、それがもっと生々しい何かであるような気がし始めた。

　自転車が近づく。黒い物体は動かず、僕との距きよ離りを詰つめていた。

　十メートル、五メートル、三メートル……

　そして、自転車の頼たよりないライトがそれを照らした瞬しゆん間かん──

　それが何かわかった。

　……え、え、え!?　なんで、そんなものが、こんなところに!?

　ぶつかる直前でその黒い物体を避さけると、そのままもう三十分は後ろを振ふり返れず、ひたすら自転車をこいだ。こぎまくった。時速五十キロは出てるんじゃないかってくらい必死にこいだ。すぐ背中まで、それが追いかけてきているような恐きよう怖ふと戦いながら……

　田舎いなか道のど真ん中にひっそりと座っていた、〝それ〟とは──

　黒い着物で、白粉おしろいをして、唇くちびるには紅さして、三つ指をついて、こちらをカッとみつめている──おばあさんだった。しかも、その小ささが半はん端ぱじゃない。フルフェイスのヘルメットをちょい上回る程度の大きさでしかなかった……




　あとがき冒ぼう頭とうから、しかも小説ふうに何書いているんだ！　というお叱しかりの声が聞こえるようです。だけど怒おこらないでください。これは実話なんです（言い訳になってない）！　僕が自転車旅行中、出くわした奇き妙みような事件なんです！

　ああもう気になって、気になって、仕事どころじゃなかったです。おかげで、総理大臣が交代していたのも知らなかったし、ＰＳＰが軽くなっているのも知らなかったし、ケータイの料金を支し払はらうのも忘れていたし、冷蔵庫の奥おくにカカオチョコレートを隠かくしていたことも忘れていました。

　あのおばあさんはいったいなんなんでしょう？　幽ゆう霊れいというにはあまりにも輪りん郭かくがはっきりしていて、ただの人というには小さすぎるし、おまけに辺りには廃村しかないんですよ？　おばあさんがひとりでうろうろと出来るような環かん境きようじゃないんです！

　そう、きっと廃村に脅おびえた僕の心の隙すき。そこに蟲レウが憑ついてしま…………いや。すみません。

　あとがきを理論武装のひとつに転化しようと目もく論ろんだ、姑こ息そくで未熟でインチキな作家──一肇です。四ヶ月のご無ぶ沙さ汰たでした。

　ちなみに冒頭のおばあさん事件は、実話です。




　さてさて、『桜ｉｓｈ』第二巻です。またも、けっこう改かい稿こうしております。

　一巻がかなり変わったので、ザ・スニで連れん載さい中のものへと合体させるための改稿でした。キャラクターや全体的な流れは変わっておりませんので、ザ・スニ連載版を読んでくださっている方もどうかご安心くださいませ。

　今回は、心の闇、というものを書こうと思いました。

　二巻のベースであるザ・スニ版『三話』『四話』を書いている時は、中学生の自殺が社会問題化していて、心の闇、という言葉がよく取り上げられていた頃ころでした。

　これは、他人事ひとごとじゃない。

　実は、僕の中学時代も本当に暗く辛つらいものでした。どれくらい暗かったかというと、ここに書くことなんて出来ないくらいです。もう心の闇なんてレベルじゃなくて、闇の心って感じでした。たしか人生唯ゆい一いつの自殺を考えたのもちょうどその頃でした。

　だけど、そんな僕は、今ものうのうと生きています。[image: 吉]野家が復活すれば飛び跳はねるし、好きなマンガに感かん涙るいしますし、アジカン聴きいてくねくね踊おどります。

　心なんて胸にあるのか、脳にあるのか、さっぱりわかりません。だけど確かに存在する、奇妙キテレツな人間の内部回路です。心の持ちよう次し第だいで、人生の価値観なんて百八十度変わるって言いますよね。だけど、それに自分で気がつくのは本当に難しい……。

　誰だれでも大切な友人とのつき合いや、音楽や、映画や、ゲームや、それこそ本に勇気づけられ、心のフィルターが鍛きたえられ、ゆっくりとしなやかな強さを身に付けていくのだろうと思います。

　よし、僕もそんなものをいっちょ書いてやろう！

　世の中の中学生を勇気づけるものを書いてみよう！

　姑息で未熟でインチキな僕が、そんな大それたことを身みの程ほど知らずに決めたもので、こんなややこしいお話になってしまいました。上手うまく書けていればよいのですが、もし、つまらなかったら、やっぱり間違いなく僕のせいです。ごめんなさい。




　ここからは謝辞になります。

　たくさんの厳しい言葉の根っこに愛を持つ、担当編集者の田上さん。ありがとうございました。またも苦労をかけてしまいました。

　三杜シノヴさん。いつもいつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　ニトロプラス・グラフィックチームのみなさん。華はなやかで美び麗れいな彩さい色しき、ありがとうございます。

　校正さん、校閲さん、その他たくさんのこの本の制作過程に関わっていただけたみなさん。いつも苦労かけます。感謝しています。

　そしてそして、温かな応おう援えんをくださった読者のみなさん。恩は忘れません。その万分の一でも返せるよう、これからも研けん鑽さんを重ねていきたいと思います。

　最後に、いま手に取ってくださっているあなた。

　また会えました！　でしょうか。初めまして！　かもしれません。

　共に、とても嬉うれしいです。

　このお話をお読み頂いた後、あなたの心にささやかでも力強い翼つばさが在ることを願います。

　本当に、ありがとうございました。





　　二〇〇七年十月一にのまえ　　肇はじめ  　
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口絵・本文デザイン／design CREST










桜ｉｓｈチエリツシユ　─推すい定てい魔ま法ほう少しよう女じよ─




②加か速そく連れん鎖さは恋こい心ごころ
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